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序

本書は、山梨県林務部による「山梨県森林公園 金川の森Jの建設のために移転された県立園芸高等学校農業機械実

習場の建設に伴い発掘調査が実施された狐原遺跡の調査成果をまとめたものであります。

本遺跡の所在する山梨県東八代郡一宮町は、甲府盆地の東端部に位置しており金川扇状地を中心に古くから遺跡分布

の濃密な地域であることが知られております。特にそれらの遺跡のうちでも、古墳時代から平安時代にかけての遺跡に

は山梨県を代表するようなものも多く、県内有数の後期群集墳である四ッ塚古墳群や奈良・平安期の甲斐国分寺・国分

尼寺などを挙げることができます。

このような地域で行なわれた弧原遺跡の発掘調査は1994年4月27日から同年10月31日までの約6ヶ月間を要し、約

8，000rriにおよぶ面積を全面調査いたしました。この発掘調査の成果はその後の整理調査期間を経ましてここに報告され

るわけですが、その概要は以下のとおりであります。

調査区内から検出された遺構は平安時代の竪穴住居祉15軒・土坑25基・墓壌2基・溝1条・炭化物集中 1箇所・単

独出土の壷I箇所であり、短期間に営まれた小規模な集落のほぼ全域を調査することができました。また、この集落の

人々の暮らしの中で用いられた遺物も多数検出することができました。これらの遺構・遺物のうちでも注目されますの

は、墨書土器の豊富さとその内容であります。特に平安時代の第9号竪穴住居社から検出されました「玉井」の墨書に

つきましては、甲斐国の古代郷名であります「山梨東郡玉井郷」を表していることはほぼ間違いなく、近隣の一宮町大

原遺跡・松原遺跡出土の事例と併せまして、今後の古代郷配置研究等に資するところが大きいものと思われます。墨書

にはこの他に「玉子Jr好Jr関Jr午 Jr山中Jr上川Jr末Jr今Jr金Jr千Jr万Jr内Jr加Jr鷹Jr工Jr有Jr仁Jr幸」
「夷Jr西Jなどがあり、その他にも判読不明・破片資料・線刻土器などを合わせますと222点がー遺跡から検出された
こととなります。破片資料も 1点として計上しておりますので、実際の個体数222点より少ないものとは考えられます

が、それにしましでも15軒という竪穴住居祉数の集落規模に比較して墨書土器の多さが目立つ事例となりました。今後

の墨書土器あるいは平安時代集落等の研究に資するところはまた大きいものと思われます。

また、この他にも平安時代の所産が推測される墓墳、「墓誌状鉄製品」の類似資料を伴う炭化物集中など山梨県内では

稀有な事例も多々含む遺跡内容となっております。

また、本書には充分にその成果が生かしきれていない観もありますが、本遺跡から出土しました総数41，368点(遺構

内6，988点・遺構外34，380点)の遺物はそのほぼ全てについての出土位置データ(平面分布・垂直分布)を記録しており

ます。この点についても今後の調査研究に活用されることが期待されます。

以上のように、様々な内容を包括する狐原遺跡でありますが、今後に残されまた提起される研究課題も数多くありま

す。本報告書を多くの方々に調査研究資料として、あるいは地域の歴史を探る手掛かりとしてご活用いただければ、こ

れに勝る喜びはありません。

文末ではありますが、発掘調査から報告書刊行に至るまでご支援・ご協力を賜りました関係機関各位、並びに調査に

従事していただいた皆様に厚く御礼申し上げ、序とさせていただきます。

1996年3月

山梨県埋蔵文化財センター

所長 大塚初重



例言

1.本書は、山梨県東八代郡一宮町字竹原田1070番地他に所在する狐原遺跡の発掘調査報告書である。

2.調査は山梨県林務部による「山梨県森林公園 金川の森Jの建設のために移転された県立園芸高等学校農業機械実

習場の建設に伴うものであり、山梨県教育委員会が委託を受けて実施したものである。

3.発掘調査および整理調査は山梨県埋蔵文化財センター(東八代郡中道町所在)が担当した。

4.本遺跡に隣接する東八代郡石和町中川にも同一名称の「弧原遺跡」が所在する(石和町教育委員会が1990年に調

査)。混同を避けるべく石和町側を「中川狐原遺跡Jと呼称し、本遺跡を「竹原田弧原遺跡」と呼称する場合もあ

るが、本書では「孤原遺跡j として記述した。

5.本書の編集および付編以外の執筆は森原明贋・宮里学が担当した。執筆分担は第 I""m章が宮里、第IV""VI章が森

原である。

6.写真撮影は発掘調査(遺構)では森原・宮里が、整理調査(遺物)では森原が担当した。

7 .発掘調査時の基準点測量(国土座標測量)は(株)サンポー・コンサルに委託した。

8.出土した遺物についての分析業務を下記の方々に委託し、その成果として玉稿を賜った。記して感謝申し上げる。

・第2号竪穴住居社出土の土師器(甲斐型土器の杯および褒)の胎土分析業務

「弧原遺跡出土甲斐型土器の胎土分析」 河西学氏(帝京大学山梨文化財研究所)

・第1・2号墓墳出土の人骨資料の分析業務

「狐原遺跡出土の人骨」 茂原信生氏(京都大学霊長類研究所)

9.狐原遺跡の資料(遺物・図面・写真等の諸記録)は一括して、山梨県埋蔵文化財センターに保管している。

10.発掘調査・整理調査に際して、下記の方々からご協力・ご教示を賜った。記して感謝申し上げる。

一宮町役場、一宮町教育委員会、帝京大学山梨文化財研究所、山梨県立園芸高等学校、山梨県考古学協会、甲斐丘

陵考古学研究会、磯貝正義(山梨大学名誉教授)・鈴木靖民(園皐院大事)・平川南(国立歴史民俗博物館)・猪股喜

彦・瀬田正明(一宮町教育委員会)、小淵忠秋(石和町教育委員会)・山下孝司(韮崎市教育委員会)、林部光(中道

町教育委員会)、望月和幸(御坂町教育委員会)・谷口一夫・萩原三雄・鈴木稔・畑大介・宮津公雄・平野修・櫛原

功一(帝京大学山梨文化財研究所)、原正人(駿台甲府高等学校)・回尾誠敏(東海大学)

(順不同・敬称略)

11.狐原遺跡の発掘調査・整理調査に関わる組織は下記のとおりである。

調査主体 山梨県教育委員会

調査担当 山梨県埋蔵文化財センター(文化財主事森原明庚・文化財主事宮里学)

調査員 森本陽二郎(奈良大学卒)

作業員(発掘調査)

須田勝、須田重則、嶋田礼子、松永勇、志茂博、竹内孝治郎、赤岡敦、杉山秀樹、山下薫、山下いよ

子、小池孝男、小池昭江、斉藤重信、古屋栄子、西脇誠、谷三智代、赤尾邦夫、赤尾とら子、宮川とも

ゑ、下倉茂雄、杉原武幸、窪田園江、小林祐子、功万進、上嶋十郎、外川美枝、高橋季弥栄、武田きく

江、関口愛子、山下哲、花形正男、庄司恵子、桑原をぎん、向井袈裟春、芦沢津屋子、河野義雄、卯月

秋子、斉藤多喜子、長谷川紀子、佐野由美子、池谷和代子、山崎せいか、宮久保朝乃、北村春美、石山

伝次、佐藤たか子、高橋孝子、手塚房子、古屋栄子、菊島幸男、杉本義一、網野晴仁、佐野賢三、一瀬

正樹、宮川和利、小林寛明、塩島理恵、小林武、永田勤昭、斉藤多喜子、小林チエ子、小林正和、赤尾

文子、橘田佳仁、駒田雄飛、長田淳、駒田史織、深沢江美、丸山み奈、宮川とも子、斉藤美樹、小林由

美子、武井政行、山本高行、広瀬幸子、横森勲、小林進、飯窪渉、鷹野通男、宮崎総子、吉田、森下京

子、石山礼子、中村敏雄、原君子、川村信吾

作業員(発掘調査および墾理調査)

中川美千子、市川祥子、岩崎満佐子、林紀子、熊谷真樹子、浅野由美子、菊島慶子、北村さっき、小林

美紀

作業員(整理調査)

長田久江、長田てる美、山崎聖子、石原沙織、内藤由紀子、塩島冨美子、古屋茂子、森本通久、長田富

子、渡辺礼子、小林としみ、長田奈代子、村松重夫、中込志ず江、小林愉

(順不同・敬称略)



凡例

1.遺構番号は発見順に付したものであり、時期・位置等とは無関係である。

なお、発掘調査時の呼称・遺物等の注記は合致するが、遺物の報告ナンバーは異なるため「出土遺物監査表 (Tab.1

.......10) J内に示しである。

2.遺構図中のスクリーントーンの用例は下記のとおりである。

竪穴住居祉セクション図中のスクリーントーン 医怒週・・・・・貼床を示す。

竪穴住居祉セクション・平面図中のスクリーントーン 区豆ヨ・・・・・砂磯層を示す。

竪穴住居祉セクション・平面図中のスクリーントーン E三ヨ・・・・・地山層を示す。
竪穴住居祉カマド平面図中のスクリーントーン E三ヨ・・・・・焼土の範囲を示す。
その他のスクリーントーン・.. . . . . . . . . . . . . . . . . . .・・図中に用例を示したとおりである。

3.遺構図(遺物出土状況図)中のドットマークにお用例は下記のとおりである。

竪穴住居社平面用のマーク・.. . . . . . . . . .・・・・・・・土師器・杯の出土点

竪穴住居社平面用のマークム・.. . . . . . . . .・・・・・・・土師器・皿の出土点

竪穴住居祉平面用のマーク企・.. . . . . . . . .・・・・・・・土師器・蓋の出土点

竪穴住居祉平面用のマーク0・.. . . . . . . . .・・・・・・・土師器・台付杯の出土点

竪穴住居祉平面用のマーク・.. . . . . . . . . .・・・・・・・土師器・饗の出土点

竪穴住居枇平面用のマーク口・.. . . . . . . . .・・・・・・・土師器・置カマドの出土点

竪穴住居祉平面用のマーク口・.. . . . . . . . .・・・・・・・土師器・壷の出土点

竪穴住居社平面用のマークム・.. . . . . . . . .・・・・・・・土師器・鉢の出土点

竪穴住居祉平面用のマー夕食・.. . . . . . . . .・・・・・・・須恵器の出土点

竪穴住居祉平面用のマーク*・.. . . . . . . . .・・・・・・・灰紬陶器の出土点

竪穴住居祉平面用のマーク・.. . . . . . . . . .・・・・・・・鉄器の出土点

4.遺構図中の断面図脇等にある数値は標高を示す。

5.遺構図・全体図などに示した方位 (N)は国土座標による真北である。

6.遺構図の縮尺は下記のとおりである。

竪穴住居祉・・・・・・・ 1/60

土坑・・・・・・・・・・ 1/60

溝(遺物出土状況)・・・ 1/60

竪穴住居祉遺物出土状況図・・・ 1/60

墓墳・一部の土坑・.. . . . .1/30 

炭化物集中・・・・・・・・・・ 1/30

7.遺物図中のスクリーントーンの用例は下記のとおりである。

スクリーントーン区亙蛮習・・・・内面黒色処理を示す。

スクリーントン_.・・・須恵器の断面を示す。

スクリーントーンEZEE-・・・紬の掛かる範囲を示す。
スクリーントーンE三三ヨ-・・・灰紬陶器の断面を示す。

8.遺物図の縮尺はすべて1/3に統一した。

カマド・・・・・・・ 1/30

溝・・・・・・・・・ 1/250

0-14査・・・・・・ 1/15

9.土器の実測図は断面を右側に、正面を左側に示した。なお、図中の矢印(→)は削りの方向を示す。

10.土器の断面図・拓本図は基本的に左側に正面を開いた示した。なお、底部外側は下側に、底部内面は上側に示し、蓋

などもそれに準じた。

11. 土色(覆土・土器胎土等)の説明には『標準土色帖(1990 年版)~ (農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団

法人日本色彩研究所票監修)に基づいて記述した。特に「出土遺物観察表 (Tab.1....... 10) J中の色調欄の記号はこの

『標準土色帖』の記載に合致させている。

12.その他の図版等に用いたスクリーントーン・ドットマーク等の用例は図中に示したとおりである。

13. r出土遺物観察表 (Tab.1.......10) J中の表記方法は欄外に示したとおりであるが、墨書等の記載欄については、判読で
きた文字・記号は活字等で表したが、明確でないものについては ro刷として可能性を示した。また、判読不明な
ものについては1文字単位で「口」で表わした。

14.第W章第1節中に示した「竪穴住居祉データ」についての注意点は下記のとおりである。

-面積の表記については遺構面積(上端面積)を計算により算出したものである。なお、遺構全体が検出できなかった

ものや重複により算出できなかったものについては、( )内に推定の数値を示した。

・遺物点数の表記については、大小に関わらない破片点数を示した。なお、煮炊系としたものは褒・置カマド・使宜的

に含めた壷であり、供膳系としたものは杯・台付杯・皿・鉢・蓋である。

・重量の表記については、各々の総重量を示し、図示できなかった資料も含めた。各器種の平均的な器体重量のデータ

と照らし合わすことによって、出土土器のおよその個体数が換算できるものと恩われ示したものである。
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第 i章調査に至る経緯
第 i節経緯

今回の調査は、山梨県土木部の「山梨県森林公園 金川の森」の建設により移転することとなった県立園芸高等学校の大

型機械研修農場の建設に先立つ埋蔵文化財の調査である。

山梨県土木部では、新規に「山梨県森林公園 金川の森Jを建設することとなった。しかし、その建設予定地内に県立園

芸高等学校の大型機械研修農場の敷地が存在し、この移転の必要性が発生した。そのため、県教育委員会学術文化課および

山梨県埋蔵文化財センターは県土木部と協議の上、平成6年2月に移転先予定地内の埋蔵文化財試掘調査を実施し、その一

部に埋蔵文化財の存在を確認した。

この試掘調査結果を受けて、県土木部・県教育委員会学術文化課・山梨県埋蔵文化財センターの3者は関連事業を含めて

具体的な発掘調査に向けての協議・調整を行ない発掘調査を実施することとなった。発掘調査は同年4月27日より同年10

月31日まで約6カ月を要し実施した。

整理作業については発掘調査終了後から同年 12月末まで県埋蔵文化財センター内で行なった。以下、調査事務について

記述しておく。

平成6年4月 文化庁長官宛てに発掘通知を提出する。

同年4月27日 発掘調査を開始する。

同年11月15日 石和警察署長宛てに埋蔵文化財発見届を提出する。

同年3月末日 発掘調査報告書を刊行する。

第"節調査の組織

例言詳述

第11章
第 1節地理的環境

一宮町は、甲斐国分寺をはじめ古代には頻繁な土地利用が行なわれ、結果県内でも有数の埋蔵文化財包蔵地であることは

周知のことである。従って、刊行された報告書や関連論文は多く、最近は『竜ノ木遺跡』などが見られる。この様な状況か

ら、本遺跡周辺の地理的環境を報文に記述することは、単なる記述の重複に過ぎず、むしろ参考文献にある一宮町関係の報

告書・関連論文に役割を譲りここでは遺跡を取り巻く局地的な地理的環境のみを記述しておく。

本遺跡の立地する地点は、東八代郡一宮町竹原因1070番地他で、笛吹川の支流金川を起因とした扇状地の扇央部ある。金

川は、甲府盆地の南縁を形成する御坂山地から北に向かつて流れており、笛吹川に合流するまでおよそ18Kmの流路をもっ。

また、周辺には同じく御坂山地から流れ出た大石川や御手洗川が扇状地を形成しており、複合扇状地を作っている。

この金川扇状地上には、国分寺を中心に関連遺跡が高密集し、主に弥生時代から継続的な土地利用がなされてきたことが

調査事例を踏まえて解明されてきた。

今回の調査地点は、山梨県立園芸高等学校の北に位置し、金川扇状地上の標高318m前後を測る所である。調査地点の最

も新しい土地利用は桃の果樹栽培地であり、耕作と土地区画により凹凸があったが、現況の地形観察では微高地を形成して

いることが目視できた。微高地は東西方向に向かつて観察でき、西・南・北方向は標高が若干低く、東は国道137号線と金

川護岸により状況を把握できない。

また、調査により調査区の南北は砂磯が堆積していることが判明した。この砂礁の堆積は、金川の氾濫か流路移動に起因

するものと考えらる。堆積の時期については、本文記載の3号竪穴住居枇の平面図並びに土層断面図を参照してもらいたい

が、観察の結果住居祉の北壁を砂磯層が破壊していることから砂磯層の堆積の方が時間的には新しいと判断できる。この砂

磯は調査区の南北を完全に覆い、西に向かうほど調査区は狭くなる傾向にある。

さらに、周辺の航空写真を見ると、現地では確認しにくいが調査地点から北西に建設されたホテル街に向かつて形成され

た旧流路が確認できた。
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Fig.l 位置図

Fig.2 周辺の遺跡 ( S =1/20，000) 

1北腰巻遺跡(散一平)
2坪井条里(条一奈平)
3後回遺跡(散一平)
4金田遺跡(敬一奈~平)
5上深田遺跡(生一近)
6多雨因遺跡
(散ー古奈平)

7 南西国遺跡(散平)
8大原遺跡(集奈平)
9西前回遺跡(散一平)
10東前回遺跡(散一弥)
11満願寺跡(寺一平中近)
12西田町遺跡
(集/館一奈平中)

13橋立遺跡
(散ー奈平中近)

14筑前原北遺跡
(集一弥奈平)

15筑前原墨跡
(館/集一弥~近)

16筑前原遺跡
(集/暮/道弥~近)

17鷺堂遺跡(敬一平)
18西回町甫遺跡(包一平)
19北大内遺跡(集一平)
20桜畑遺跡(集/道一奈平)
21甲斐国分尼寺跡北遺跡
(散ー奈~中)

22矢倉遺跡(集ー古~中)
23甲斐国分尼寺跡
(寺ー奈~中)

24松原遺跡
(集/道一古~中)

25 甲斐国分寺西遺跡
(集ー縄奈平)

26甲斐国分寺跡
(寺一奈平中)

27甲斐国分寺南遺跡
(散ー縄奈~中)

28豆塚遺跡(散ー縄古平)
29四ツ塚古墳群(古ー古)

(0-・)
O種別散=散布地集=集落跡古=古墳寺=寺院跡館=館跡墓=墓地道=道路条=条里生=生産

.時代縄=縄文弥=弥生古=古墳奈=奈良平=平安中=中世近=近世
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これらを踏まえて、調査地点の地理的環境を見てみると、狐原遺跡は弧原遺跡第2段階(甲斐編年四"'"1 X)の期間を主

体に継続的な居住が行なわれ、集落として土地利用されてきた。しかし、狐原遺跡第2-2段階(甲斐編年四"'"1 X)つま

り3号竪穴住居祉の居住期間中あるいはそれ以降に氾濫等の自然災害に遭遇したことが考えられる。そして、集落としての

土地利用は、狐原遺跡第2-4段階(甲斐編年1X)まで継続されたことが確認されている。

狐原遺跡の本来の集落域は、調査で判明した範囲よりも微高地という地形を中心に一定の広さの中で集落が展開していた

可能性は当然あるが、結果としては、氾濫等の自然災害から難を免れた微高地上の最も標高の高い部分の集落域が発見され、

調査されたということになる。

第2節歴史的環境

一宮町並びに扇状地地域が古代を中心に非常に高い遺跡密集地の様相を持っていることについては先述したとおりである。

旧石器時代から縄文時代にかけては御坂山地・各河川の扇頂部を中心に集落跡が調査され、京戸川扇状地上には釈迦堂遺

跡群が確認されている。弥生時代以降の遺跡の分布は、扇端部方向に向かつて展開されていく傾向にあり、古墳時代の後期

には本遺跡南西(一宮・御坂インターチェンジ周辺)の地点に四ツ塚古墳群が構築され、周辺の後期古墳群及び集落跡を含

めた土地利用が確認されている。しかし、周辺地域で爆発的に遺跡の分布が増えるのは奈良・平安以降のことである。

特に高密度で分布している地域は、金川以東から京戸川に至る扇状地上の地域で、甲斐国分寺・尼寺を中心に奈良・平安

時代の遺跡が高密度に分布している。甲斐国分寺・尼寺を中心として周辺に該当期の集落枇等が集中するのは、寺院造成や

諸役の担い手の必要性など国分寺関連で動員と関連性を持ち、局地的な地域性として当然といえる。

ただし、遺跡の分布範囲が甲斐国分寺・尼寺を中心に一定の標高差の中に集中して確認されていることは興味深い傾向と

いえる。

次いで遺跡が集中して分布する地域としては、金川以西で時期が古くなる遺跡も存在するが中央自動車道建設の際に調査

された二之宮遺跡・姥塚遺跡を中心とした地域と、工場団地の建設の際に調査された大原遺跡を中心とした地域が確認され

ている。

なかでも本遺跡と大原遺跡との関わりについて詳述しておく。大原遺跡は、調査の結果それまで不明とされていた古代甲

斐国の玉井郷の所在を推定させる資料となった「玉井郷長」と書かれた墨書が出土しており、遺跡の規模からも玉井郷の所

在地であることがほぼ確定的となった。

本遺跡は、この大原遺跡の北500mの地点に存在し、立地的には大原遺跡を中心とした範囲に含まれると考えられる。さ

らに、本遺跡の9号竪穴住居祉からも「玉井」と書かれた墨書土器が出土していることから大原遺跡に極めて近い関係ある

いは一部であったことも想像される。

この様に、本遺跡を含む周辺の歴史は、古代甲斐国の中心地であった国分寺・尼寺を取り囲み多くの集落跡が認められる

局地的な密集分布に対して、弧原遺跡はやや距離をおいた存在で、むしろ地環境並びに出土遺物の要素からは大原遺跡との

関連性を想像させるものである。本遺跡の集落跡としての位置付けは、今後周辺遺跡の調査成果を踏まえて更に解明されい

くであろう。
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第111章調査の方法と基本層位
第 i節試掘調査

県立園芸高等学校実習場建設予定地は、表面採集・地形環境・周辺の遺跡分布の視点から、埋蔵文化財の包蔵地である可

能性が指摘され、その確認作業が要望された。

県埋蔵文化財センターでは、建設予定範囲である15.000rriを対象に、時代・遺構分布密度並びに範囲の確定などその他本

調査に関わる必要情報の収集を目的とした試掘調資を実施した。

試掘調査は、 1994年(平成5年) 2月16日から 2月24日まで延べ7日間行った。

試掘調査方法は、一部未買収地を除き、建設予定範囲の任意の箇所に合計37本(内2本は深度3m以上の深堀を実施)の

幅1m、長さ 10m前後の試掘坑を設定した。掘削は、小型重機と人力により行なった。

得られたデータは紙面および写真記録を行なった。、各試銅坑ごとに出土した土器片は出土状況を記録のうえ取上げ、完形

に近い土器については現状を維持させた。遺構については、略式全体図を作成し地点を落とし記録した。土層断面について

も略式の観察図を作成し記録した。

試掘調査の結果、建設予定地の南・北では、地表直下から砂又は砂磯の堆積が2m以上にわたり確認され、また一部では

客土の搬入が認められる状況から遺構・遺物の存在を確認することはできなかった。この範囲を除いた所では、地表下40~

60crnの範囲で、平安時代の土器片をはじめ、炭化材、焼土、住居枇、溝状遺構が平面文は断面で確認され、平安時代に属す

る集落跡の存在を確定するに至った。

調査対象範囲は、上記の結果から砂又は砂磯並びに客土堆積を除いた部分の面積8.000rriとなり、遺跡の性格としては平安

時代のみの集落跡であることが判明し、結果報告を行なった。

第2節 Gridの設定と国土座標

本遺跡の所在地する東八代郡一宮町は、甲斐国分寺をはじめ、古墳時代後期の群集墳や大原遺跡に代表される平安時代の

集落跡が高密度に分布していることで著名であり、古代の山梨ではかなり頻繁な土地の開発と利用がなされてきた地点であ

る。従って、近年の中央自動車道インターチェンジの開設や国道20号バイパスの整備と、これに付随した宅地・商業などの

諸開発により、発掘調査件数の増加が目立つている。この様な状況下で、一宮町教育委員会では、発掘調査増加のと歴史的

環境を考慮して、体系的な調査を実施しており、その方法の一環として国土座標の導入を図っている。

今回の本遺跡の調査でも、遺跡の位置をはじめ遺構・遺物の出土地点を記録するために一宮町にならい国土座標を導入し

用いた。

幸い、本遺跡周辺には建設用にトラパースが組まれていたため、調査区内の座標点に基準杭を3地点設定し、これから光

波測量器を用いて調査区内全体を 5m四方の碁盤目状に区切り、 Grid杭を設定した。

国土座標については、基準杭となった3地点のみをここでは明記しておく。明記した3地点の基準杭の数値は単位をmと

してあり、平面直角座標VIll系原点からの距離を示した。

設定したGrid杭には、それぞれ名称に名称をつけて遺構・遺物の取上げの基準にした。名称は、北から南に向かつて進む

列にAから始まるアルファベットの大文字でSまでふり、 Aより北よりに追加で_y・-zをつけた。これに対して東西は、
西から東むかつて 1からはじまる算用数字を21までふった。但し、調査区関係上 1・2は存在しない。 Gridを呼称する場

合には、 Gridの中央に立ち北東隅に存在する杭のアルファベットと算用数字の組み合わせ (Bー1・B-2等)を使った。

X座標 Y座標 標高

1 -8 Grid杭 39930 15600 318.639m 

1 -lOG rid杭 39930 15610 31"8.887m 

K-10Grid杭 39940 15610 319.066m 
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Fig.3 遺跡位置と土地利用状況

第3節遺構調査の方法

、¥¥¥1// I 

(S =1/2.500) 

重機による表土剥ぎは、遺物包含層の直上まで行なった。包含層直上から下層の掘り下げは人力で行ない、遺構・遺物の

確認と検出作業を進行させた。

遺構確認のため掘り下げは、遺構の確認は面的確認とともに、断面の観察を行ないながら留意して謁査を進行させるため、

全てのGridLineを軸とした約50cm幅の土層断面観察ベルト(以下、ベルト)を設定し、調査区全体を升目掘りをして断面観

察しつつ行なった。ベルトは必要に応じて除去した。

調査方法は、遺構が確認された段階で、住居祉ではかく辺から、中心で直交する 2本のベルトを設定し、断面を観察しつ

つ掘り下げを行なった。住居祉以外の遺構で、土坑は半裁、潜は任意の箇所にベルトを設定して調査した。

掘り下げは、住居祉床面と認めた段階で一時停止し、平面図・海抜測定・堆積状況・断面図・出土状況を図化・記録し、写

真撮影を行なったのちにベルトを除去した。住居祉内の付属施設(竃・住穴・土坑)、貼床等の確認は、床面が検出された段

階で行なったが、認められない場合には、床面を除去して更に掘り下げ、再度確認をする方法を採った。

また、遺構として面的に明確な確認ができなくとも、遺物や炭化物(材)の集中的な出土状況が見られた場合や焼土は、状

況に応じたベルトを設定し調査を行なった。住居祉内の竃は、長軸に直交してベルトを設定、 4または6に分割して記録・

図化し、工程に合わせて加筆した。

覆土中から出土した遺物については、第4節で記した方法で対処し、住居祉の時期決定となる資料や完形又は完形に近い

土器については、遺構と遺物の相関性の把握のため、出土位置を保ち、記録化ののち取上げを行なった。
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第4節遺物の取上げ方法

遺物の取上げに付いては、様々な議論の余地がある。しかし、今回の調査では、当初より出土遺物から、遺跡の性格が集

落跡であるということと、土地利用の時期的位置付けが平安時代の限定された期間であることが推測された。そこで、限定

された地域(第E章第l節詳述)と時期のという条件は、時間的間隔をもって複数に重複しあう集落跡という性格と比較し

た場合、遺物移動の起因は、複雑な構造の中よりむしろ具体的な遺物の動きを捕らえやすいのではないかという視点に立ち

全ての遺物の出土位置を記録することとした。

出土遺物の取り扱いについては、出土するとその地点を保持し、 Grid杭を基準とし、平板を用いて出土地点・海抜を記録

し1/20の「遺物取上げ図」として図化した。基本的には出土した全ての土器・石器・鉄器・骨片、場合により炭化物(材)を

取上げの対象とした。但し、土器については基準を設けて大きさが4cm四方以下の場合はGrid一括という名称で取上げた。

また、遺構外より出土した遺物は、全ての遺物を対象に1から始まる通し番号を付けて、平板を用いて出土位置と海抜を

記録して取上げた。

住居祉・土坑等各種遺構から出土した遺物は、それぞれの遺構ことに1から始まる通し番号を付けて、平板を用いて出土

位置と海抜を記録して取上げた。また、記録時には土器・石器・鉄器等の属性を記載して処理をした。

出土状況等の写真撮影は、必要と認められた場合により行なった。

第5節基本層位

第4図に示した標準柱状図は、試掘調査を実施した際に調査区内で最も深い深度まで掘削した試掘坑断面での堆積状況図

である。調査区内での土嬢の堆積は安定した状況もので、北と南の砂・砂磯層以外での変化は微弱なものである。

なお、遺構・遺物出土範囲と砂・砂磯層の境界は面的にまたは断面でも明確に認めることができ、調査区北側の3号住居

祉は北東側の一部か砂磯により消失していることから砂・砂磯層の堆積は、本遺跡での居住期間中から居住期間終了後の短

い期間の内に発生した自然災害的堆積であると認識している。

....................... ....................... 

E
 

-・・・・・・・...............・・.・.......................................... ....................... 

:-:-:-:-W-X-:-: 

Fig.4 土層柱状図

(I層) 表土層30'" 40cmの堆積で、調査以前の土地は果樹栽培地として利用

されていた。

(ll層) 暗褐色土 平安時代の遺物包含層。調査区全体で認められ、平均30'"

40cm堆積厚で、炭化・赤色の粒子が観察される。遺物はE層下部から

主体的に出土する。

(ill層) 黄色砂質土 平安時代の遺構確認面。平均25cmの堆積厚。ごく微量

の遺物が上部に包含される。

(IV層) 黄色砂質土 ill"'V層の漸位層。平均10cmの堆積厚。遺構・遺物は

認められない。

(V層) 暗褐色土平均l伽 nの堆積厚。遺構・遺物は認められない。

(VI層) 黄色砂質土極めて薄い堆積厚。遺構・遺物は認められない。

VI (刊層) 砂機層 中磯~大磯で構成される。下部では砂層になる。
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第IV章発見された遺構と遺物
孤原遺跡の発掘調査において確認された遺構は竪穴住居祉15軒(平安時代)、土坑25墓(平安時代)、墓壊2基(平安時

代)、溝牡(平安時代)1条、炭化物集中区(平安時代) 1箇所、単独出土の壷(平安時代) 1箇所である。

また、発見された遺物は遺構内出土6，988点(竪穴住居社6，755点・土坑5点・墓壌3点・溝224点・壷 1点)、遺構外出

土34，380点の合計41，368点である。遺物の出土量は重量データを章末に図表化して示した(Tab.ll)ので参照されたい。

なお、遺構・遺物の時期等については山梨県内における土器編年案を参考にしつつ記述したものであり、今後の調査・研

究の進展により変動する可能性も大いにあり得る点をお断りしておく。

註)本文中に記述した時期名称は下記文献に各々拠る。

甲斐型土器編年.期:山梨県考古学協会 甲斐型土器研究グループ 『甲斐型土器 その編年と年代観一~ 1992年

古代末期土器編年第.期:森原明庚 「山梨県地域における古代末期の土器様相J W丘陵』第 14号 1994年

第 1節遺構および遺構内出土遺物

(7)竪穴住居並

第 1号室穴住居社{遺構:Fig. 6・PI.7 遺物 :Fig.31・PI.14・Tab.7) 

(位置) 調査区の北東側、 H-13・1-13Gridに位置する。

(重複) 他の遺構との重複関係はない。

(形状) 長方形の平面形を呈し、断面形状は箱形を呈す。

(規模) 長軸2.5mX短軸2.2m、確認面から床面までの深さ 0.95mを測る。

(床面) 貼床等は確認できず、硬化面も確認されてない。

(壁溝) なし。(柱穴) 確認されていない。(施設) なし。

(遺物) 出土点数は54点、全て土師器で内訳は杯35点・費9点・蓋2点、

不明8点である。このうち、図示できた遺物は墨書痕跡のある杯

底部の破片 1のみである。

(時期) 9 世紀第 2~第 3 四半期頃(甲斐型土器編年第四期~医期)の所産が考えられるが確定は難しい。

(補足) 1 )本遺構の覆土中には 30cm~50cm 大の磯が多量に混入していた。これらが人為的か否かは不明であるが、

本遺跡内にみる他の遺構の埋没状況と異質である。

2)第1号竪穴住居祉は「竪穴住居祉jとして取り扱ったが、小規模であることやカマド等の住居的要素が欠落

することなどから「住居祉」と確定しがたい面もある。

第2号室穴住居祉(遺構:Fig. 6 -7・PI.7 遺物 :Fig.31・PI.6/14・Tab.7) 

(位置) 調査区の北側、 C-g・D-9・C-8・D-8 Gridに位置する。

(重複) 他の遺構との重複関係はないが、東側に4号竪穴住居祉、北側に

3号竪穴住居祉が近接する。

(形状) ほぽ正方形の平面形を呈し、断面形状は箱形を呈す。

(規模) 長軸3.7mX短軸3.5、確認面から床面までの深さ 0.95mを狽IJる。

(床面) 黄色粘質土を主体的に用いた貼床が床面のほぼ全域において確認さ

れ、特に住居の北側部分に厚く施されている傾向が指摘できる。

硬化面はカマド前にやや締まる部分が認められる。

(壁溝) なし。(柱穴) 確認されていない。

(施設) カマドは南東壁の壁面中央よりやや南側へ寄った位置に付設

される。袖部の両端の一部にに機を用いているが、袖部・天

井部とも崩落が著しく、その構造は明らかではない。ただし、燃焼部の掘り込み周辺には焼土化した粘質土が多量

に堆積していることから、磯を芯材とした粘土構築のカマドであった可能性が高い。貯蔵穴ほかの施設も皆無であ
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る。ただし、カマド脇に扇平な磯 (30cm大)が据えられており、「作業台」的な用途が推測される。

(遺物) 出土点数は416点、うち土師器が413点(杯189点・皿26点・褒113点・小形壷 l点・不明84点)、須恵器が2点、

鉄製万子が1点である。このうち、図示できた資料は13点である。特に口縁部が垂直に立ち上がる蜜形土器 (12・

11? )は山梨県内の該期には類例を見ない資料である。形態はカマド芯材に用いられることのある、いわゆる「円

筒型土製品Jに類似するが本資料は器厚が簿く、通常の費形土器と同様に煮炊具として使用されたことが推測され

る。また、カマド前から出土した鉄製万子は中央で人為的に折られており、カマド祭相等に関わる遺物である可能

性も指摘できる。そのほか、墨書土器 (r幸」など)や線刻土器も出土している。

(時期) 9世紀第2四半期頃(甲斐型土器編年第四期)の所産が考えられる。

(補足) 第2号竪穴住居祉出土の遺物の一部について、(財)山梨文化財研

究所の河西学氏に胎土分析を委託し、玉稿を賜った。付編 1r狐原

遺跡出土甲斐型土器の胎土分析Jを参照されたい。この分析につい

ては、視点として「甲斐型土器Jのうち杯と費にいかなる胎土差が

あるのか、ひいては生産地の差異はあるのかとの課題から実施した

ものである。

第3号竪穴住居社{遺構:Fig.10・PI.1 遺物 :Fig.32・PI.6/14・Tab.1) 

(位置) 調査区の北側、 B-9・C-9・B-8・C-8 Gridに位置する。

(重複) 他の遺構との重複関係はないが、南側に2号竪穴住居社、南東側に

3号竪穴住居祉が存在する。

(形状) 長方形の平面形を呈し、断面形状は箱形を呈す。

(規模) 長軸4.3mX短軸3.5m、確認面から床面までの深さ O.23mを測る。

(床面) 黄色粘質土を主体的に用いた貼床が床面のほぼ全域において確認された。硬化面については確認されていない。

(壁溝) なし。(柱穴) 確認されていない。

(施設) カマドは東壁の壁面中央部よりやや南側へ寄った位置に付設される。両袖部は地山層を掘り残し、補強として磯を

用いる方法で構築されている。浅く掘り込まれた燃焼部から煙道部には焼土化や焼土の堆積が認められた。

(遺物) 出土点数は245点、うち土師器が243点(杯76点・皿2点・鉢l点・賓94点・不明71点)、須恵器が1点である。

このうち、図示できた遺物は13点である。特に墨書土器が多く、「仁J(1)・「工J(6)・「末J(7)などがある。

(時期) 9世紀第2"'3四半期頃(甲斐型土器編年第四~区期)の所産が考えられる。

(補足) 住居北東側の一部は洪水災害等に起因する砂磯層により削り取られていることが土層観察により確認された。砂磯

層は南東から北西方向へ流れたと推測され、遺跡東側を北流する金川からの影響を考えるのが妥当であろう。この

洪水災害等の時期確定はできないが、調査区内の砂磯層中からは平安時代 (9世紀代)の遺物のみが発見されてお

り、「住居Jとして機能していた時期に被災した可能性も強ち比定できない。

第4号竪穴住居祉{遺構:Fig. 9・PI.1 遺物 :Fig.33・PI.6/14・Tab.1) 

(位置) 調査区の北側、 D-10・E-lO・ D-9 Gridに位置する。

(重複) 他の遺構との重複関係はないが、北西側に2号竪穴住居祉・

3号竪穴住居祉が存在する。

(形状) ほぽ正方形の平面形を呈し、断面形状は箱形を皇す。

(規模) 長軸3.8mX短軸3.4m、確認面から床面までの深さ O.34mを測る。

(床面) 黄色粘質土を主体的に用いた貼床が床面のほぼ全域において確

認され、特にカマドが付設される南東壁側に重点的に施される

傾向を指摘できる。硬化面については確認されていない。

(壁溝) なし。(柱穴) 確認されていない。
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(施設) カマドは南東壁の壁面のほぼ中央部に付設される。両袖部は地山層を掘り残す方法で構築されているが、天井部の

構造は不明である。浅く掘り込まれた燃焼部から煙道部には僅かに焼土の堆積が認められた。全体的に小規模かっ

残存状況の不良なカマドである。

(遺物) 出土点数は71点である。そのうち土師器が71点(杯30点・皿14点・褒17点・置カマド 1点・不明8点)、灰紬陶

器1点である。このうち、図示できた遺物は8点である。「鷹」の墨書(1)・線刻 rvJ (2)などがある。

なお、杯 (2)は線刻が焼成以前であることや体部内面の暗文が

杯には稀有な「花弁状Jであることなど見るべき点が多い。

(時期) 9世紀第2四半期頃(甲斐型土器編年VIII期)の所産が考えられる。

第5号竪穴住居社

(遺構:Fig.10・PI.2 遺物 :Fig.33 -35・PI.6/7/14・Tab.7 -2) 

(位置) 調査区の中央部、 H-ll・G-lO・ H一10Gridに位置する。

(重複) 他の遺構との重複関係はないが、やや離れた西側に 7号竪穴住居

祉が存在する。また、南側から南東側に土坑(1号土坑ほか)が

集中して存在する。

(形状) 変則的な長方形(台形)の平面形を呈し、断面形状は箱形を量す。

(規模) 長軸 4.2mX短軸 2.6m~ 3.4m、床面までの深さ 0.7mを測る。

(床面) 黄色粘質土が住居祉の中央部に存在するが、極めて狭い範囲 (2mX  1111程度)であり、貼床とは異質である。

(壁溝) なし。(柱穴) 確認されていない。

(施設) カマドは東壁壁面のほぼ中央部に付設される。壁高が良好に残存していたにも関わらずカマドは両袖部の基部から

煙道部がが残る程度であり、人為的な破壊行為をも想起させる状況である。袖部の基部は地山層を掘り残す方法で

構築されているが、周辺に火熱を受けた磯が散乱していることから、磯を補助的に用いたカマド構築がなされてい

たと推測される。天井部の構造は不明であるが、燃焼部の奥から煙道部には焼士化あるいは焼土の堆積が認められ

た。なお、底部に焼成後穿孔が施される稀有な皿形土器(10)がカマド右袖上に伏せ置かれる状態で出土しており、

カマド廃棄に伴う祭記に関わる遺物である可能性もあろう。

(遺物) 出土点数は1765点と多量である。このうち土師器が1757点(杯725点・高台付5点・皿18点・蓋7点・褒837点・

小形費10点・置カマド 1点・不明154点)、須恵器8点である。このうち、図示できた遺物は30点である。特に底

部穿孔が施される皿 (10)は、穿孔前に6条の平行線状線刻も施された特異な遺物である。また、他に墨書土器「内」

(11)・「和J(13)・ 「山中J(14)がある。なお、住居内から置カマド (30)の破片も出土した。

(時期) 9 世紀第 2~第 3 四半期頃(甲斐型土器編年第四~医期)の所産が考えられる。

(補足) 1) 5号住居祉の床面には段差が認められた。このは段差平面的には西壁側から南壁側にかけてのL字形の高まり

として観察できる。この段差あるいは高まりの意味は明らかでないが、住居の建替に伴う段差である可能性、あ

るいはいわゆる「ベッド状施設」としての高まりである可能性もある。

2) 5号竪穴住居社からは 1765点の遺物が出土している。特に住居

中央部の覆土第3層には遺物が多く含まれていたが、ここでは

本竪穴住居祉に帰属する遺物として扱った。この点については、

後日の細かい検討を期したい。

第6号室穴住居社(遺構:Fig.11・PI.2 遺物 :Fig.36・PI.η14・Tab.2) 

(位置) 調査区の北東側、 Fー 12・G-12Gridに位置する。

(重複) 他の遺構との重複関係はなく、単独的に存在する。

(形状) 長方形の平面形を皇し、断面形状は箱形を呈す。

(規模) 長軸4.2mX短軸3.6m、確認面から床面までの深さ O.2mを測る。

(床面) 貼床は全く確認されていない。遺構自体が磯層中に構築されており、
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床面には礁が路頭するような状況である。

(壁溝) なし。(柱穴) 確認されていない。

(施設) カマドは北東壁壁面の中央部からやや北寄りに付設される。磯層中への構築であり、カマド周辺の礁が地山の磯を

そのまま利用したものなのか、移動させたものなのか判別できなかった。カマドの残存状況は不良である。

(遺物) 出土点数は139点、全て土師器で内訳は杯60点、高台付杯l点・高台付鉢1点・皿7点・蓋4点・嚢46点・不明

20点)である。このうち、図示できた遺物は10点である。特にカマド内から出土した杯(1)は口縁部端部にター

ル状の付着物が認められ、灯明皿としての用途が推測される。また、高台付の鉢 (6)には「万」の墨書が見られ

る。

(時期) 9世紀第3四半期頃(甲斐型土器編年第K期)の所産が考えられる。

第 7号竪穴住居祉

{遺構:Fig.12・PI.2 遺物 :Fig.36-37・PI.7/8/14・Tab.2) 

(位置) 調査区の中央部、 G-9 • H -9 Gridに位置する。

(重複) 他の遺構との重複関係はないが、南側に8号室穴住居祉、やや離れ

た東側に5号竪穴住居祉が存在する。また、南西側に土坑(14号土

坑ほか)が集中的に存在する。

(形状) 長方形の平面形を呈し、断面形状は箱形を呈す。

(規模) 長軸4.2mX短軸3.6mを測る。床面までの深さ 0.6mを測る。

(床蘭) 貼床・硬化面は全く確認されていない。(壁溝) なし。

(柱穴) 確認されていない。

(施設) カマドは東壁壁面の中央部に付設される。袖部は基部から黄白色粘質土を用いて構築されている。奥壁面に扇平な

磯が1点残る。他には磯は認められず、礁を構築材としないカマドであった可能性もある。天井部の構造は不明で

あり、焼土化あるいは焼土の堆積も極めて薄く弱い。

(遺物) 出土点数は387点である。このうち土師器が375点(杯125点・高台付杯4点・皿2点・蓋11点・費179点、不明

54点)、須恵器11点、灰紬陶器I点である。このうち、図示できた遺物は18点である。特に墨書土器が豊富であり、

竪穴住居祉南側から南東側の床面近くから集中的に出土している。特に特徴的な墨書である「午」が記された杯

は3点(1・ 2・3)がまとまって出土しており注目される。その他の墨書土器には「千J(4) r仁J(10)・ 「

(渦巻状記号)J (11)などもある。なお、「仁」の墨書土器は北側の第3号竪穴住居祉から、渦巻状記号の墨書土器

は南側にある第8号竪穴住居祉から各々同様の資料が出土しており、関係が注目される。

(時期) 9世紀第2四半期頃(甲斐型土器編年第四期)の所産が考えられる。

(補足) r千」墨書の杯形土器 (4)はほぼ完形に近い残存状況であるが、口縁端部の剥落など傷みが著しい点が特徴的であ

り、比較的長い使用期間や頻繁な使用が推測される。

第8号竪穴住居祉(遺構:Fig.13・PI.2 遺物 :Fig.37・PI.8/15・Tab.2) 

(位置) 調査区の中央部やや南寄り、 1 -9・1-8 Gridに位置する。

(重複) 他の遺構との重複関係はないが、北側に 7号竪穴住居祉、北西側

に土坑 (19号土坑ほか)が集中的に存在する。

(形状) 変則的な長方形(台形)の平面形を呈し、断面形状は箱形を呈す。

(規模) 長軸 3.3mX短軸 2.2~2.9m、床面までの深さ 0.55mを測る。

(床面) 貼床・硬化面は全く確認されていない。(壁溝) なし。

(柱穴) 確認されていない。

(施設) カマドは東壁壁面の中央部から南寄りに付設される。袖部は地山

を掘り残す構築方法が推測される程度のみ残存する。燃焼部は明
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瞭な掘り込みは確認されず、焼土化した地山層と焼土の堆積が認められる程度である。カマド内および、周辺には火

熱を受けた礁が散乱しており、磯を構築材に用いたカマドであったことも推測される。

(遺物) 出土点数は 190点である。このうち土師器が 189点(杯 104点・皿 10点・蓋2点・褒73点)、須恵器 l点である。

このうち、図示できた遺物は4点である。カマド内部および、その周辺からは護形土器がまとまって出土しており、本

住居祉で使用されていたものと考えられる。また、第7号竪穴住居祉に類似例のある墨書土器r(渦巻状記号)J ( 1 ) 

もある。

(時期) 9世紀第2四半期頃(甲斐型土器編年第四期)の所産が考えられる。

第9号竪穴住居社

(遺構:Fig.14-15・PI.2 遺物 :Fig.3B・PI.B/15・Tab.2-3)

(位置) 調査区の北西側、 B-6・B-5 Gridに位置する。

(重複) 第 10号竪穴住居牡と重複し、関係は(I日)10号→9号(新)である。

やや離れた北西側に第 12号竪穴住居祉がある。

(形状) 長方形の平面形を呈し、断面形状は箱形を呈す。

(規模) 長軸4.5mX短軸3.7m、確認面から床面までの深さ 0.15mを測る。

(床面) 貼床なし。(壁溝) なし。(柱穴) 確認されていない。

(施設) カマド 1は東壁壁面の中央部から東寄りに付設される。両袖部は扇平

な磯を立て並べており、燃焼部内面側は火熱を受けたように赤化している。ただし、周辺には黄白色粘質士も存在

しており、磯+粘質土により構築されたカマドの可能性が高い。また、奥壁部の焼士化も著しい。カマド 2は平行

に扇平な磯を立て並べた内側に若干の掘り込みおよび焼土が堆積することから「カマド」と捉えたが、カマドとし

てよいかどうかも不明確な施設である。

(遺物) 出土点数は527点である。このうち土師器が524点(杯242点・皿20点・蓋3点・褒235点・不明24点)、須恵器

3点である。このうち、図示できた遺物は 17点である。墨書土器が多いが、特に注目されるのは「玉井」の墨書が

ある皿 (11)である。「玉井Jは古代甲斐国の郷名の一つである「山梨東郡玉井郷Jを表すものと考えられ、貴重な

出土事例となった。また、水滴に使われる事例の多い小形の平瓶 (4)も出土しており、この竪穴住居祉の異質な

性格を示唆している。ただし、硯(転用硯含む)の出土はない。

(時期) 9世紀第3四半期頃(甲斐型土器編年第医期)の所産が考えられる。

(補足) 1) r玉井Jの墨書土器は他に 2例が確認されている。 Iつは本遺跡の北方500mにある大原遺跡の出土事例 (r山

梨(郡)玉井郷長…J)であり、内容からも大原遺跡周辺が玉井郷に属していた可能性は高いものと考えられてい

る。しかし、もう l例は東方 1，200mと比較的離れた松原遺跡からの出土事例(f玉井J)であり、本遺跡の事

例も含めて、墨書土器の少数出土のみでその遺跡の所属郷名を比定をすることに慎重にならざるを得ない。あ

る郷から別の郷へ運ばれた土器(墨書)もあったことが推測されるからである。

2 )カマド 2はカマド 1を付設する 9号竪穴住居牡より新しい遺構

の施設として捉えるのが相応しいかもしれない。しかし、調査

時にはカマド 2に伴うプランは確認できなかったため、同一遺

構内の施設として報告するものである。

第 10号竪穴住居祉

{遺構 :Fig.14 -15・PI.3 遺物 :Fig.39・PI.Bパ5・Tab.3)

(位置) 北西側、 A-6 . B -6 Gridに位置する。

(重複) 第9号竪穴住居祉と重複し、関係は(I日)10号→9号(新)である。

やや離れた北西側に第 12号竪穴住居祉がある。

(形状) 長方形の平面形を呈し、断面形状は箱形を呈す。

(規模) 長軸4.2mX短軸3.6mを測る。床面までの深さ O.6mを測る。
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(床面) 貼床・硬化面は確認されていない。(壁溝) なし。(柱穴) 確認されていない。

(施設) カマドは北壁の東寄り、コーナー付近に付設される。袖部は地山を掘り残す方法で構築されている。燃焼部内には

火熱を受けた磯が堆積しているが、小磯が多く構築材であったかどうか不明である。残存状況が不良であり、煙道

部・天井部の状況は全く不明である。

(遺物) 出土点数は49点、全て土師器で内訳は坪20点・皿6点・護9点・蓋4点・不明 10点である。このうち、図示でき

た遺物は3点である。小片が多く時期も不明瞭である。

(時期) 9 世紀第 2~3 四半期(甲斐型土器編年第VIII~医期)の所産が考えられる。

第 11号竪穴住居社(遺構:Fig.16・PI.3 遺物 :Fig.39・PI.8/15・Tab.3) 

(位置) 調査区の中央部西寄り、 G一7. Hー 7・G-6・H-6 Gridに

位置する。

(重複) 他の遺構との重複関係はないが、東側に土坑(16号土坑他)が集中

して存在する。

(形状) 長方形の平面形を呈し、断面形状は箱形を呈す。

(規模) 長軸4.0mX短軸3.5m、床面までの深さ 0.35mを測る。

(床面) 貼床・硬化面は全く確認されていない。

(壁溝) なし。(柱穴) 確認されていない。

(施設) カマドは東壁の中央部から南寄りに付設される。袖部構造は不明で

あるが、右袖側にあり住居内へ張り出して存在する大磯の側面を袖

部に利用していたことのみ確認された。また、燃焼部底面から煙道部に焼土の堆積が認められている。

(遺物) 出土点数は95点である。このうち土師器が86点(杯50点・褒7点・不明29点)、須恵器9点である。このうち、

図示できた遺物は4点である。

(時期) 9世紀第2四半期(甲斐型土器編年四期)の所産が考えられる。

第 12号竪穴住居栓(遺構 :Fig.17・PI.3 遺物 :Fig.39・PI.8/9・Tab.3)

(位置) 調査区の北東端、 -l-5・A-5・-l -4 Gridに位置する。

(重複) 他の遺構との重複関係はないが、南東側に第9・10号竪穴住居祉が

ある。

(形状) 長方形の平面形を呈し、断面形状は箱形を呈す。

(規模) 長軸3.5mX短軸3.1m、床面までの深さ O.lmを測る。

(床面) 貼床・硬化面は全く確認されていない。

(壁溝) なし。(柱穴) 確認されていない。

(施設) カマドは東壁壁面の中央部から南寄りに付設される。全体的な構造は全く不明であり、燃焼部の痕跡らしき壁際

の僅かな掘り込みと焼土の堆積が確認されたに過ぎない。

(遺物) 出土点数は31点、全て土師器で内訳は杯 19点 .llll2点・蓋1点・褒1点・不明8点)である。このうち、図示で

きた遺物は4点である。遺物はカマド正面から住居南東コーナー部に集中して分布している。

(時期) 9 世紀第 2~3 四半期頃(甲斐型土器編年第四~区期)の所産が考えられる。

第 13号竪穴住居社

{遺構:Fig.18-20・PI.3 遺物 :Fig.39-40・PI.9/15・Tab.3) 

(位置) 調査区の東部、 1 -15. ] -15・1-14・]-14Gridに位置する。

(重複) 第 14号竪穴住居祉と重複し、関係は(旧)14号→ 13号(新)である。

(形状) 長方形の平商形を呈し、断面形状は箱形を呈す。(規模)長軸4.4mX短軸4.2m、床面までの深さ 0.6mを測る。
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(床面) 貼床は確認されていない。硬化面はカマド前面から東側にかけて

やや硬化する面がある。

(壁溝) なし。(柱穴) 確認されていない。

(施設) カマドは北壁の中央部から東寄りに付設される。袖部は黄褐色の

粘質土を用いて構築されている。カマド内や周辺に散在する扇平

な磯も一部に火熱を受けていることから、袖部から天井部にかけ

て磯+粘質土で構築されたカマドであったことが推測される。ま

た、煙道部は燃焼部奥壁から段差を経て住居外方へ延びており、

その側面も磯により構築されている。また、煙道部内に扇平な礁

が落ち込むことから、煙道部の天井部分にも磯を用いていた可能

性がある。

(造物) 出土点数は1837点である。このうち土師器が1826点(杯1150点・高台付杯5点・皿50点・蓋7点・護526点・不

明88点)、須恵器が10点、鉄製品が1点である。このうち、図示できた遺物は25点である。多量に出土した遺物

は住居内に全体的に分布しているが、特にカマド前面と住居北東部コーナー周辺の遺物分布が著しかった。遺物中

には墨書土器が多く見られるが、特に「王子」の墨書が杯 (1)および皿 (8)の2点出土している点が注目される。

他にも「金J(10)・「関?J (11)などの墨書土器も出土遺物している。また、(15)の土師器は類似例が乏しく、器

種が明確ではない。あるいは小形の壷形土器の底部であるかも知れない。

(時期) 9世紀第3四半期頃(甲斐型土器編年第区期)の所産が考えられる。

(補足) r玉子」の墨書土器(1・8)については、第9号竪穴住居祉で出土している「玉井」の土器との関連性が注目され

る。仮に「子」という文字の意味に「従属的なもの」を選択したならば、「玉子」を「玉井郷の一員」的な意味に受

け取ることも可能ではないだろうか。

第 14号竪穴住居祉

(遺構:Fig.19-20・PI.3 遺物 :Fig.41-42・PI.9/10/15'Tab. 4) 

(位置) 調査区の東部、 1 -15・J-15・J-14Gridに位置する。

(重複) 第13号竪穴住居祉と重複し、関係は(旧)14号→13号(新)である。

やや離れた北西側に第12号竪穴住居祉がある。

(形状) 平面形は長方形を呈す。断面形状は箱形を呈す。

(規模) 長軸4.5mX短軸4.3m、床面までの深さO.4mを測る。

(床面) 貼床・硬化面はない。(壁溝)なし。

(柱穴) 確認されていない。

(施設) カマドは北壁の中央部からやや東寄りに付設される。全体的な構造

は不明であるが、袖部は黄褐色土を用いて構築されることが、僅か

に残る右袖部から確認されている。周辺に礁は存在しないが、元からなかったかどうかは不明である。また、道部

は燃焼部奥壁からなだらかに立ち上がり、住居外へ細く延びるタイプである。

一部に火熱を受けていることから、袖部から天井部にかけて磯+粘質土で構築されたカマドであったことが推測さ

れる。また、煙道部は燃焼部奥壁から段差を経て住居外方へ延びており、その側面も磯により構築されている。ま

た、煙道部内に扇平な磯が落ち込むことから、煙道部の天井部分にも磯を用いていた可能性がある。

(遺物) 出土点数は789点である。このうち土師器が789点(坪364点・皿15点・蓋2点・褒350点・小形費9点・不明47

点)、須恵器が1点、鉄製品が1点である。このうち、図示できた遺物は20点である。出土した遺物は住居内に全

体的に分布するが、第13号竪穴住居牡との帰属関係が困難だったものも一部ある。遺物中、特に住居北東端部から

「有」の墨書がある杯(1・ 6・7)が集中的に出土した点が注目される。

{時期) 9 世紀第 2~3 四半期頃(甲斐型土器編年第四~医期)の所産が考えられる。
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第 15号竪穴住居栓(遺構 :Fig.21・PI.4 遺物 :Fig.42-43・PI.1Qパ5・Tab.4)

(位置) 調査区の東部端、 L-18 • M -18Gridに位置する。

(重複) 他の遺構との重複関係はなく、単独で存在する。

(形状) 損なわれた部分が多く不明瞭だが、平面形はおそらく長方形を

呈す。断面形状は箱形を呈す。

(規模) 長軸2.7m以上×短軸2.5m、床面までの深さ O.4mを測る。

(床面) 貼床・硬化聞は確認されていない。(壁溝) なし。

(柱穴) 確認されていない。

(施設) カマドは東壁壁面に付設される。袖部と天井部に磯を芯材に用

いて構築されており、崩落した磯がカマド周辺に存在する。燃

焼部は浅く掘り込まれ、焼土が堆積する。煙道部は砂磯層によ

り損なわれ構造は不明である。

(遺物) 出土点数は170点で、土師器が169点(杯118点・高台付杯I点・皿2点・蓋1点・鉢 l点・褒37点・不明8点)、

須恵器が l点である。このうち、図示できた遺物は5点である。特に「工」の墨書がある杯が2点 (3・4)出土

した点が注目される。なお、遺物は北側の砂磯層中にも分布しており、 l帰属が不明であったがここでは第15号竪穴

住居祉出土として扱った。

(時期) 9 世紀第 2~3 四半期頃(甲斐型土器編年第四~1X期)の所産時期が考えられる。

(補足) 住居祉北側部分および、東側部分は洪水災害等に起因する砂磯層により削り取られていることが土層観察により確

認された。その状況等については第3号竪穴住居祉の項に記したとおりである。

(2)土坑

狐原遺跡で検出された土坑は25基であり、いずれも平安時代あるいはそれ以前のものである可能性が高い。しかし、遺構

の性格が明瞭なものはなく、ここでは位置および形状・規模についてのみ記述する。

第 1号土坑 (遺構 :Fig.22・PI.4) ('位置3 1 -11Grid (形状・規模)円形、長軸0.6mX短軸O.5m

第2号土坑 {遺構 :Fig.22・PI.4) (位置) J -llGrid (形状・規模)不整円形、長軸1.0mX短軸0.4 ~0.55m

第3号土坑 (遺構 :Fig.22・PI.4) (位置) J -10Grid (形状・規模)円形、直径0.6m

第4号土坑 (遺構 :Fig.22・PI.4) (位置) 1 -llGrid (形状・規模)不整円形、長軸0.8mX短軸0.7m

第5号土坑 (遺構 :Fig.22・PI.4) (位置) I -11Grid (形状・規模)不整円形、長軸0.9mX短軸0.7m

第6号土筑 (遺構 :Fig.24・PI.4) (位置) K -12Grid (形状・規模)不整円形、長軸0.6mX短軸0.5m

第 7号土坑 {遺構:Fig.24・PI.4) (位置) K -12Grid (形状・規模)不整円形、長軸0.65mX短軸0.5m

第8号土坑 {遺構:Fig.24・PI.4) (位置) L -12Grid (形状・規模)円形、長軸0.8mX短軸0.6m

第9号土坑 (遺構 :Fig.22) (位置) J -llGrid (形状・規模)円形、直径0.65m

第 10号土坑(遺構:Fig.22) {位置) I.J-11・12Grid(形状・規模)楕円形、長軸1.2mX短軸l.1m

第 11号土坑〈遺構 :Fig.24・PI.4) (位置) J -6 Grid (形状・規模)楕円形、長軸0.75mX短軸0.45m

第 12号土坑{遺構 :Fig.23・PI.4) (位置) H-8 Grid (形状・規模)円形、直径0.65m

第 13号土坑{遺構 :Fig.23 . PI.4) (位置) H-8Grid (形状・規模)不整円形、長軸1.1mX短軸0.85m 

第 14号土坑{遺構 :Fig.23・PI.4) (位置) H-8 Grid (形状・規模)不整形、長軸0.6mX短軸O.4m

第 15号土筑(遺構 :Fig.23・PI.4) (位置) H-8 Grid (形状・規模)不整円形、長軸1.25X短軸l.1m

第 16号土坑{遺構 :Fig.23・PI.4) (位置) G.H-8・G.H -7 Grid(形状・規模)円形、直径0.65m

第 17号土坑(遺構 :Fig.22・PI.4) (位置) I -llGrid (形状・規模)円形、直径0.9m

第 18号土坑(遺構 :Fig.22・PI.4) (位置) I -10・I-llGrid (形状・規模)楕円形、長軸0.95mX短軸0.654
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第 19号I.t志f選緩:Fig.23・PI.4) (位置) H-9 Grid (形状・規模)円形、直径O.4m

第20号土紘 f道徳:丹ig.24・PI.4) (位置') D.E-6・D.E-5 Grid (形状・規模)円形、直径O.55m

第21号土坑(遺徳 :Fig.23・PI.4) (位置) H-9 Grid (形状・規模) 円形、直径O.3m

第22号土坑(遺構:Fig.23 • PI.4) (位置) H-9 Grid (形状・規模) 円形、直径O.3m

第23号土坑 f道信:Fig.25) (位置') F -5 Grid (形状・規模)楕円形(隅丸方形?)、長軸O.8mX短軸O.7m

第24号土坑 f選後:丹'9.25) (位置) F -5 Grid (形状・規模)不整形、長軸O.5m以上×短軸O.4m

第25号土坑{遺構:Fig.25・PI.5)(位置) F -5 Grid (形状・規模) 円形、直径O.8m

(3)墓壊

第 1号墓犠(遺構 :Fig.25・PI.5)

(位置) 調査区の西側、 F-5 Gridに位置し、他の住居祉群などから孤立して存在する。

(重複) 東側の第2号墓壌および‘西側の第23号土坑と重複し、近接する第24・25号土坑も一群的に存在する。それらも含

めた切り合い関係は(旧)第24号土坑・第23号土坑→第23号土坑・第2号墓墳→第l号墓壌(新)である。

(形状) 掘り込みの平面形は隅丸方形を呈し、断面形状は箱形を呈す。掘り込み内には配石(磯を底から側面の順に配り置

く方法)により、石室状の空間を作り出している。この空間も掘り込みと同様の形状である。

(規模) 掘り込みは長軸1.52mX短軸1.0m、底面までの深さ O.35mを測る。また、配石内は長軸約O.9mX短軸約O.6m、

底面(床面の磯上面)までの深さ O.3mを測る。

(人骨) 人骨がl体出土している。出土したのは頭部・顎部(歯含む)・脚部のみであり、いずれも残存状況の不良な断片資

料である。ただし、それらの墓墳内における分布状況からある程度の埋葬形態が把握できた。人骨は墓墳の長軸方

向に沿って、頭部を北東側に置き埋葬されたことが推測される。また、頭部骨・顎部骨の方向から、その姿勢は西

向きに横臥する形態であり、脚部骨が主軸方向に対して斜めになることから、膝を折り曲げた姿勢であることも推

測される。まとめるならば、「横臥屈葬」の形態とみることができよう。

(遺物) 墓壌内からは副葬品的な遺物の出土はない。ただし、覆土中に3片の土師器小片が混入しており、いずれも9世紀

第2"'3四半期頃(甲斐型土器編年第四"'IX期)の所産時期が求められる資料である。

(時期) 遺構の時期は出土遺物の年代あるいは層位から平安時代 (9世紀第2"'3四半期頃)と推測される。ただし、確実

な副葬品等からの年代観ではなく未確定ではある。

(補足) 1 )墓壌内の配石は底面に扇平な磯を敷き詰めた後、側面の擦を数段積み上げたことが確認されている。

2)配石のうち、主軸方向の北東端部は他の磯より群を抜いて大きい磯1点主体で構築されている。

3)頭部骨および顎骨がのるように検出された磯は他の配石構築用の磯とは性格的に異質である。おそらく「石Jと

して、遺体頭部を支えるために霞かれたものと推測される。

4)出土した人骨資料については茂原信生氏(京都大学霊長類研究所)に分析を委託し、玉稿を賜った。

付編2 I狐原遺跡出土の人骨Jを参照されたい。

第2号墓境{遺構 :Fig.25・PI.5)

(位置) 調査区の西側、 F-5 Gridに位置し、他の住居祉群などから孤立して存在する。

(重複) 西側の第1号墓壌および東側の第25号土坑と重複し、近接する第23・24号土坑も一群的に存在する。切り合い関

係は第 1号墓墳の項に記述したとおりである。

(形状) 平面形は楕円形を呈し、断面形状は皿形を呈す。

(規模) 長軸(南北)1.3mX短軸(東西)l.lm、底面までの深さ O.2mを測る。

(人骨) 人骨が 1体出土している。出土したのは頭部(歯含む)・脚部のみであり、いずれも残存状況の不良な断片資料であ

る。ただし、それらの墓壊内における分布状況からある程度の埋葬形態が把握できた。人骨は墓墳の長紬方向に沿っ

て、頭部を北東側に置き埋葬されたことが推測される。また、頭部骨と脚部骨の位置関係方向から姿勢は横臥(西

向きか?)する形態であり、同理由から膝を折り曲げた姿勢であることも推測される。第 1号墓墳同様に「横臥屈
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葬Jの形態とみることができよう。

(遺物) 墓壌内からは副葬品的な遺物の出土はなく、他の出土遺物も全くない。

(時期) 遺構の時期は切り合い関係のある第l号墓繍の年代より古い時期であることまでしか確認できない。ただし、遺構

の性格および埋葬形態の類似性から、それほど時間差のない時期(あるいは第l号墓墳の構築者が第2号墓墳の存

在を認識している程度の時間差)の所産であることが推測される。

(補足) 1 )出土した人骨資料については茂原信生氏(京都大学霊長類研究所)に分析を委託し、玉稿を賜った。

付編2 ["狐原遺跡出土の人骨」を参照されたい。

(4)溝

第 1号溝{遺構:Fig.26・PI.5 遺物 :Fig.43-44・PI.1O/15・Tab.4)

(位置) 調査区の南端、 O.P -15・N. 0 . P -14 . M . N -13 . L . M -12・L.Mー 11・L.M-10・K.L.M-9・

K. L-8 Gridに位置する。本遺跡における集落の南端部に横たわるかのような位置である。

(重複) 他の遺構との重複関係はないが、 0-14Grid内において0-14査と近接する。

(形状) 南東から北西方向へ向かつて蛇行しつつ、幅が広まる平面形状を呈す。断面形状は皿形で、南東から北西方向に向

かつて徐々に深くなる形状を呈す。

(遺物) 覆土内からは全体的にまばらに遺物が出土したが、唯一L-8 Grid周辺では礁の集中と併せて集中的に遺物が出土

した。 L-8 Gridで出土した遺物は土師器のみであり、杯・皿・愛・置カマドが見られた。特に置カマド形土器

(1・ 2・3)は磯集中の上からまとまって出土しており、一括して廃棄されたような状況が認められた。

(時期) 9世紀第2"'3四半期(甲斐型土器編年第四~医期)前後の時期が考えられる。

(補足) 1 )第l号溝が人工的な遺構であるか否かを明言することはできない。ただし、溝の底面近くまで遺物が分布して

いることなどから、本遺跡の竪穴住居群が集落として機能していた時期に「溝」として存在していたことは推

測できる。溝の性格については、集落端部に位置していることから集落区画・防災などの機能がが想起される

が、現状では不明とせざるを得ない。なお、第 1号潜に水の流れの痕跡は恒常的なもの、一時的なものとも認

められていない。

2)第1号潜の北西端部以降については、その末端が明瞭には捉えられなかった。おそらく、調査区南側から西側

に延びる砂磯層に切られる形で消滅しているものと考えられるが不明である。

(5)炭化物集中区

J-7炭化物集中(遺構:Fig.27・PI.5 遺物 :Fig.43 -44・PI.10・Tab.4)

(位置) 調査区の南西側、 J-7 Gridに位置する。

(重複) 他の遺構との重複関係はない。

(形状) 掘り込み等は認められないが、平面形が不整形の範囲に炭化物の濃密な堆積分布が認められ、その周辺に同一時期

と考えられる土師器等の遺物が分布していたものである。遺物と炭化物集中の関係は不明である。

(規模) 炭化物分布は長軸1.38mX短軸1.28m程度の範囲を測り、堆積層は最大で8cmを測る。

(遺物) 炭化物の堆積層およびその周辺からは皿(1)・杯 (2・3・4)・鉄製品(5・6)が出土した。特に鉄製の板状

製品はその形状が特異であり注目される。平面形は短冊状の薄い鉄板であるが、先端部(実測図上)は丸みを帯び

た山形に加工され、基部と考えられる部分(実浪'1図下)は両側からの挟りにより細く加工されている。その形状か

らは何かに差し込み用いたかのように推察されるが明らかではない。同様な形状・規模の鉄製品には神奈川県川崎

市細山坂東谷遺跡・栃木県小山市寺野東遺跡等に出土事例のある「墓誌状鉄製品Jがあるが、類似するのみで確定

的とは言えない状況である。なお、出土状況は基部を下にして、斜め方向に傾いた状態であり、下端部は炭化物層

より下位まで到達していた。

(時期) 出土遺物の時期は10世紀中葉~末(古代末期土器編年第l期)前後の時期が考えられるが、炭化物集中の時期もこ

れに等しいものと考えられる。
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(補足) 1)炭化物に混じり出土したのは皿(1)・鉄釘(5)である。また、骨片等は全く出土していない。

2)鉄製の板状製品 (6)については出土段階で「墓誌Jの可能性が想起された。そのため、鈴木稔氏(帝京大学

山梨文化財研究所)のご協力を頂き、 X線写真撮影を行なったが、象眼・線刻等は全く確認されなかった。な

お、遺物表面での墨書・墨痕等の観察も腐食等により不可能である。

(6)単独出土の壷

0-14壷{遺構 :Fig.28・PI.5 遺物 :Fig.45・PI.10・Tab.4)

(位置) 調査区の南西側、 0-14Gridに位置する。

(重複) 他の遺構との重複関係はないが、南側に第 1号潜が存在する。

(形状) 掘り込み等は全くなく、壷1点が口縁部を北側に横倒し割れた状態で出土したものである。単なる遺構外出土遺物

として報告することも可能だが、意図的に割られたと見られる痕跡が認められたため遺構として報告するものであ

る。出土状況からは横倒しに置いた状態の査の肩部に一撃を加え破砕したことが推測される。

(遺物) 灰紬陶器の壷(1)に残る破砕のための打撃点とそこから派生する割れの状況についてはFig.28下段に図示したと

おりであり、打撃点から放射状に割れていき、収束していく様子が観察される。

(時期) 出土遺物の時期は瀬戸美濃窯編年でいう黒笹第14号窯期 (K-14: 9 世紀前半~)の所産時期が考えられる。

(補足) 遺物に残る打撃点について「意図的」との解釈をしたが、埋没過程における自然発生的な結果と厳密に区別するこ

とはできない。よってあくまで推測の域を出ていない可能性も高い。また、仮に「意図的」であったとしてもその

意味を明らかにできるような伴出遺物や遺構等は皆無であり、不明とせざるを得ない。

第2節遺構外出土の遺物

狐原遺跡の発掘調査において発見された遺構外出土遺物は34，380点である。その所産時期は古墳時代後期から近代までに

およぶが、大半は平安時代に属するものである。ここでは各器種ごとにその概要を記載し、計測値・出土位置等の各種デー

タは章末の一覧表に譲る。なお、平安時代に属する各器種の調査区内におけるおおまかな分布状況はFig.57・58にあるとお

りであり、遺構群(竪穴住居祉ほか)と遺構外出土遺物分布域の関係を示している。また、墨書土器の分布状況については

その一部を第V章中の「狐原遺跡における墨書土器の平面分布図Jに示したとおりである。

(1)古墳時代 (Fig.45・PI.10・Tab.4)

土飯器・石製模造品{遺構外-1 .2 Fig.45・Tab.4・PI.10)

古墳時代後期の杯(1)と石製模造品 (2)の各1点が出土しているが遺構等は確認されておらず、周辺地域からの流入

と見るほかない。杯(1)は須恵器模倣係(体部と口縁部の境に稜線が明瞭に残り、体部が浅いタイプ)であり、 6世紀中

葉前後の所産時期が考えられる。

(2)平安時代〈遺構外3-245 Fig.45 -56・PI.10-18・Tab.4 -9) 

土締器(坪形土器)(遺構外3-36 Fig.45 -46・PI.1α11・Tab.4 -5) 

土師器の杯のうち墨書のないものを一括するが、部位的に墨書部分が損なわれているものもあると推測される。大半は甲

斐型土器編年第四-1X期 (9 世紀第 2~3 四半期頃)に属するが、一部には甲斐型土器編年第xn期 (10世紀第 2~3 四半

期頃)に属すると考えられる資料 (22・26他)や古代末期土器編年第 l期 (10世紀中葉~末)に属すると考えられる資料

(13・14・26他)も含まれる。

土師器〈坪形土器/墨書土器)(遺構外37-154 Fig.46-49・PI.11/16-18・Tab.5-7) 

土師器の杯のうち墨書のあるものを一括するが、墨痕がごく僅かに残る資料も取り上げたため器形・所産時期などが不明

なものが多い。また、同様に文字内容を把握できる資料も少なく、「工J(45)・「仁J(51)・「乙J(52)・「千J(66)・「午」

(83)・「百J(96)・「内J(113)・「山中J(134)・「好J(142)・r (午?) J (151)・r J (152)・r J (153)などが字形確認

できたのみである。また、墨書のある部位は大半が底部の外面であり、その他には体部の外面にあるものが僅かに存在する

のみである。
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墨書のある土師器の杯の時期は小片資料が多く明瞭ではないが、甲斐型土器編年第四"-'IX期頃(9世紀第2"-'3四半期)に

属するものが大半であると考えられる。ただし、甲斐型土器編年第XII期 (10世紀第2"-'3四半期)に属すると考えられる

土器底部に記号状の墨書がある資料 (146)も一部ある。なお、古代末期第 I期以降の所産と考えられる杯形土器に墨書があ

るものは、本遺跡では全く見られない。

土師器(杯形土器/線~l土器) (.遺構外 155""158 Fig.50・PI.11/18・Tab.7-8) 

土師器の杯のうち線刻のあるものを一括するが、文字か記号か判別できないものが多い。なお、焼成前の線刻とみられる

のは(156・157)、焼成後とみられるのは(155・158)であるが判別は困難であり、あくまで可能性としておく。

土師器(琢形土器/墨書+線刻土器)(.遺構外 159-160 Fig.50・PI.11/18・Tab.8)

土師器の杯のうち墨書と線刻が同一個体にあるものを一括する。特に (160)は墨書と線刻が重なっており、線刻の後に墨

書されたことが観察できる。ただし、焼成と線刻の前後関係は不明である。また、 (160)の墨書文字である「山中」は、文

字だけの資料 (134)と、線刻だけの資料 (157)があり、墨書と線刻の関係を暗示しており興味深い。なお、 (160)の所産

時期は甲斐型土器編年第四期 (9世紀第2四半期)頃であろうと考えられる。

土師器(高台付杯形土器)(.遺構外161 Fig.50・PI.11・Tab.8)

土師器の杯のうち高台のあるものを一括する。(162)の高台は削りにより作り出されているが、底部外面と高台下端はほ

ぼ水平である。また、体部内面には放射状暗文が施される。

土師器(高台付坪形土器)(.遺構外164 Fig.50・PI.18・Tab.8)

土師器の高台付杯のうち墨書あるものを一括する。 (164)は底部外面(高台内)に墨書がある。

土錨器〈高台付鉢形土器)(.遺構外162/163 Fig.50・PI.11・Tab.8)

土師器の鉢のうち高台のあるものを一括する。高台は削りにより作り出されているが、底部外面と高台下端はほぼ水平で

ある。 (162・163) とも内面が黒色処理され、 (162)は内面に菊花状の暗文が施される。

土節器{鉢形土器)(.遺構外205Fi:回.53・PI.12・Tab.8)

土師器の鉢のうち高台のないものを一括する。 (205)は内面が黒色処理される。なお、底部外面の端部に極めて弱い条線

が巡るが、これを「台J(あるいは高台を意識したもの)とみるならば、高台付鉢に一括されるものである。

土飯器(血形土器)(.遺構外165-180 Fig.50 -51. PI.12・Tab.8)

土師器の皿のうち墨書のないものを一括する。大半は甲斐型土器編年第四~医期頃 (9世紀第2"-'3四半期)に属するが、

一部には古代末期土器編年第1期 (10世紀中葉~末)に属すると考えられる資料 (165・175・177"-'179他)も含まれる。な

お、古代末期に属すると考えられるこれらの資料はいずれが体部外面・底部外面とも削り調整がない特徴がある。

土師器(皿形土器/墨書土器)(.遺錆外 181-198 Fig.51-52 • PI.12/18 . Tab. 8) 

土師器の皿のうち墨書のあるものを一括するが、墨痕がごく僅かに残る資料も取り上げたため器形・所産時期などが不明

なものが多い。また、同様に文字内容を把握できる資料も少なく、「商J(185)・「夷J(187)・「今J(194)などが字形確認で

きたのみである。また、墨書のある部位は底部の外面が多く、その他には体部の外面にあるものが存在する。なお、これら

の墨書のうちでも「夷J(187)は関東近県でも極めて稀な出土事例である。

墨書のある土師器の皿形土器の時期は小片資料が多く明瞭ではないが、甲斐型土器編年第四~医期頃 (9世紀第2"-'3四

半期)に属するものが大半であると考えられる。なお、古代末期第I期以降の所産と考えられる皿形土器に墨書があるもの

は、本遺跡では全く見られない。

土飯器{血形土器/線量破土器)(.遺構外199-201 Fig.52・PI.18・Tab.8)

土師器の杯のうち線刻のあるものを一括するが、文字か記号か判別できないものが多い。なお、焼成前の線刻とみられる

のは (200・201)、焼成後とみられるのは (199)である。

土師器{蓋形土器)(.遺構外 199-201 Fig.53・PI.12.Tab. 8) 

土師器の蓋を一括する。摘みの付く (203)は甲斐型土器編年第四~区期頃 (9世紀第2"-'3四半期)に、摘みの付かない

(202)は甲斐型土器編年第XI期頃 (9世紀末)頃の所産時期が考えられる。

土師器{蓋形土器/墨書土器)(.遺構外204 Fig.53. PI.18・Tab.8)
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土師器の蓋のうち墨書のあるものを一括する。 (204)は体部内面の口縁端部に近い部分に墨書が認められる。なお、蓋に

墨書があるのは本遺跡ではこの他に第6号竪穴住居祉に 1点あるのみである。

土師器〈護形土器)(遺構外206-212 Fig.53 . PI.12・Tab.8-9)

土師器の蜜を一括する。口縁部あるいは底部の破片資料のみである。甲斐型土器編年第四~区期頃 (9世紀第2""3四半

期)に属するものと考えられる。

土師器{置カマド形土器)(遺構外214-215 Fig.54・PI.12・Tab.9)

土師器の置カマドを一括し、 2点とも置カマド焚口部の鍔部破片資料である。破片資料のため詳細な時期は不明であるが、

甲斐型土器の費系統と同ーの特徴(外面縦方向の刷毛調整・内面横方向の刷毛調整・胎土他)が認められる。よって、少な

くとも平安時代の所産であることは間違いないが。

灰猶陶器{遺構外216-217 Fig.54 • PI.12・Tab.9)

灰紬陶器を一括する。 (217)は碗であり、内外面ともに灰白色の灰紬が施される。外反する口縁部や角張る高台部の形態

あるいは施紬方法などから、瀬戸美濃窯編年でいう黒笹第14号窯段階 (K-14: 9世紀前半"")の所産時期が考えられる。

(217)は壷形土器であり、底部~体部下半のみの資料である。高台部の形態から黒笹14号窯段階 (K-14: 9世紀前半"")

の所産時期が考えられる。

須恵器{遺構外218-242 Fig.54 -55・PI.12113・Tab.9) 

須恵器を一括する。 (224)(225)は突帯付四耳壷の突帯部破片である。両者とも突帯部は断面三角形であり、 (225)には

耳部 (D字状断面)も僅かに残存する。 (226)"" (242)は器種不明ではあるが、突帯付四耳壷の破片である (225)と同一

地点から出土しており同一個体である可能性が高い。これらの破片は外面には平行叩き目、内面には当て具痕跡(一部は同

心円状)が残存する。

須恵器(墨書土器)(遺構外243 Fig.56・PI.18・Tab.9) 

須恵器のうち墨書のあるものを一括する。本遺跡では墨書のある須恵器は杯形土器 (243)1点のみであり、文字内容は判

別できない。無高台、底部糸切り後無調整のタイプであるが、所産時期は不明である。

土製品{遺構外244-245 Fig.56・PI.13・Tab.9)

土製品を一括する。 (244)は手担ねにより成形された握拳大で三角形状の粘土塊であり、焼成もなされている。用途等は

全く不明であり類例も見ない。 (245)は小円盤状の土製品であり、形状からは土錘としての用途が推測される。

鉄製品(遺構外246-264 Fig.56・PI.13114・Tab.9-10)

鉄製品を一括する。用途不明なものも多いが、小規模な刃先的なもの (247・251)、釘 (250・259・260・261)、万子 (253・

254・256・262・263)、火打金 (255)などがある。

(3) その他(遺構外265~270 Fig.56・PI.14・Tab.10)

平安時代以外の遺物は6点のみ図示した。 (265)は土師質土器であり、時期は中世以降と推測される。 (206)は鉄製品で

あり、腐食が著しいがおそらく 2点以上が付着した鉄銭(寛永通宝か?)と考えられる。 (267)(268)は銅製の煙管の吸口

部であり、時期はいずれも江戸時代末期以降である。 (269・270)は近代以降に流通した銭貨であり、いずれも銅銭である。

;務糠湖北農禁事長海認識構徐拡表的

口遺構内.温情舛

その他{不明官む)

鉄絹(鉄}

灰馳陶錨

遺物出土量の肉訳
須恵偶

土師盤{量放軍} -・・・・・・・・・・・・・・・・・・・E重量冨璽姻・ 合計57，498g
主節器{供膳轟)

。 20000 30000 40000 50000 60000 

Tab.11 狐原遺跡出土の遺物量

19 

70000 

川"j合計81，737g
90000 80000 



明
川
宮
町
当
油
耐
墨
跡
事
国

tv 
Cコ



ー
A 
-ーー司 . 

B 
~. 

ムrト 13

1呈竪穴住居i止

A -. 

_!_ • (¥ 

)( 

D・9

_!_. ¥¥ 

i ・¥(

民

._[ 

I -12 

々
.iI.  

1呈竪穴住居並 々 I-13 

遺物分布

。111-I 

1呈竪穴住居祉覆土

118鳳色主 銚土ー使他坦を少・:1<.0.湿栂確極土.
2周鳳褐色主鍛土ー炭化拐を少・2み‘遺砲も包.0.

3層 褐色主 2層E額似.銚主・様化物庁"5<::少毛主い.
418 III褐色主慢を多・<:::1<.0.
5圃茶得色土援を多量巴:1<.0.

床面自よ土I:!I1、遺物腕土・炭化物ガ留とんど:1<，まm<ぃ.
6層民色@沼@畳居.遺物・鏡主・炭化物を全く含ま1Cf1，.¥o

.~ 
318.8m 

2号竪穴住居祉~

Tlib‘ 

. 
ーl2・

Qム
0-8 

ムγ

E' ¥ ¥・-

1 ¥ .2; 

(( . _L 

-L 

-日・

E・
附l¥

F -. 

317.4m 

2吾竪穴住居位置土
1層黒色土 後土・様化担を少・含.0.遭信電信起工.

2層窮正色主俄土・炭化割を少.倉.0.小領を少・:1<.0.
3層黒色土 遺物・銚土機化勿を多・C:~cDo 床面置よ主である.

4趨貧栂色士@貫主.地山H層と間貿であり、住居留置の崩沼土居であろう.

511 県民色コヒ 2・まと4層土111l!犯し"'1'>>貿士。

。
第 1号・第2号霊穴住居tJl:

21 

ー
ムぐ

.~二
317.4附

日.

-一
317.4m 

E 
. ー3ー1ーー7.4m

万円

F' 
・-
317.4m 

2m 



信

n
H
U
U
H川
H
H

2呈竪穴住居並遺物分布

一心
2

も

o 

。

訴す

国
・
》ー
-

J

①時
ヲ 咽伊 ず拍叶@

)( D-9 

p 

a 
2(1-7 

2m 
J 

司-
"霊-，

~グ

(念館叶
a・
〉l

・ zS 2呈竪穴住居tJ1: 力マド

U 

てずに

ロ

h
h
V昨

2号竪穴住居祉力マド覆土
AI!J鳳褐色主院主・炭化朝を少量倉<ll.

2号E穴盤層拡覆主1層と煩似。
B層鳳得.f!j主鏡土・炭化物を多量巳含む.
CI!J貫8色主給貸主.1Jマド栂祭主@一世であろう.

火照受貯1:.形陣あり.
D層茶褐色土遺鈎・銭主.!定{回勿を多量cacn.
E趨茶褐色主銭土を包めて多.尽きむ.
F層線褐色土焼土層.
G層黒褐色土 S完全・炭化物を多〈吉<ll.盟系週初を多〈怠<ll.
H麿風色土 焼主炭化包を多〈含<llt1‘週物国少恕CI.

〉

竃.B' 

ーーーーー・

竃.B 

・-剖 704m

。 1m 

Fig.7 第2号室穴住居tJJ:

22 



3呈竪穴住居並 -d?銅

ぶ
'マ力雄居住究室

9
u
 

土.

-
L| 
竃・B'

・ー
317.4rn ⑨ 

竃-B

-・

E 
・ーーーー

。

3呈霊穴住居祉力マド置主
A庖皿~色主@盟主.盟主・ 8鍵f国砲をほとんど8，ま館、、.
BIII血褐色主揖主'1I!l国語民白色桔貧土を少・1!lill.
C層調幅a主ぺ-::tIelB圏主E同じ.1健Itl!at11'!5C多.C1!l，lnる.
0圏徳田色主盟主層.
E居眠E色主盟主を多量C1!lill・質主.
FIII県民色主蝿主..出砲を8i1lIiJ固ま.

GIII凪栂色主 FIIIC盟側首るガ、調白色指貫主を少量1!lill.

-~ド
B -・ B' A 

・一→
剖7.4m

3呈竪穴住居祉置主
1園田色主 蝿主・雌品岨を少量含但.廼II1I1I盟主.

川m耐間imirllrll111刊|
τ= 奇声 マu 伊ーマ

3僅ー泊

優
!
?

X C-9 

て三ご匡言F

¥一己グ

①措ー・
額
&

て亙二7

，・
.• . ・・"

，
 
.

.

 

--a n--
• 

てミヨ三三?

ヴ拍-，

ミ乙7
。 ~m ') ¥¥iW 3号竪穴儲祉遺物姉

円Ig.8 第3号霊穴住居祉

23 



4号竪穴住居祉担マド 盟主 A C:コ5ilr士叶+-E空白L チ、ァゥJ.._"
A・mt!l主 砂iII:t.龍之を少臨む.幽噛蝿とんどSま也、 4-'5王室)U::J.ニ113必L ノJ Y (" 
B層鳳稽色主俄主様化舗を少.含i!l.瞬土プロッヲを多."含i!l.
CIO黒色土 AIO"II似するが‘輔自.11少晶、続主・剛-も少お比
D園緑色土 CIIIとほぼ悶貿信'11、銃土@・M多い. n 
E層探E色主鍍之・炭化物を多値E含白砂民主.色調隠灰色E近L、.
FIII i民側E色主銚主化し怠硬化画の土.

D-Jて 4呈竪穴住居祉

白j 也l

B' 
ーーー-市 . 

B 
・ーーーー

E 
'ーーー・ ⑧ 竃-A

_o  
竃-A- 竃-B 
・ーーーー 一一ー.

h 
- ーーーーー

A 
-ーーーー ・

.，t'tt
'
 

u
 

-ffi1nmmm刊Inmmnmr岬
B 

E -・ E 
0--
311.Sm 

⑨ 

凸

竃-B-

1m 

c' 

D 
-・

317.5m 

D' 
・ー一一一
317.5m 

慌市可市而[i市111
4吾竪穴住居祉覆土
1掴限色土 焼土.111他物を;::<少量含む.遇制E健邸主.
2層無灰色土やや&111.般土・様化初を少.含む.
3園田色主 椴土・様化却を多量包含i!l.週111m文学隠:5111<:倉まれる.

。 2m 

、、~ "グ

。
4健-，

24 

¥て二字三ヲグ
.信-，

a・a-，

七i7
φ 
@ 

〉て ろが に』デ
D四 9

￥占ク

壁一 ~ . . 
¥ トi三d

4佳-，

思 F、?、
⑨ 
需事世-，

4号竪穴住居祉遺物分布
Fig.9 第4号竪穴住居祉

2m 



E --・

-¥-
⑨ 

一1: 回.

z~ 
-..:>¥ ;11辺 5呈竪穴住居並力マド礼

国.

日'
ー戸ー戸ー・

日
・一ー一 竃-B' 

」γH-l0

B' 
・-

E 
. ーーーー

竃-B 恒| 竃-B'. --
318.4m 

: A ， 5量豊穴住居祉泊マド極主
A眉暗暗色主揖主を少昼含iIl.

使{tUJ隠ほとんど富ま紘い.

8圃栂色土 焼まを少量$iIl.銚士プロック・

瞳l!:多量"$iIl.

CIII _色主銚主'llI!{t!闘を多量r:sD.
温舗も含iIl.

5呈竪穴住居祉 ""1叫

民ピ
・ーーーーーーーー ・
318.4m 

。 1m E 
.一ー引a4m

B 

-・
D' 
-ー・園田 . 

日
・-ーーー
引a4m

即
断
(
玖

5量聾穴住居位置土
S圃篇褐色主慎主・炭化担を思とんど富ま忽，'-週綱鵬盟畢主.

2層線信色主民主・8量化掴をZ<少量書iIl.
3圃軍需邑主 2111"圏直ι I!~し、韓主'llI!{国協B量11少敏、、週包@夫王手ほ事国"3，まれる.
4圃慣色主 @盟主.1寵主・8電信組を少量窟iIl.床面直よ庖忽115置鈎隠gとんど含ま忽，'-
5園田褐色土@盟主.治山眉と聾似し‘鐘@厳軍主11!!f，<曾Eまれると脅えられる.簡を多量E倉iIl.

E 
-ー-. 

噛半ョデ ミヨ二三7
'巴-，・

。 2m 

5健一5
5号霊穴住居祉遺物分布

Fig.10 第5号竪穴住居祉

25 



6号竪穴住居並 6呈竪穴住居tJt 力マド ;1

④ . . 

⑧ 副~^

0-民-

G -1判。
)¥ t7l vv  rー一言、，、

.!ー. 
lf\_~主 定ヲWお !I . 

竃ー包 竃-8"

--0  司直
剖 8.0m。)J 

の
9 ():__/) ~ 1111111111111111111111111 

竃"A 竃"A"

-・ -ーーーーー
引自S聞

国

-
a
E
B
B
-

A' 
・--

6呈盟穴住居位1:Jマド置土
A圃皿揖邑主醜主..，白書留をほとんど倉ま忽L、

B園周縄邑主.，国指・震白邑桔盟主をご〈少.宮:iD.
CII鳳絹色:t血主・醍4国語!:少量富01>.
D圃鳳皮色当ヒ留置L 融土を;:<少鐘801>.
E圃鼠篠芭土@置土.飽lIJJIIo磁・で圃を多<801>.
F圃筒a邑土臨主・腹I~租を金〈曾ま~、他山圃と隊員賞.

tJマド鎗I!IIOII蝿主か?。 1m 

.1 
318.Om 

。 2m 白書竪穴住居祉置土

1園田栂昌之副臨時少量富也.蝿主をご〈少量倉也.軍属施風:t.
下回1iIt:凪1JJIIO15・を畳11、惨倒を多〈宮01>.

8a-8 

⑧ 
dナ~

烹~ @偉ー旬

c 
-011-

.僅-，

k ニι?

曹ー

β

ミ17

・〆---------
ミ逮.. 

"主-2

G -11 

6号霊穴住居祉遺物分布
θ 。 2m 

"主ー・

Fig.11 第6号竪穴住居批

26 



H-9-t:， .. ロらi

B 'i) 
. 

ーーーー.

‘ 

z8 
c 
ーーーー . 

7呈竪穴住居祉 一一. 

A 十H・8ーーーー・

E 
-ーーー・

Jヤ

.. 

7佳-"

7号竪穴住居'jJ[力マド

⑨ 

¥ ¥ B 
-一ーー

J I 

c 
.ーーーー

A 
-一一『ー
318.211'1 

も~

..  ':，・_.- .. 

竃-8 

自-A

7豊霊穴住居祉1)マド覆土
A層集籍地主盟主・炭化担を摩とんど怠ま怠い.

8111際暗色主炭化租・質白色指貫工をご〈少量l'l4l.
C層鳳僑色主銭主・様化駒・賀白色結貧土を少.含4l.

竃-8-

竃-8' 

3日 2m

竃.A'

・ーーーーー318.211'1 

0・ Ul色主 @貫主.銭主-111他勿を少量含4l.C圏E国似電するが@成会'11多い.
E層鍵白色主総貸主状ぞおり、続土炭化相を金〈曾ま~、.魁山圏と信関貫.

力マド循留也-主1:Jヲ。 1m 

7吾霊穴住居祉橿主
1111 1lI.期比@質主.鏡主・倒閣をほとんど含ま怠山遺楊櫨mL
2圃照色主 醜主・様化相をgとんど含ま獄、、遺篇電盟主.1層t::1i!似写る11'i}成分，11少鉱L、.
3層貧裕色主@民主.抱山圃@修習で慣を多〈倉4111、検土・炭化81;少・ll!4l.
4庖貧褐色土@貫工.IIIO圃耳主ガ多〈曾まれる.匝主・炭他物aほとんど宮ま怒し、

。 2m 

ミ選望6
~ ① 

• T佳-，
冷去型P

べ⑧

予一「一可 い / ~...，・.下ぞく"，・へ〆・ |巳人~_， I ぺ勘T住ー担
T寵_.，哩

噛主J
T憧・時 / 」JL¥ご二??包z8 '-一一一同一一一-7

ミ連膨 ν ハ
わ包"

p、h 

r佳-，

7&.-10 

皇O'>- ミJI
tコb。 2m "ト@

H-8 、
Jγ 

τ量一色 7桂-8 7呈竪穴住居祉遺物分布
Fig.12 第 7呈'fl1e住居'iJt

27 



. 
~ 1111 
;1:;. 
ョ・-

8量密穴住居祉力マド盟主
A圃幅色土 俗盟主.鱗土・8健偽物・置物色全<8'ま忽''"
B圃褐色土 @貫主.銚主'!il白邑魁貫主をご〈少量曾'ill.
C園緑色土 焼主・陵地物・闘を少量8c.
DI!I扇褐色主織主7ロヲヲを多由E吉c.
E回暗褐色主結盟主双であり、幻マド11援土aト-BIIと寄えられる.

節分曲巴腕企化菅る.

F圃粛縄芭主俄主・田をご〈少1118c.
G圃縄@主 鋭主・様化物'1lI!を少畠禽c.c圃E盟似.

⑨ 

‘' 、
圏 全与

隔日

b 

t
I
I
I
-

me》

w々D 

也

bマド 1=8号霊穴住居祉

日
・ーーーー

. ~、If_ .. 争

自

@ 

⑧ 

B 

--・

日
ーー『ー . 

1m 。
8号竪穴住居並

A 

--・o' 
・ーーーー
剖8.3m

B 

--・

o' 
. ーーーー

引 "3m

2m 。

日

-・

-!s-
a盆_，

.. . 
.‘ 

⑨僅 -. 

• • • 
•. 

•• ・... ・
.. 

・

•. 
• 
・4
、・・

ar

・----
.. 
ap.--

s
'
H
・

‘
 

•• 

・・・・・・
.
 

... 

-・.・

・.

.

 
・・

. -
. . . . . . . . . . ・.

-、. . . . . 
⑧ 

.:::=3-

/ヤ 2m 。
第8呈竪穴住居祉

28 

Fig.13 
遺物分布8呈竪穴住居祉



9・10呈竪穴住居士1i I:T 

@ 
-I'''t 
hh'' 

9号室穴住居士'1t

I:T:. ムぐC-5
A _-・

316.9m 

111市而日-日-
'0号竪沢住居祉覆土
1層 m縄色主砂貿土.様化物をごく少・，..，.週甥健留ま.

~. 2層集褐色主銭主炭itfllをご〈少量含む.，・ 2層C也べ@成分fj少忽L、
・ーニ_ 3庖黒色主 銚主・炭t国砲を少・，..，.やや結怪@ある床面直上回.

4111貿信色主@貧土。鏡土・様化吻思思とんど宮ま'el:lvl1‘慢を少量倉.，.

10号室穴住居t11: 力マド
E
@
m
w戸
例

。
〈

a
圃
圃

竃-8

-・

〈

国
・li-
-

. ーーーー
316.9m 

民
.-ーーー引6.9m
。 1m 

B --. 

'0呈竪穴住居批力マド覆土
A層I!I循色土移置土.燐土を少・"".111化物をごく少・，..，.
8畠寅椙唖士銀ごk 炭化物iAl!Jを多."吉.，.

CIII 黒色土 砂貧土。鍛土炭他物・遺物をほとんどSま8い.

D庖寅褐色主砂賀工.壁画の倒懇主ヲ.日'

・一一ー316.9m 

11門而相同IIITIII'IIIIIITITIIIill同叩n? 

9呈竪穴住居祉力マド 1

⑧ 竃 C 竃ーc-

ー-・ 316.9m 

竃-0

9呈竪穴住居祉力マド1 覆土
A層民色主 @貫工.俄主・炭化物遺物を医とんど倉ま忽い.

8層倶僑色主砂貫主.銚主をごく少霞含む.

C層梶陣主 観玄関白色箱貫主プロヲクを多量:s"cll..tJマド1111罷主11?
0庖鼠褐色土@固ま."-r!し、鏡主週物を多."倉.，.

Ei! I!I褐色土鍛主様化物を多畳立さきむ。

2m 

9号室穴住居並力マド2

竃-E 
-ー一一一.

竃-E' 

・一一一引 6.9m

竃-F 竃-F' 

-ーーーー
316.9m 

. ーーーー

9呈竪穴住居祉力マド2 置土
A宿線1lI色土惨貫主.俊之を多・Z含".111化物をごく少量含.，.
8層賀褐色土腕主・炭化樹・週初を多."，..，.

Ci! I!I色主 @演主.1売主総itfll.週砲を忠とんどSま綜い.

。 1m 

Fig.14 第 9号・第10号竪穴住居並

29 



9・10呈竪穴住居祉遺物分布

宇「す

⑧時 セ三三玉二Y

明ー③昨

ミu

のー

烹麹圏F

ミ誕'fP.

観
ー
マ
ー
仇

1⑩ 
建三ヨ二三7

伊

~ 

匂
8偉ー"

。

て=--1-~ 

Wl0!!-3 

調ー⑨昨

命ー明
J も

/竺 l 、""-

2m 

Fig.15 第9号・第10曇竪穴住居雄

30 



封居柑謹

付
⑨

、布

τ

11号竪穴住居並 bマド

哲

三J'
ー↓

. 
E
@
'
h
z
 

'EF--

⑨ 

B 。 (1 ._!_ 

ムγ
。11 竃-B

ーーー・

H-6 

引 7.8m

. . 

竃-B_ 

- ・園開園圃

11呈竪穴住居祉t.Jマド置土
A眉廊帽邑主@盟主.鱗主・炭化担

1!:I'fとんど倉まtI1-、
国を，p・倉D.

8圃周揖色ま A置と額制ぜるか、やや

結俊11aる点で銅敏る.
C圏策提抱主盟主_Itf他晦雪量少.含"01>.

勉山置主!多量"8D.

A 
-ーーー-・

A- B 
.-一一・

E 
--・ C' D 

. -ーーー ーーーー・
引 1.8m

ムて

11吾竪穴住居祉 B:t
1留保暗色主@質主.瞳をZ<少盤>!!D.温調値圏之.
2層調置構a主@圃主.1圃と聞似電，る11、やや明るい色周で興継る.
3111 lI1i帽色主結健ε曙る:t.圏を少量E倉D.
4園田邑主 3圃と盟国曾る耳、地山由主・圃を多量E富"Ð~壊で調敏る.

。 2m 

⑨ 
⑨ 

雨ffI' -・.・
"健-，

刊m-3. . 

京TY
='" 

-LJ，- 時ー・

ムてH-6

。 2m 

11号竪穴住居並遺物分布
Fig_16 第11呈竪穴住居祉

31 



12呈霊穴住居!tJt ムてA-5 

⑨ 

s_ • -

A 
-ーーー・

12呈竪穴住居祉力マド
e 

; I ~ . 
⑨ 

〈
・
国l
i
t

・

ーーーー・
竃・8

.-ー竃-B-
. . 
帽

国

引'.7冊6 .- ーーーー・

ムγA・4
12呈聾穴住居祉均マド宿主
A園田植色土砂盟主.鈍土・2従他物・磁を少量宮iIl.

盟組IilI3とんど含ま忽し、

A' B . -- -・
B' 
・-316.7m 

TIffilllllllllllllllllllllllllllllllllffiTn 
。 2m 

⑨ 

も
『三七三ヨグ

o 2m 

ムぐ
A・5

12吾竪穴住居批覆土
1園風骨邑主@置土.圃を多量E宣iIl.週舗砲盟主.
2圃震褐色主観盟主.磁・他山由主tHI量E宮iIl.

盛ムぐA-4

ミミ司ニ.~

12呈竪穴住居祉遺物分布
Fig.17第12:号竪穴住居祉

32 



⑧ 

13号竪穴住居祉

⑧ 
14号霊穴住居tJJ:

nu 

b
 

-'tit--
Ear-
ヨ

。
B 
-・

B 
. -ー一一

Q 13三塁穴住居並

。
13号霊穴住居祉覆主
1111 JlI褐色土焼土を少.8.0.湿勉を多量C吉.0.遺腐1!112主.
2層黒褐色主篠土・ 8値化舗を少量~lOe llfよりI!l'EtI主e
3層鳳褐色主銭土をごく少畳含む.JI!山間土を多量<:8.0.。ο@

ムてK-14 
B 

- 一ーー一ー

2m 

事11~III司 朝ー②吐
"盆-23 l---l:::2 

"健-"

セ三亙~

① 
日信-s

cコt d伊
~ごま

そ〉

τ，a-η 
モ三~フ

一一巴3・

J I ず
1J(ま-"予蕗

"健-"
ミ三迎夕〉ぐ K-14 

6… 13呈竪穴住居iJJ: 遺物分布

。
理監

2m 

Fig.18 第13曇竪穴住居祉

33 



0 2m kベ4 ~く ミ尋輯

ド7 、、』“s-，
守と

ミミニιヲ J

fミト 議ミコf¥さj時唱 。y
、ニと5戸

'‘陸-e、
ヒー|lw， 

制佳・4

亨鐙 I~デミζてイ:ユ:ぉ~乙リ

ず~V~~~
H佳ー官

Nl ノヨ@b- … ? ・ 」十三 ⑧ 
電SM-14
o h h 下 l オ鳩町 14呈竪穴住居祉遺物分布

Fig.19 第14:号竪穴住居並

34 



al〉ωdm
w
O
ヨ

⑧ 
竃-0 竃-0-

B
B
 

、
竃-8

竃 C

4密密密蜜語露盤富墨

竃-8 -

13号住居i止力マド

竃-0 竃-0-

"-c -

13吾竪穴住居批hマド覆土

A層褐色主 鏡主拠出胞をごく少・"".

住居並1層E頭似.

8園褐色主 鐙土・炭化睡を少.倉".

CIlI褐色主 B層巳類似するガ、鍛主を"，.. ，い点で買怒る.

DIlI褐色主 BIlIと額似電Fるが、鱗主を多・""'''''点で契忽る.

EIlI 策綱色土 E層と額似曾るが、闘を少.含"点で民怠る.

FIlI J!l!JZ色主続主・炭化物を多."倉".

G層褐色土 CIlI"怒似可するが.続土@・が少忽い.

H層偶邑主 鏡主ー様化物遇制を少・Sむ.
l属医健色主結健土.畿をご〈少量富".力マド虜鰻主.

J薗興褐色主お往左.磁を少・"".向盤側隊腕主化守る.

おマド窃霊長主.

KIlI貝褐色土お盤工.I・俊之をご〈少.宮".力マド繍3産主.
L圏 E褐色主 お笹主.11・銭主をごく少・"""力マド宿署長土.
M層 栂邑主 @貧土.I・-地山圏主を多.""".ヵマドGIl罷ヱ.
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Fig.20 第13号・第14呈竪穴住居祉
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14呈竪穴住居祉力マド

14呈竪穴住居祉力マド覆土

AIlI Jl!縄色主@貿土.鏡土をごく少・"".

8圃員宿邑主砂盟主.銭主を少.宮".
C館 賞褐色土 8層巳懸似守るが、鏡主@量ガ多い点で興怒る.

DII!I褐色主 @貫主.鏡之を少・"".
EII!I園調E色土@置土.鰐主・腕土7ロッヲを多・"""
F層筒渇色土 E層E綴似写るが、燐ごt<D量がやや少忽い点で興怒る.
G庸買褐色土鱗土・炭化物・池山居土を多.""".

HII!I震褐色土慢を多."含".ヵマド虜祭主.

竃-8' 

。 1m 
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暗号堕穴住居祉力マド1I:t

A圃褐色色主砂質主.焼主・8健ftl砲をほとんど含ま旬、、.住居並1圃E煩似.

8圃筒稲田色土焼土・炭化物を少畳含iIl.
c・ HII褐色土ぺヌ降B層土E閉じ.焼土ガ<'5510多・E含まれる.
0・ E鼠褐色土焼土-!11ft唱を多・包含iIl.

砂磁私一111111'1111111111"'1113叫悶
。 2m 

15量毘穴住居祉覆土

1圃綱邑主 @貧:t.貿色砂を多・E曾iIl.置繍確!D:t.

2園風褐色土 Wlll:t.111・続工・様化絡を少量含也.

3層褐色土 @貸主.'.12.額。認可るが、磁ガ多〈含まれる点で興怠る.

o 1m 
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⑮ 呈土坑

「〈長
18呈土坑 1"-

十
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E 
--・

ヱ⑮;-L

明1

B 

c' 

2呈土坑

1呈土JJi
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川mn~
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・ーーーーー

3呈土坑

B 
--・

A A 
318.4m 

+K-lO 

.--
F干ー作、ー 318.4m

|川 1 /1111 

1~土抗覆主

118 黒褐色士炭化物・遺物E少量吉む。遺構確民主。

2号土坑覆土
118 褐色土 炭化物・飽山層土E少量含む。遺穏健闘土。
211ll褐色:t 1暦と類似Ttる庁、やや明るい色調.

3号土抗寝土
1庖茶褐色主炭化物・地山層土E虫歯含む。遺構確鼠土.
2麿黒褐色土炭化靭・地山居土E少量含む。

3層鼠掲色主 2庖と類似するが、度化物ガさらE少IJl¥，
4居期信色主勉山暦主・慣を畢量E含む。
5層茶渇色土地山眉土・磁を多量I;:aむ.
4呈土坑覆土

1 趨照渇色主粘性:to 炭化物・地山居土~~置富む。遺構確闘士。

。 2m 
5号土抗覆土
1暦黒褐色土炭化物・週明を少lllaoOo週栂確臨主.

9量主I瓦覆主
11!iJ黒褐色土炭化物'l!i>血吉む。遺網確極主。

10号主筑覆土

1層黒褐色主炭化物・遺物を少量含む。週網稽留土。

17号土抗護士

1層黒色土 砂質士。炭化物・遺物を卦血含む.遇栂確腿主.
2庖 黄白色土砂質土。 11冒土をブロッヲ状1;:，島直巳含む。
3層黒褐色土粘性土。炭化物を少昌吉む。

18号土I[i;覆土

11冒黒色土 砂質士.炭化物E少邑富む.週構確飽土。
2層黒褐色土炭他物・焼土をごく少笛富む。

3居茶褐色土地山居:t.磁を葺盤巴含む.

Fig.22 第1~5 ・ 9 ・ 10 ・ 17 ・ 18号土坑
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15呈土坑

2m 

+I~ 

12~土坑覆土
1層黒褐色土炭化物を少量含む。遺構確脇:to

13塁主坑覆土

1眉褐色土 炭化物・池山居士を少量吉dlo遺構確極主.

14号土坑覆土

1層黒褐色土炭他物・地山層土を上回C1>1II吉む。遇鳴碑脇士ゐ

19曇土坑覆土

1 回黒縞色主炭I~物・地山居士を少軍含dlo 遇措確脇士.

2居黒褐色土 1居士と類似するガ、炭化物がさらC1>1ilい.

15号主坑 覆土 3層茶褐色土地山暦主・磁を多量巴含む。

1居黒縄色士炭他物・地山趨士を山量富む。遺構確認土。 21曇土坑覆土

21軍軍褐色土 1唐土をブロック状巳少量富む。 1層鳳褐色土炭化物・地山居士を少量$dlo遺構確lIi¥:to

3庖茶褐色土地山居主・磁を多量E富むo 22号土坑覆土

16豊主坑覆土 1層黒褐色土炭他物・地山庖土をごく少量含む。遁偶櫨邸主.

1層黒褐色土混入物まつEく怠し。遺構確脇士。 2層茶褐色土地山暦主・健在墨量E倉dlo

Fig.23 第12~16 ・ 19 ・ 21 ・ 22号土坑
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これより 4mJIHこE・6
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同〈主
319.0m 

20号主坑寝土
1庖黒縄色土結柱主.地山居主を少畳含al.

遺構確盟主.

日 B 

醤畿費量 混怒趨F

ち/
=⑩ 

11呈土坑

ベ宝:;:>~

ιグiそ[))

/~二
IJ・6より爾へ2.5m、酉へ2.5mのポイント

A 
-ーーーーー . 

A' 
・--

A A 

胴m

。

319.0m 

11号主筑覆主

1層調褐色土混入物まつ:t!<怠し.

遭栂確蝿土.

a盤 電器密F

6号土抗置土
1眉黒色主 砲手@粗い@質土.混入締結し.

遺構確風土.

7呈土坑密主
1圃黒褐色土砂質士.炭化物・旭山厨士を少量含al.

遺腐確鼠主.

28褐色主 炭I~悔をご〈掛量富む.

。 2m 
8号土坑覆主

1 置県褐色土ll1!1~物・地山層主をよ層E少量âal.

遺構纏揖主.

Fig.24 第6"'9・11・20呈土坑
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河
内 • 

。
一ー・

D' 
・ー一一-317.2m 

× 
1呈墓績

1111 l!¥梧I邑主曲山居主EプO"Q拭E多量E章。.車楓置国主.
遺物【土師艶片， 9世館学回}を少量富10.

2居眠褐邑土 1眉と額似.1:!1:!し、池山圃主・週胸聖書まず、臨を少量富也.

3圏鳳邑主 配石由置上E曜積し、骨片および骨骨を多量E富10.
4眉買掲邑主配石と畢栂趨り万由聞巴克現されI:!:t園地山居士圭畢1111<:宮10.

菖蹟白書慢を揖窺可る瞭由克盟主.

ー3呈土坑盟主
11置鳳帽邑主 1量畢閣の置土1眉E額岨eる1:1‘温横臥童〈富ま扱い.

温調帽鳳主.

2園周帽色土地山田土世7ロッヲ誼E少量吉む.
3眉県噛邑土地山圃主聖ブロック揖E畢tll<:吉10.園也鞠を多量E章。.

24号土坑寵土

1眉買褐邑土砂貫主.24号主抗血置土3眉土を墨田巴富由.遺構瞳脇土.

1m 
2呈墨弱視土

1眉廟褐色土地山圃土をブロツヲ揖E少量宮10.鹿化噛・骨片指..u骨腕圭 1 125号土坑置土
ご〈少由吉10.車帽恒脇:t. I I I I 1眉置褐邑土砂貫主.抱山眉士を多量E富む.週咽眉腿土.

2園祭栂邑土抽山圃主聖少量吉10.圃化咽・骨片および骨S告を少量書'10. 目 白

。

Fig.25 第23~25呈土坑/第 1 ・ 2 号墓嬢
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. . 
. .・

2m 。
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5m 
。

スクリーン・トーンは砂礁の分布を示す。

霊童霊童霊室スクリーン・トーンは拡大図の対象範囲を示す。

第 1号j蓄
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炭化物の分布範囲

¥ 
.，一一ーー
V 

• 
J-7炭化物集中

同
刈
4

付
蓬
調

。
王子
d' 

で主d

• m-' 

セ17
ミ王7
4診7m.-3

J7I:t!-6 

dミ>=

ーー一一ーー ・
V 

炭化物層

A' 
. 自由ーーー-

318.4m 

A 
--・

1111 

K-7 

。

J・7Grid炭化物集中周辺の主層

1層銀色土 炭化物 ー炭化材 (4cm幅程度汀王陣)を極的て葺置に含む.特C下位C出演化

物ガ集中し、層状に主よっている。金色雲母の花子E少量含む特徴あり。悦主1<1ご
く少量含む程度である。広お、本層に臥遺物(土師箆)を含んでいる.

2層黒渇色土ベ コと怠る:tI<l1層と類似するが、やや明るい色鈎で異思号。まE、炭化物

炭化材を広とんどさま思い点で異主よる。 Z革命、本層巴も遺物(紙製品 土師毘)
ガ含まれる。

3層議褐色土 地山居土 艇を墨置巳含む砂質主。

4居 期色土 1層 2層ctじ鮫して、全く混入物の吉まれ広い主である.
5層県福色土地山層土 ・楼 ・炭化物を少量含む。

6庖 茶褐色主 4層巴類似するが、 5層主に類似写る黒褐色土Eブロック状巳少量きむ。ま尼、

遺物 (1暦 2層E含まれる工師器cよリ古い土師諮)をごく少量含む。

J-7炭化物集中
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0-14壷出土状況(1 ) 
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出土状況 (2)
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降車打撃点

10α刃
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、y 

4 
、ず

Fig.28 0 -14霊
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4 

0-14塗・1について、打聖書点を中心に

4方向の側面から見た割れ口線を示した.

各破片番号は出土状況図の番号と一致する.
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-y -z A B C D E F G 日 K L M N OIPIQIRIS 

Fig.30 遺構外出土遺物の分布獄況2(.聾ほか}
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(1号竪穴住居祉 出土遺物)
王二二〉

。一 1住-1

(2号竪穴住居此 出土遺物)

_______..__.1ここ工二二:::;:::;多

庁
2住-2

ヨ=

一心-
2住-4

王二=王 J 

一刻--わ-
2住ー5

平
〈
邑

2住-8 2住ー7

2住-9

τ 示長 二V2住ー10

2住ー11

。
10cm 

2住-13

2住-12

。 IOcm 

Fig.31 第 1呈・第2号室穴住居jJl出土遺物
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ミ議wミW~J亙J
⑧ 3住ー 1

べ;:7lq

}グミユノ¥ミ五i

(3号竪穴住居祉出土遺物)

3住-2

~グ

3住ー5 Q3住-6

3住ー8

¥γ 議 --=r
3住-11

τ 一帯 マ3住-12
。 lOcm 

3住-9

3住ー3 3住-4

3住-10

3住-13

Fig.32 第3呈竪穴住居祉出土遺物
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(4号竪穴住居祉出土遺物)

足 VV
⑨く』

4住ー 1 ~ 4住-2

¥¥ レてプ〆 亡三
4住-6

(5号竪穴住居祉出土遺物一 1) 

国ゴ
@ 

4住-4

A:J; 

一色-
4住ー5

¥一一主主:ZJ
4住ー3

三ヲ ¥てニニム:;r:::::三ク
4住-7 4住-8

o 10自彊

くあ
5住-1

5住ー2ど竺|〈; Tf 、-1)
1ミ三と三2

5住-5

合-J
5住-7 5住-9

Fig.33 第4号・第5号室穴住居士i上出土遺物
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(5号竪穴住居祉出土遺物-2) 

γ三孟ムこヲグ

ミ正三』ヲグ
_______ 5住-12

5住-10

5住-11、て Lニ弓J
(言

ミ三Lζヲf

5住-15
o 10口n

5住-16

Fig.34 第5号竪穴住居並出土遺物
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(5号竪穴住居祉出土遺物一司

日 I ~ð 岨d
5住ー25 5住ー26

ア 5住-18

て 三T
5佳一 19

5住-27

5住ー 20

w g  
5住-21 

5住-22 5住-28

守フ ~lÆí マー 5住-23

γ 三了一
5住-29

10仁田

Fig.35 第5呈竪穴住居並出土遺物
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(6号竪穴住居祉出土遺物 ) 

6住-1 

E
l
a
 

6住-2 6住-3 6住-4

除

ーら
主ミ

ニー〆¥ミ二二4::-E;ZJ
6住-7 6住-8

む 6住-10

。
10ロ2

6住ー6 6住-9

(7号竪穴住居祉出土遺物-1) 

タち
7住ー 1
Q広市 G重7住-3⑦ 

一一/ 主ニコシ C:E 、dJ ~-
7住-4

7住ー5 7住-6 7住-7 7住-8 7佳一9

Fig.36 第 6呈・第7号竪穴住居j.Jt出土遺物
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出土遺物-2) 

¥ ト三二フ ¥て二二二仁ーと二二ブ

7住-13

(]号竪穴住居祉

、~
8住-1 

三 品
8住ー2

。

j 4¥ 

~ 7住-10

7住-14

ロ
ー
ー
包

7住-15

8住-3

7住-11 

明1~~11 1i也、
7住-18

ー:_j 8住-4

Fig.37 第 7呈・第8号竪穴住居土11:出土遺物
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(9号竪穴住居祉出土遺物

⑨ 
9住-1 

ヤり
9住-2 9佐一3

9住-4

j J 
9住ー5

ミ~lfII7

9住-6

む
て三Lーメ、二:」::こ._..r;;;?

ノ三一

⑨姑

J一冬令〉

斗一
9住-12

戸、
9住-14

一ー防

9住-7

¥てミ二ご」ググ

@9住

9住-15 9住-16

。 10cm 

Fig.38 第 9号竪穴住居tft出土遺物
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(10号竪穴住居祉出土遺物)

、、岡町『 ヒ二ご二二三

ぞ二|ゲ0住一 1そ-I -τ-2  ー10住ー3
(11号竪穴住居祉出土遺物)

γ "" ~二ア

11住-1 11佳一 2

己ー必
11住-3

(12号竪穴住居祉出土遺物)

12住-1 
マIY
入一一1-τグ

12住-2

ミ三I::.~ 、ミ三-----二三三グ
12住-3 12住-4

。3呈竪穴住居祉出土遺物-1)

罵議阪 ~J ミ並グ~

②議雨際}笠-6

13i主-1 13住-2 13住-5

Fig.39 第10r-J13号竪穴住居士1t出土遺物
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、こ-Eヲグ
一一上

。3号竪穴住居祉出土遺物-2) 

ミミこ ~亨グ

¥ 

吻
、、

そ〉

士ご竺ア てミーkぞヲア

の泊佳一12

E同7、ミ1~
13住-13

一刻一 わ13住

トーヒ多
13i主-14

13住-15

合一号 9

-c竺つ-
13i主一20

13 i:主-21 

13i主-23

13イ主-22

ナ
Cコ-0

13住-24

。 10cm 

13i主ー 25

Fig.40 第13号室穴住居土1I出土遺物

54 



。4号竪穴住居祉出土遺物-1) 

¥てートーコグヴト
14住-1 

ミう
14佳一6

ヤ-1¥/劇
14住-4

14佳一7

14住-2

ミ孟bJ |曾
断

14住-5
14住ー3

マ7
ミ云二13:::こクグ ¥七=J二.._-二E コグク

14佳一8

14住-9 14{主-10

主二二::E ま-二二ご玉

¥_..........〆
ーく~- ーマゴー 議亀
14{主-11 14{主-12 噂

14住-13 14佳-14
。

4 

Fig.41 第14号竪穴住居士Jt出土遺物
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14住-15

14住-18

14i主-16

14住-19

14住-17

ou 
14住-20

。 10口n

。5号竪穴住居祉出土遺物=1)

ミ一一.l:~.~グ
15住ー 2

ミ三干悼物15i主ー5
Fig.42 第14号・第15号竪穴住居並出土遺物
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三:但
e市

。5号竪穴住居祉出土遺物-2) 

ぐ
「

。 w咽

(1号溝出土遺物-1 ) 

B 

A 

Eーか -c

一目

日-炉一日

¥てこ二ごトーっグ

15住-7

1溝一 1

Fig.43 第15号竪穴住居註/第 1号溝出土遺物
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(1号溝出土遺物-2) 

三
。ミー

溝ー2 U .'Q 
/九
1溝-3

一ー。 4
 
MWl 

1溝-6 1溝-7

1溝ー5 zh
k
 ーが-

(j-7炭化物集中 出土遺物)

にこ二 _b~〆コ

J7炭-1 

1溝-8

文二~

唱三三=:=.-

J 7炭ー2

、ミ二~~こしノ

J7炭-3

。 lOcm 

ー-昌一

J 7炭-4

Cミエコー

J7炭ー 5 J7炭-6

Fig.44 第 1号溝/J-7炭化物集中出土遺物
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0-14壷ー 1

出土遺物)(0-14壷

事由薬の範囲を示すスクリーン・トーンの

濠い部分は軸薬が浪〈働かっていること

を示す.

10ロ2。

パ
Vlc

出土遺物-1

(古墳時代(土師器・石製模造晶))

マミ一一

遺構外

遺構外ー2

遺構外-1

7 ミ二|7 

(平安時代(土師器・杯1)) 

ミ三| ¥ 山北ωグ

遺構外-6

正[w
遺構外-5遺構外-4

¥i17 遺構外-3

7一一
¥￥τム

遺構外-9

¥ レ日グ

遺構外-8

\も~
遺構外ー7

℃二
¥斗一

遺構外-15

遺構外-11 

、~:'翌経グ

1段四

遺構外-12

遺構外-13 -~ 遺構外-14

Fig.45 0 -14霊出土遺物/遺構外出土遺物 1
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(遺構外出土遺物-2 ) 

(平安時代(土師器.t不2)) ミ三~
て ト必修 、ミJ二:&グク \~_J=Ll 

遺構外-17
遺構外-19

遺構外-16

遺構外-18

¥:-[7 ~一 lマ〆
遺構外一 20 遺構外ー21 遺構外ー22

ミJ 、斗三グ ヘミユ〆
遺構外ー26

遺構外ー25

遺構外-23 遺構外-24

、与〕〆吻 l___d ~:::::d 
遺構外-27 遺構外-28 遺構外-29 遺構外ー30

、~l--ユグ 、助、~1~拶
遺構外ー 31 遺構外-32 遺構外ー33 遺構外ー 34

「ーフ 。 10ロn

遺構外ー 35
遺構外ー36

(平安時代(土師器・杯/墨書土器1)) 

、 ト』 、斗r:-s ""-1=グ ;c:::::ク ¥也、 ト-4

イー
め ~ ④ ミじ 遺構外ー40

遺構外-37 遺構外-38 遺構外-39 遺構外-41 

Fig.46 遺構外出土遺物2
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(遺構外出土遺物-3 ) 王二二二二3

(平安時代(土師器・ I不/墨書土器2)) 

Z二二二二=コ 一司
-@-

ミ_j.....~

管内町

ε-三 :o:=:二3

安う
a:::=ヱ

~-ベジ-
遺構外-68 遺構外-69 遺構外ー70

主二二E
三一-3

王:::::::E

ーが<J- ~- わ
遺構外-73 遺構外-74 遺構外ー75 遺構外-77

王二主
主二ヱ 正二三王二二三

-~- ーも--<ijt- ーくヲー

ローハハヲ
く)-11

遺構外-42 遺構外-43

王3

-e}>- -~-

遺構外-48 遺構外-49

一句
遺構外-54

遺構外-58 

一ーわ
遺構外一72

マコ
遺構外ー 78

遺構外-45

、、 1- ---;.. 、一一一I._:c:ク

てじ F 
遺構外-53

王::E 遺構外-52 :r::二主

-0- ー0-
遺構外-56 遺構外-57 

王二::'y 王二五

-c(J- -D-
遺構外-61 遺構外-62 

て?J-
遺構外-44

遺構外-46

ーじ- ¥一一ーに二二予

ー心ウ
遺構外-50

遺構外-51 

遺構外-55 

一ーハマ
一ーハゆ

遺構外-59 遺構外-60

トーーセz二二三与苛「 -匡

⑨ -tfJ-〔砂
遺構外-64 遺構外-65

遺構外-66 

遺構外一 79 遺構外-80 遺構外-81 遺構外-82 

。 10cm 

Fig.47 遺構外出土遺物3
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遺構外ー47
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遺構外-67

¥ーよ二二タ
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遺構外一71

ー
遺構外-76



(遺構外出土遺物-4

(平安時代(土師器・杯/墨書土器3))

」一一よ二::J， a.:二三

ーの 一ー場

タち

亙Odγ
臼

遺構外-85
遺構外-84

遺構外ー89

心-s
遺構外-90 遺構外-93

Z二ご亙

Q-/J 
'沿わ

遺構外-97 遺構外-98 遺構外-99

〈金 む~J

己

q

遺構外-103

¥ ¥ 
;c::=:主

争う
。じる
遺構外ー86 遺構外ー87

遺構外-88
d 

「
~ 

-~-

⑨ 
-~-

遺構外-91 遺構外-92

;c=:フ

て-:y!) 一¥S]-
遺構外-94 遺構外ー95

¥一」コグ

く今-D モ心
遺構外-100 遺構外-101 

Z二二主 c=主

や- 0-
遺構外-105 遺構外-106

主こ-主
~ご長 王ユ

く今む一
=-
-D-ームー

遺構外ー107 遺構外-108 遺構外-109 遺構外-110遺構外-104

¥、ーし〆

~構件113L外

」一一仁二ブ

。 IOcm 

遺構外-96

E
I
八位

遺構外-102

受D
遺構外ー111

qーグ
遺構外-112

題参
\一一I~二グ

ιι Fig.48 遺構外出土遺物4

遺構外-115
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(遺構外出土遺物-5 ) 

(平安時代(土師器・杯/霊書土器4))

3::コE 3::= 

-d- ーも
遺構外-117 遺構外-118

ま:::r

[;J-I! 一色-

遺構外-123 遺構外-124

正二:::i

ε)-1 -57-
遺構外-129 遺構外-130

~ーグ

遺構外-135

旦

l
Q 一ld
遺構外-138 遺構外-139

タ

て空コマ
苧

l

〈刈
遺構外-119 遺構外-120

Ele 

2
1
h
u
 遺構外-125 遺構外-126

n
d
 

l
a
v
w
l
 

中旬
遺構外-131 遺構外-132

¥一一」グ、
一、〉ー

遺構外-136 一ー心
遺構外-140 遺構外-141

¥一一よ主二ブ

-Q-

遺構外-143

~ニク

惨遺構9>-144 o) 

てこJJY "'"ニニニニニニコ邑 主二3

一⑨- 一⑨-
遺構外-147 遺構外-148

量 :s，. 「ら

遺構外-146

@ -&-
遺構外-151 遺構外-152

Fig.49 遺構外出土遺物5
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ε=こE

ーぅJ 一θ-
遺構外-121 遺構外-122

3::=二ラ

-tjj- fi-I 

遺構外ー127
遺構外-128

一ー副

遺構外-133

遺構外-137

遺構外-134

遺構外-145 @ 
ぐ，-Q 遺構外-142

-GY-
遺構外-149 遺構外-150

¥ 「一ー『ず 。J
司-遺構外-154
。 J()口忠



--- [.:一一て~
遺構外-166 遺構外-167

Fig.50 遺構外出土遺物6

(遺構外出土遺物-6 J 

(平安時代(土師器・坪/線刻土器))

218 

L一一L__y

A
W
V
 

遺構外-155

遺構外-157

遺構外-156

(平安時代(土師器・ I不/墨書+線刻土器》

一lQ遺構外-159
(平安時代(土師器・高台付亦)) (平安時代(土師器・高台付鉢)) 遺構外-160

ミι継Jグ

遺構外-161

(平安時代(土師器・高台付坪/墨書土器))

遺構外-162

C平安時代(土師器・皿1)) 

¥ミ二足7 匝ー- lfFーで~

遺構外-165
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¥ トーヲ

遺構外-158

。 lOcm 

ミ二f趨釣

遺構外-163

遺構外-164

¥~一一=Lc::二三ク

遺構外-168



¥ ¥ 
V 

tzグ 三三ヲ¥ 
、、~

""::::: ¥ bc二ブ、、、、 、、、』一一一一ーー

遺構外-169 遺構外-170
遺構外-171

、ζ二トJ クプ v 
遺構外-172 ¥一_b:::::二二フ

遺構外-174

、とート弓グン 、込ぷ ノ 「『日
¥ 、、、
『ミミ

遺構外-176
遺構外ー173

‘ミ プグ司定『、、

遺構外-175

(遺構外出土遺物-7J 

(平安時代(土師器・皿2)) 

~ t...-ラフコ
遺構外-178

実乙」云ヲグ

遺構外-177

遺構外-179

(￥安時代(土師器・皿/墨書土器1)) 

一。 G 6コ 遺構外ー182

遺構外-183

遺構外-181

Fig.51 遺構外出土遺物7
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、三ご二E=?

遺構外-180

。 JOcm 

-........___一一 I::~フ

も
遺構外-184



(遺構外出土遺物-8 J 

(平安時代(土師器・皿/墨書土器2)) 

、 二二ι ~七二l二ニググ _____________Jごグ

o '~ 
遺構外-187

遺構外-185

王二二三
;;----:::::::3 

王二二E 正二フ少
¥ーーと二二ク 翁~- 一心-CJ- /ぺ，，1 ーヲー

遺構外-188 (ャ
遺構外-190 遺構外-191 遺構外-192

遺構外-189

王二三 E二二三豆

記- 区
遺構外-195 遺構外-197

ず一一ーフ

」一~ ゑ
¥一一上ι二z

--- 。 わ
遺構外-196

遺構外-193
遺構外-198

。 10cm 

遺構外-194

FF安時代(土師器・皿/線刻土器リ ¥ トーてフ

ι二二3

間一
....____一一斗三二三フ 遺構外一200 ' 

遺構外-199 遺構外-201

Fig_52 遺構外出土遺物8
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遺構外出土遺物-9

(平安時代(土師器・蓋)) 

~手、

。 10cm 

遺構外ー203

伴安時代(土師器・蓋/量書土器))

町

AUU 遺構外-204

(平安時代(土師器・聾)) 

遺構外-202

C平安時代(土師器・鉢)) 

遺構外-205

~----_j二二三tl ， 
遺構外一206

す一
一一

Y
言グ

。 lOcm 

遺構外-210

一す一
遺構外ー211

苛
Fig.53 遺構外出土遺物9
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(遺構外出土遺物-10 ) 

(平安時代(土師器・置き力マド)) 

。 10cm 

(平安時代(灰紬陶器))

ι 
遺構外ー214

己L遺構外-215

遺構外-217

遺構外-216

(平安時代(須恵器1カ

遺構外-218

遺構外-220 遺構外-221

遺構外ー219 己ゑ
L 4 

遺構外一222 遺構外ー223 遺構外ー224

Fig.54 遺構外出土遺物10
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(遺構外出土遺物-11 

(平安時代(須恵器2)) 

告~-~-)
遺構外-225

遺構外ー226 遺構外-227 遺構外-228

遺構外ー231 遺構外-232

遺構外-229 遺構外ー230

遺構外ー234 遺構外ー235
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遺構外ー236 遺構外ー237 遺構外一238

遺構外-242

。 lOcm 

遺構外ー239 遺構外ー240 遺構外一241

Fig.55 遺構外出土遺物11
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Tab.1 出土遺物観察表1【1住・1"'5住・15】

報告No. Fig PZ 位置 種類 法量 色認・その他 墨書等・その部位 注'IeNo.

1住・ 1 31 14 覆土 土留器・主事 -・/・・/・・/宮S 色5YR6/6 墨書 fロu..11- 1住・17
2佳・ 1 31 6.14 量E土 土師器 ./8I -・/9.4/:媛高:2.9/93g 色5YR6/6 制『本』 ・掛 2盆・Z56勉

2佳・2 31 1‘ 璽土 土箆器・思 -・/(9.9)/J義高1.9/1勾 色2.5YR6/6 墨書 rfiJ ・底外 2盆・F勉

2盆・3 31 14 事E土 土箆器 .ji事 -・/5.6/1.乙〆'16回 合2.5YR6/8 量書『ロJ ・底'11- Z盆・Z41

2佳・4 31 14 .. 土 土毎鑓・11 --/・・/・-/1g 合2.5YR6/6 11. rQJ ..11- 2盆・9
2a・5 31 s 置土 主毎器・11 -・/・・/・・/4g 合2.5YR6/6 墨書 fロ』 ・窓外 唯 -68

2信・6 31 14 .. 土 土留器.，事 -・/・・/・・/宣g 色5YR6/6 墨書 rロu. JIl:外 話主・178

2a-7 31 . 置土 土毎器・11 -・/・・/・-/1g 合5YR6/6 墨書 fロJ • JIl:外 Z盆・柑9

2a-8 31 6 覆土 土毎器・小形霊 13.6/6Jd/8.互116Og 色5YR6/6 2盆・，333

2a・9 31 6 竃土 土車事務・聾 (25.6)/--/:須高6.6/3勾 生7.5YR4/3 Z住・389

2信・18 31 6 重土 土信器・聾 (21.6)/--/:属高3.2/34g 色5YR4/4 Z盆-415

2a・11 31 6 置土 土箆器・島F釦守ト. (26.6)/・・/:残高7.6/61g 合7.5Y宵'5/4 2盆・lZ4他

2a-1Z 31 6 竃内 土留器・聾 12，6/9.6/42，9/181西国 色5YR6/6 准・316鐘

2信・13 31 6 璽土 a需iJ・刀子 JR:S9.6/i復7f:&(11.9)/11g 中心で折れる扶'1111 2盆・38Z

3住・ 1 3Z 6.14 竃土 土飯器・揮 12.6/4. 813， 8I58g 色2.5YR6/6 墨書 r(.コ・窓外 3盆・lZ1勉

3往・2 3Z 6 .. 土 土留器・書事 11.41宣.6/4.9/195g 色2.5YR6/6 3金・178勉

3佳・3 3Z 6 置土 土師器・停 11.6/4.ι〆'3.7/28g 色2.5YR6/8 3{i-13Z勉

3住・4 3Z 6 .. 土 土筒器.11 11. 2/4. 5/4. 2/51g 色2.5YR6/8 3盤・Z5

3佳・5 3Z 6 置土 土毎銭・ 5事 17.6/ー掛虜6.6/62g 合2.5YR6/6 3盆・111

3信・6 3Z 6.14 重土 土師器・主事 -・/5.l/J侵寓1.9/28g 金5YR邑"'6 墨書 fヱJ ・窓外 3信・5

3a・7 3Z 6.14 置土 土師器 ./8I 15.9/5.812..ジ9理g 合5YR6/6 墨書 f宋J ・底'J1. 3盆・126勉

3住・8 3Z 6 書土 土師器 '/8I (14. 6)/(5. 8)/2. 2/25g 色5YR5/3 Z盆・239

3佳・9 3Z 6 .. 土 土毎器 ./8I (14. 6)/(5.6)/2. 4/28g 合2.5Y宵6/6 3盆・4

3a・18 3Z 6 ヨE土 土飯器 '/8I 14.21宣.812.乙〆'98g 金5YR邑"'6 ヨ盆・114勉

3信・11 3Z 6 置土 土師器・塵 (24.6)/・・/1J~3.6/22g 色2.5YR5/6 3盆・9

3a・1Z 3Z 6 置土 土留器・聾 (28.6)/--/J傍~3. 6，〆'29g 合2.5YR5/4 3信-187

3a-13 3Z 6 .. 土 土師器・聾 --/9.2/1J，高13.6/412g 色2.5YR4/3 3盆・258勉

4a・1 33 6.14 覆土 土飯器・鐸 11.4/5. 814. 4/77g 色2，5Y宵4/4 墨書『鹿』 ・底外 4盆・4O勉

4信・2 34 6.24 置土 土毎器・鐸 16.8/4.2/4.8I62g 色2，5YR6/6 IIJ刻 (lvJ ・底'J1. 4盆・65働

4盆・3 35 6 .. 土 土師器 '/8I (15.6)/(6.6)/2，21古里g 合2.5YR6/6 4位・39勉

4a-4 35 6 醤土 反独侮器・量 一/6.M獲高3.2/8匂 色N610 4信・51

4a・5 35 14 富士 土箇器・ 5事 -・/・・/・-/1g 合2.5YR5/4 墨書 fロ』 ・窓外 4盆

4住-6 35 6 密主 xfliJiJ'/8I 15.6/6.6/2.4/147g 合2.5YR6/6 4{i・68勉

4笹・ 7 35 6 橿土 土師器・凪 (18.0)/--/1.4/1匂 合2.5YR6/6 4盆・66勉

4盆・8 35 6 置土 土飯器 ./8I -・/(6.2)/1，6，〆'18g 合7，5YR6/6 4盆・7Z僧

5信・ 7 35 6.14 置土 土毎器・11 11.21吉.2/4. 8I91g 合2.5YR6/6 線総 f事』 ・窓外 S盆・1635借

sa-2 35 6，14 覆土 土筒鰭・琢 11.2/5.4/4.6/53g 色2.5YR5/6 墨書 fロ』 ・窓外 5盆・2474勉

5住・3 35 6 .. 土 土箆器・書事 (13.6)/(6.2)/5.6/5勿 合2，5YR5/4 S盆-834勉

5佳・4 35 6 璽土 土飯器・高台骨鐸 --/(5.4)/1J~3.6/53g 色2.5YR5/4 5信・1873勉

5佳・5 35 14 .x 土師器・11 -・/・・4書高1.6/1g 色2，5YR6/8 墨書 f口』 ・底外 5{i-758 

5信・6 35 
1‘ 置土 土豊富器・鐸 -・/ー/:虜高2.6/4g 色Z.5YR6/8 墨書 fロ』 ・窓外 S盆-1Z71勉

sa-7 35 6 置土 土箆器・童E (16.6)/--/1J，高3.7/41g 合5YR5/4 5{i-549勉

5信・8 35 7 事E土 土箆器 '/8I 14.8/6.1ν'2.8/115g 色2.5YR5/6 S盆・lZ37勉

Isa-9 35 F 置土 土箇器・盛 15.9/5.8I2.8I137g 合2.5YR6/8 5盆・25Z2働

5佳・18 36 7.14 竃内 土飯器 ./8I 14.8/6.6/2.品〆'l79g 色5YR5/4・穿rlLあり 側、J'!A:外 5盆・1Z岨

5盆・11 36 7.14 彊土 ニtfliJfi・E 15.6/7.2/3.乙〆'166g 色Z.5YR5/6 墨書 f内主』 ・窓外 5盆・1636勉

5信・1Z 36 7 置土 土鋪器 ./8I 14. 6/6. 2/2. 4/111g 色2目5YR5/6 S盆-839

sa-13 36 7.14 .x 土箆器 '/8I 15.6/5. 812. 4/158g 色5YR5/4 墨書 f署r:1J・窓外 5盆・1634

5信・14 36 7.24 富士 土師鑓・皿 (13.4)/5.4/2.4/45g 合2.5YR5/6 墨書『山中'J. /Il;外 S盆・1439勉

5信・15 36 F 重土 土師器‘聾 輔・/宮，2/:残高17.4/296g 合7.5YR5/4 E住・1617他

【注盆鑓主主ロ盤cm)/:底径(cm)/i銭高・残書簡cm)/，重量(g)の額乞記践し、例州まその都度示しだ。恕お、 ( )は推定檀、ー1;;樹潟不能を示'<;1.] 
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Tab.2 出土遺物観察表2【5住-16""9住-3】

報告No. Fig Pl 位置 種緩 法量 色調・その他 墨書等・その部位 注1eNo. I 
5住・16 34 7 覆土 土銅器 .I}、形f. 14.2/8.4/13.2/2919 色7.5YR4/2 S盆・951勉

5信・17 35 7 霊土 土磁器・小形聾 (16.8)/ ・/;痩~~5.8/589 色18YR5/3 5金・14Z9

5信・18 35 7 置土 土鏑穏・聾 (17.4)/・・/獲高5.8/229 倉18YR4/2 5信・1639

5盆・19 35 7 富士 土隠器・5霊 (25.8)/--/1.t~2.4/399 色10YR2/1 5信・1516

5盆・20 35 置土 土飯器・聾 (26.4)/・・/1.t~3.4/49g 合7.5YR4/2 5{i・16ZZ勉

5信・21 35 7 覆土 土筒器・聾 (27.2)/--/;残高6.2/909 合2.5YR5/4 S盆-1439勉

5住-22 35 . 富士 土師隷・11 (27.4)/・ー/;浸高7.4/759 色7.5YR4/2 5盆・1346勉

5f1:・23 35 F ..土 土飯器・聾 (28.8)/・・/:残膚3.8/299 色7.5Y宵'5/3 S盆・1133勉

5伎・24 35 7 雇土 土oi器・聾 (29.4)/・ー/燐~4.4/34g 色5YR5/4 S盆・567

5信・25 35 7 彊土 土師器・聾 -・/(8.8)/;残高4.4.ノヲ39 色7.5YR5/4 5合・199Z

5信-26 35 7 覆土 土師器・聾 一/(8.4)/:残高4.8/81g 色5YR5/4 S盆・1485

5盆・27 35 7 置土 土師器・聾 一/8.8/;獲高4.4/8匂 合5YR4/2 S盆・719勉

5盆・28 35 7 .. 土 土飯器・聾 --/9.4/;須高3.4/198g 合7.5Y宵'4/3 S金・144Z勉

5信・29 35 F 璽土 土舗器 '11 -・/8. 2.〆望書~~4.8/689 色5YR5/3 5盆・895勉

5信・30 35 F 蜜土 土飾器・量カマド 底径(38.8)/;残高6.8/211g 色5YR5/4 5盆・13倒勉

6住・ 1 36 F 竃内 土街器・軍事 11.8/5.4/3.6/759 色5YR6/6 6{i-117僧

6信・2 36 7 事E土 土銅器・揮 12.8/4.6/4.8/1829 色5YR6/6 6盆・51

6信・3 36 7 盤上 土師器・IF (11.8)/--/:銭高官'4.4/259 色2.5YR6/8 6{i-Z3勉

6信・4 36 14 覆土 土師器・ IF -・/・・/・・/29 合2.5YR6/8 1M:書『ロj ・窓外 6信.70

6信・5 36 14 痩土 土師器・董 -・/・・/・・/59 色2.5Y宵6/8 昼書 f口J ・体外 6{i.48 

6信・6 36 7.14 重土 土師器・高台付鉢 17.2/8.8/6.4/2739 合2.5YR6/8 墨書『万』 ・窓外 6金-19

6信・ 7 36 F 事E土 土甑器 'D!l (14.4)/(6.8)/1.6/259 合5YR6/6 6信・8

6信・8 36 7 蜜土 土師器 'D!l (17.8)/(7.2)/(3.0)/439 ~2.5YR6/8 6盆・Z8

6盆・9 36 14 盤上 土銅器 'D!l -・/(6.2)/;残湾1.8/219 色2.5YR6/8 1M:書 fロ』 ・底外 6{i-59 

6信・10 36 7 霊土 土筒器・蓋 16.2/--/3.8/6匂 合5Y胃6/6 6{i-ZZ勉

7信・ 1 36 7.15 重土 土飯器・鐸 11.4/5.4/4.2/959 合2.5YR6/8 墨書下電~・底外 7盆・Z95勉

7f1:-2 36 7.15 覆土 土飯器・ 5事 18.8/6目乙14.8/829 色5YR7/8 墨書 rrtBJ • 怠外 7信・Z99

7信・3 36 7.15 覆土 土街器・揮 (11.8)/5.4/4.4/689 色5Y宵7/8 墨書『⑤J • /Il，外 F盆-Z19

7佳・4 36 7.15 覆土 土鱒鑓・ 5事 11.8/6.8/4.2/999 色5YR6/6 墨書 f千j ・窓外 F金-115

7住・5 36 7 覆土 土産E器・揮 (14.8)/--/;幾虜4.8/599 合5YR6/6 F盆・77勉

7信・6 36 7 .. 土 土飯器 'IF 18.8/(4.8)/5.2/229 合7.5YR7/6 F盆・lZ9

7信・ 7 36 8.15 重土 土師器・IF -・/・・/・・/39 合5YR6/6 墨書 fロ』 ・底外 F盆・133

7往・8 36 15 覆土 土銅器・ 5事 -・/・・メL・/39 色5YR6/6 墨書 fOJ .底外 F盆-33

7住・9 36 15 覆土 土銅器・ 5事 -・/・・/・・/19 色7.5YR7/6 昼奮 fロj ・窓外 7盆-199

7信・10 37 15 置土 士衛器 'D!l 一/6.2/;幾高1.1/379 色2.5YR6/8 墨書 f仁i ・窓外 F盆-34

7霊・11 37 8.15 痩土 土鏑器 'D!l -・/(9.8)/;獲高1.8/299 合5Y宵6/6 愚書 f議』 ・窓外 F盆・15

7盆・12 37 8.15 覆土 土飯器・高台付録 -・/6.8/:傍高3.8/519 色5YR7/8 墨書『ロJ ・底外 F盆・Z18勉

7信・13 37 s 霊土 灰鞍陶器・蓋 -・/(5.4)/J残高8.2/1519 色N7/0 7盆・375

7住圃14 37 s 富士 須恵誌 '11 一/一樹高19.0/3519 色N7/8 7盆・Z41

7佳・15 37 8 蜜土 土師器・小形聾 (14.0)/・・/残高7.4/1189 色5Y宵5/3 F盆・353勉

7信・16 37 s 置土 土鱒器 .I}、形褒 α8.8)/--/;震虜"3.8/289 色7.5YR4/2 F盆・119勉

7信・17 37 8 置土 土飯器・聾 -ー/(5.2)/;須高4.8/689 色5YR3/1 F盆・354

7信・18 37 s 置土 土師"，/1 一/9.2/;袋虜'4.2/1319 色2.5YR5/4 7盆・312勉

8住・ 1 37 8.15 霊土 土師器 'D!l 一/8.2/;銭高2.0/1259 色2.5YR6/8 墨書 f J ・底外 8金・112

8信・2 37 8 題土 須恵器・蓋 -・/ー1)傍虜2.5/639 色10YR6/2 8盆・138

8住・3 37 15 覆土 土師銭・杯 一/ー/ー/8.8唱g 色2.5YR6/8 墨書 frtIfu ・窓外 8盆・177

8佳・4 37 s .. 内 土飯器・霊 一/(9.4)1)混濁30.2/6509 色5YR3/2 8盆・169勉

9盆・ 1 38 8.15 覆土 土師務・涛 (13.2)/5.8/5.0/1009 合2.5YR6/8 墨書 fロ』 ・底外 9盆・259勉

9信・2 38 8.15 彊土 土師銭・坪 12.8/6.8/3.8/959 色2.5YR6/8 墨書『ヱ幻・怠外 9盆・449勉

9信・3 38 8 竃土 土飯銭・杯 12.8/6.8/4.4/5，句 色2.5YR6/6 9信-29勉

【法量様let口笛cm)/，底箇cm)./i鑓高・残菌cm)/'重量f(g)の顕乞記践し、例外鼠その都度示しな。怠み ( )は縫定値、ーは錦亭瑠を示す。}
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Tab.3 出土遺物観察表3【9住-4""13住-25】

報告No. Fig Pl 位置 種類 法量 備考 注記No.

9信・4 38 a 竃内 須恵器・平海 患大輔8.O/J残高5.2/1499 色10YR6/2 9信・Z65

9住・5 38 s ，.土 土飯器・軍事 13.0/5.乙14.8/799 色2.5YR6/8 |唯-401勉

9佳・6 38 s 書E土 土師器・ 5事 11.8/4.8/4.4/1099 色5YR7/8 |曜・Z57

9信・ 7 38 8 事E土 土師器.Jf 13.8/5.8/5.0/1099 色2.5YR7/8 |曜・394勉

9信・8 38 a 竃内 土節器・主事 (12.0)/--/:銭高3.0/759 色2.5YR6/6 |唯・143

9信・9 38 s ，.土 土鏑器 .8Jl 14.4/6. 4/1. 8/36g 色5YR6/6 |地・467

9住・10 38 8.J5 置土 土飯器 .8Jl (15.0)/(5.4)/2.81宮59 色2.5YR6/6 墨書 f上Jl/J ・体底 |培・167

9信・11 38 8.15 彊土 土獅器・血 (14.0)/4.8/2.2/629 色5YR6/6 墨書『玉井j ・体窓外 |地・Z66勉

9信・12 38 s 痩土 土節器・董 (19.0)/--/:幾1Ii2.8/679 色5YR6/6 9信・7勉

9信・13 38 15 橿土 土飯器・鐸 -・/5.0/:銭高0.5/119 色2.5YR6/8 墨書 f闘員J ・慮外 19i!-19ァ

9住・14 38 15 覆土 土街器・揮 -・/5.2/1.0/79 色5YR6/8 ，.書 f口J ・底?I- 9盆-35Z

9佳・15 38 15 覆土 土師器.Jf 一/ー/居高2.0/59 墨色5YR6/4 墨書 fロ』 ・窓'!i- |曜・397

9信・16 38 15 置土 土師器・主事 一/ー/:残高0.5/89 色2.5YR6/6 墨書 f口J ・窓'!i- |曜・194

9盆 -17 38 a .. 土 土師器・聾 (27.2)/ーー/須高19.5/2379 合5YR6/4 直信・Z56勉

10盆・ 1 39 8 竃肉 土飯器・涛 (11.8)/--/:銭高3.4/309 色2.5YR6/6 抽佳・輔他

1骨盤・2 39 s 竃肉 土節器 .8Jl (13.6)/ー/残高2.0/319 色7.5YR6/4 1ofiZ3他

10信・3 39 8.15 竃内 土師諮 .8Jl -・/(6.2)/:残高0.5/149 色5YR5/4 墨書 f丈主』 ・窓外 19佳・Z8他

11信・ 1 39 5':1:. 土師銭・軍事 (10.8)/--/:幾虜3.8/3匂 色5YR6/6 11{i-34勉

11佳・2 39 s 覆土 土師器・停 (11.2)/・・/獲高4.也/209 色5YR7/8 111%・45勉

11信・3 39 s 護士 土師器・鐸 -・/7.O/J残高1.2/429 合2.5YR7/8 墨書 fロD/JJ ・底外 11{i-76 

11~・ 4 39 15 lJl土 土師器・ 5干 ー・/・ー/・・/39 合2.5YR7/8 墨書『口」 ・底'!i- 11{i・33

12a-1 39 s ，.土 土偏器・鐸 (11.の/【5.りA残高4.2/159 色5YR6/6 1Z信・4勉

12信・2 39 s 覆土 土車事器 .8Jl 。3.4)/ー/:残高2.0/159 色7.5YR6/4 lZ{i-Z5館

12a-3 39 9 覆土 土oi苦.8Jl 15.0/6.0/3.0/679 色2.5YR7/8 U信・1

12a-4 39 9 護士 土鏑器 .8Jl (15.6)/(5.8)2.6/499 色5YR7/6 1Z1%・9勉

13盆・ 1 39 9.15 橿土 土飯器・録 12.0/5.也V4.2/9Og 色7.5YR7/6 墨書『玉子」 ・窓外 131%・145Z

13信・2 39 9 .. 土 土師器・綜 (11.6)/(6.4)/3.8/289 色2.5YR6/8 13信・Z4Z勉

13信・3 39 9 覇軍土 土侮鑓・録 11.0/5.4/3.6/959 色2.5Y胃6/8 13信・1739他

13住・4 39 9 覆土 土師縫.Jf 10.4/5.6/3.9/299 合2.5YR6/8 13{i・8Z勉

13信・5 39 9 題土 土f5;醤・童手 11.0/4.2/3.8/349 色5YR7/8 13{i・1494勉

13盆・6 39 9 覆土 土飯器・ 5事 -・/4.6/:残1Ii1.6/549 色5YR7/6 13{i-1453 

13信・ 7 40 9 竃土 土筒器 .8Jl 14.0/5.0/2.4/779 色2.5YR6/6 13{i-1776他

13佳・8 40 9.15 事E土 土磁器・鹿 14.0/6.2/2.4/1029 色7.5YR7/6 墨書 f玉子』 ・窓外 131%-1451 

13盆・9 40 15 覆土 土踊器 .8Jl 一/(6.6)/:残1Ii1.0/179 色2.5YR6/8 墨書 fロ』 ・底?I- 13盆-1974

13信・10 40 9.J5 覆土 土師器・嫁 一/(4.9)/:震1Ij1.6/219 色5YR6/6 墨書 f金量』 ・窓外 13盆・1336

13a・11 40 915 霊土 土銅器・鐸 一/6.4/:震湾1.1/349 合2.5YR6/8 墨書 f内幻・底外 13{i-919 

13信・12 40 915 .. 土 土節務 .8Jl 一/(6.4)/:銭高1目8/429 色5Y胃7/8 墨書『有量』 ・底外 13{i・1Z67

13信・13 40 9 .. 土 土飯器 .8Jl (11.8)/(5.0)/2.3/3匂 色5YR6/6 13信-17柑勉

13佳・14 40 9 .. ニt 土師銭・高台付録 一/ー/残高1.8/5匂 色2.5t宵6/6 13信・17B7勉

13信・15 40 9 覆土 土節器・ 4、董? 一/5.M銭高1.8/619 合5YR6/6 131%-lZ35 

13a・16 40 15 彊土 土飯器 .8Jl -・/ー/獲高1.2/69 色5YR6/6 墨書『口』 ・慮外 13盆-388

13盆・17 40 15 軍土 土師器・琢 一/--/Jl1li0.7/29 色5Y官6/6 墨書 rOJ .底'!i- 13盆-Z69

13位・18 40 J5 覆土 土鋪器・鐸 ーー/・ー/8.5/39 色2.5YR6/8 墨書 fロ』 ・窓外 13{i-19Z5 

13信-19 40 15 覆土 土毎器・ 5事 ーー/ー/:筏1Ij0.4/49 合5YR6/6 墨書 rOJ ・底外 13盆-1486

13信・20 40 15 種主 須恵器・録 ーー/ー/銭高0.3/29 色5YR6/6 墨書 rOJ ・窓外 13盆-536

13信・21 40 9 竃内 土街認・蜜 (47.8)ーー/残高5.0/1949 合5YR5/4 13盆-13勉

13信・22 40 覆土 土獅器・霊 (48.6)/ー/灘高4.4/1ωg 合7.5YR3/2 13:住掻

13a-23 40 9 竃内 土鱒器 .I)、形聾 (l6.2)/--/:須高6.4/839 色2.5YR6/6 13盆-17汚

13盆・24 40 竃内 土飯器・聾 (22.4)/・・/:鶴湾3.8/619 合2.5YR6/6 13{i-17B3他

13a・25 40 9 覆土 宮是認・? 長さ2.8/1錨3.8/59 13金-15曲

【法量構iet口笛cm)/)怠径{cm)/;器高・残菌cm)/，霊屋'(g)の康巴記践し、例外ほそα濁度示しだ。怠お、 ( ) Iet:縫定僅、ーlet，計濁不能を示弘】
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Tab.4 出土遺物観察表4【14住・1""外ー6】
No. Fig Pl 位置 種媛 法量 色調・その他 昼害等・その笛位 注I2No.

14信・ 1 41 9.15 .. ニt I.i:釘.".f1 13. Z/6. 4/5. 2/7Z 8 色5YR7/6 亘書 τ言む子亘書事 14O!-718 

14信・2 41 9 盛土 土飯器・f1 11.8/5.2/3.9/9Zg 合5YR6/8 14ti-7Z4 

14信・3 41 9 1"土 土館醤・書事 (18.4)/(4.8)/4.:ν2Zg 1色5YR6/6 14ti-68勉

14信・4 41 9 1_:1:. 土l!Iiill.f1 (15.4)/.・・/残高3.2/3司g |色5YR6/6 14僅-7Z6

14信・5 41 9.15 富士 土師器・鐸 一/5.1.樹齢.8/Z，匂 金Z.5YR6/8 墨書『寵動』 ・底外 14:震・飽Z勉

14信・6 41 15 璽土 土留器 .J/II -・/6.ZI望書;;1.5/35g le7.5YR7/6 墨書『有量』 ・窓外 14ti-371勉

14信・ 7 41 9.15 III'I ドtl!liill・E 15.8/6.2/3.8V15Zg |色Z.5YR6/8 墨書『有幻・窓外 14ti-719ft!1 

14'盆・8 41 15 事E土 土偏援 .J/II --/，σ.8)1:獲高1.V1Zg |色5YR6/6 墨書 fロ』 ・露外 14ti-4ZZ 

14信・9 41 9 竃内 土銅器・鳳 15.4/7. 4/Z. 8/84g 1色5YR6/8 14ti-73Z 

14~盆・10 41 9 事E土 土箆醤 .J/II (15. 8)/(7. 8)/1. 8ZZg |色5YR6/6 14ti・514勉

14信・11 41 15 1竃内 土留器・録 -・/・・/・・/4g 台5YR6/8 亘書 f口J .雇扉 14ti・323

14~・12 41 15 豊量主 土銅器・涛 一/・・/・・/5g 合5YR6/6 墨書 fOJ ・底'11- 14ti-596 

14~・13 41 9 覆土 土師器・聾 --/9.Z/3.誘書湾4.8/31g |合Z.5YR3/1 141%・584

14信・14 41 9 事E土 土飯器・小形聾 一/6.8/5.8/77g 色Z.5YR3/Z 14信-717:勉

14'佳・15 42 9 竃肉 土師器・聾 (Z5.Z)/・・1:残高17.4.ノ'ZZ8g 色5YR5/4 141%-739ft!1 

14~・16 42 9 竃内 土師器・聾 (Z5.8)/・・/震高1Z.8/183g 色Z.5YR5/6 14隼・741盤

14信・17 42 9 覆土 土師器・11 (Z6.8)ー/須高6.Z/6匂 色7.5YR4/Z 14ti・7Z1

14信・18 42 9 覆土 土師器・霊 --/9.Ø/:袋Î~13.8VZ38g 色5YR3/1 14信・7Z8

14f$・19 42 1. 事E土 土師器・聾 -ー/(9.1)/ー/冨匂 金7.5YR4/Z 14信・173

14信・20 42 18 蜜土 銀器・? 長さ3.6/1緬6.Z/31g 14ti・763

15f$・1 42 18 竃肉 土宣車器・f1 (1Z. Z)/(5. Z)/4. Z/33g 色5YR7/6 15佳・骨億

15~-2 42 . 覆土 土鱒器・涛 α5. 8)/ --/f:I~事5. 8VZ3g 色5YR6/6 15ti・16

15'佳・3 42 16.15 事E土 土飯器・揮 -・/6.81i鶴湾1.8/1画面 色5YR6/6 墨書 fエ』 ・底外 151%-137 

15f$-4 42 16.15 置土 土信器.~事 1Z.Z/4. 8/4. 8V91g 会5YR6/6 亙書:JXJζ麗亦 15ti・13

15f$-5 42 18 竃内 土師器・高台付録 -・./7.M銭高'1.Z/61g 合18YR7/4 15ti・147

15~-6 43 15 覆土 土箆器・皿 -・./(4.8)1i残高1.1/15g 色5YR6/6 墨書 f釦』 ・窓外 15ti-6 

15f$-7 43 16.15 覆土 土師器 'J/II -・/6.M鶴湾1.3/34g 合5YR6/6 墨書 f金量』 ・体外 15ti-掴

15f$-8 43 1. .，内 土鋸器・聾 (Z7.4)/・・/残高3.2/678 合7.5YR5/3 15ti-143勉

1溝・ 1 43 18 竃土 土鑓器・量的ド 超大幅(54.8)/;寄'38.8/1O84g 合18YR6/4 L8・Z18飽

1溝・2 44 18 覆土 土笛器・軍rtJ1~ • 口径(48.8)，々書高7.5/178g 合7.5YR5/4 L8-Zo9勉

1湧・3 44 18 事直土 土師器・量抑ド 皇軍高6.8/94g 合7.5YR5/4 L8-Z3o 

1溝-4 44 1. 覆土 土飯器・軍事 (lZ. 4)/(6. Z)/4.3/Z7g i色Z.5YR6/8 墨書 fロ』 ・露外 L8・1Z7

1講・5 44 18 覆土 土師銭・霊 (16.8)/・・/残高9.4/7，匂 色5YR6/4 L8・169僧

1溝・ 6 44 1. 覆土 土師器.j;事 -・/・・/・・/4g 色25YR5/6 亙曹 f口J '4嗣 L8・169

1溝・ 7 44 15 軍土 土筒誌・揮 -・/・・/・・/1g |色7.5YR5/4 墨書 rロ』 ・体外 L8-75 

1溝・8 44 15 軍E土 土舗器・鐸 -・/・・/・・/8.3g 合2.5YR6/6 亘書 f口j '/A厩 KP-11411 

1溝 -9 44 15 置土 土甑滋・涛 ー・/--/--/3g |色2.5YR5/6 襲警 Iロ』 ・彦外 L8・134

J7.炭・ 1 44 1. J・7G 土毎器 'J/II 1Z.1/6.ov2.晶/33g |色18YR6/4 KP・13937ft!1

J7.反・2 44 1. J・7G 土箆器 .f1 lZ.4/宮.4/3.2/4現g |色7.5YR7/6 KP・13935

J7.炭-3 44 18 J・7G 土留器・車事 14.4/6.乙〆'4.8/158g 色5YR6/6 伊・13936

J7.炭・4 44 18 J・7G 土毎器・鐸 (13.2)/(6.8)/4.1/3匂 i色'7.5間 '/4 Kp.・14776

J7.炭・5 44 18 J・7G 量生器・釘 長さ3.7/4g KP・J7

J7.炭・6 44 18 J・7G 鉄器./a貌製品 長さ32.2/11.大信'5.1/lZ5g KP・14777

0・14:盤・1 45 18 0・14G 灰治陶器・蓋 幅1包VAi径1ν残高22/1323fj 合7.5Y6/1 KP・飽4僧

外-1 45 18 B-3G 土師器 f吉積} ・符 夜毎儒141:残高2.2/31g l色7.5YR4/3 KP・Z'出6

外・2 45 1・D・4G 石'I!i.道局 鯨 4.8.柑(3.8)13g KP・1ZZ75

外・ 3 45 1・D・4G 土師器・符 11/5/4.2/52g 色5YR邑V8 KP-341'3 

外・4 45 18 E・8G 土飯器・ 5事 (lZ.8)/--1í鰐~4.8/21g 色2.5YR4/6 KP-983Z 

外・5 45 E・8G 土鑓務・ 5事 (12.8)/--1i銭高3.ν'23g 合2.5YR4/6 即・98Z9

外・ 6 45 l' E・8G 土飯鐸・ 5干 一/5.81:鐸高1.4/42g 色5YR518 KP・1.145

【法量様窓口笛cm)/，底径(cm)/i器寓・掛電車cm)/i重量民g)の顕C記践し、例外はその醤溜示した。怠み ( )は縫定値、ーは開港不自Eを宕樗.} 
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Tab.5 出土遺物観察表5【外ー7r-v外ー56】

認告No. Fig PI 位置 種短 法量 色調・その他 墨書等・その部位 注箆No.

外・7 45 10 E-8 土師銭・坪 1Z.2/・・/4.6.メ189 合2.5YR5/6 KP-9830 

外・8 45 10 F・9 土銅器・涛 (13.Z)/ー-/残高4.0/1匂 色10YR6/6 κP-1639Z 

タF・9 45 10 H・5 土師滋・揮 (11. 8)/(7. 2)/4. Z/1匂 合5YR5/6 即-19663

外・10 45 10 G-1Z 土師銭・ 5干 (17.4)/ー/幾湾5.4/209 合5YR4/8 即-16358

外・11 45 1O H・.10 土飯器.j事 一/(4.6)/;残if{Z.z，々 19 色5Y宵5/6 KP・14780

外・12 45 19 H-12 土車E務・杯 一/(5.6)/;残高1.8/139 合Z.5Y官5/6 KP-148Z5 

外-13 45 19 Z・7 土飯器・符 (15.0)/(7.4)/4.0/2匂 合7.5YR5/6 KP-J7 

外-14 45 19 1-7 土毎器・録 12.Z/5. 4/3. 2/819 合7.5YR5/6 KP・189lZ

外・15 45 19 I・1Z 土師器・鐸 一/5.M須高1.4/Z29 色2目5YR4/6 KP・153Z9

外-16 46 II I・lZ 土鱒器・ 5干 -・/(6.8)/;袋虜1.4/14g 合7.5YR5/6 m・15316

外・17 46 11 J・6 土銅器・鐸 (12. 8)/(3.2)/2. 7/34g 色5YR6/6 KP・Z0183

外・18 46 11 J・6 土飯器・主事 lZ.0/吉.0/3.6/64g 色5YR5/6 KP・14919

外・19 46 11 J・7 土街器.j事 -ー/(5.6)/;残高2.0/189 色7.5YR3/4 即・14775

外-20 46 11 ]-10 土師器・軍事 (10.8)/(6.0)/3.8/399 色5YR5/6 KP-14Z09 

外-21 46 11 Z-10 土鏑銭・ 5事 (10. 6)/(5.2)/4.0/189 合5YR6/6 KP-13617 

外-22 46 11 ]-6 土師器・鐸 (15.0)/(5.6)/3.3/2匂 色7.5YR5/4 KP-13614 

外-23 46 II K・7 土錨器・揮 10.6/5.4/4.V5匂 色5YR6/6 即-lZ743

外・24 46 11 K-18 土師器・綜 一/4.8/:筏湾3.8/34g 合5YR5/8 KP・lZ614

外-25 46 11 K・11 土筒器・鐸 一/4.2/:残高1.4/319 色Z.5YR3/6 即-1848

外・26 46 11 L・9 土師器・主事 14.6/5.8/4.2/1339 色5YR5/8 KP-3ZZ51勉

外-27 46 11 L・10 土車E縫・軍事 13.4/5. 6/3. 4/44g 色5YR6/8 KP・3Z7Z5勉

外-28 46 16 L・13 土飯器 .ji干 一/(5.8)/;獲高1.4/139 合5Y宵5/8 KP・4864

j1.・29 46 11 L・13 土随縫・ 5事 --/(6.0)/:残高1.8/119 色5YR5/8 KP・48臼

外・30 46 II M・10 土師器・鐸 (13.6)/--/1.書高3.4/159 |色2.5YR5/8 KP-3Z815他

外・31 46 11 11-11 土節u.JiF -・/5.Z/;獲高1.4/189 |色2.5YR5/8 KP-33面Z僧

外・32 46 11 11-12 土師滋・ 5事 -・/6.2/:獲高3.4/1109 合5YR6/6 KP・33115

外-33 46 11 M・lZ 土飯器・ 2事 ー・/5.4/:獲高2.5/559 色5Y宵5/6 KP・M・lZ

外-34 46 11 11-13 土筒器・軍事 (11.8)/--/:残高3.4/24:量 色5YR6/8 KP・31844勉

外・35 46 II M・13 土師器・ JiF 一/5.0/:獲高'1.4/36g 色5YR6/6 KP-48Z1 

外・36 46 11 7ル，~'f 土樋器・鎌 (10，0)/(5，4)/4.0/219 色5YR6/8 KP-7~1i:-f 

外・37 46 16 B・3 土師器・ 5事 一/5.4/:獲高1.0/14g 色7.5YR6/4 昼書 fロJ ・窓外 KP・19942

外・38 46 12.16 8・5 土飯器・録 一/5.0/:残高1.6/1匂 色5YR6/6 墨書 r-hJ ・底外 KP・18419

外・39 46 16 B・6 土飯器・軍事 -・/(4.4)/:幾高2.4/99 色5YR5/8 墨書 fエカtJ ...外 KP・18488

外・40 46 16 B司6 土師務・鍔 -・/ー/残高0，8/59 色5YR5/8 墨書『口IJ ...外 KP・18499

外-41 46 16 8-9 土輝総・鍔 ーー/(5.0)/:残高1.4/99 合5YR5/6 墨書 f匂うd・窓外 KP・16898

外・42 47 16 8・6 土師器・涛 一/ー/:残高'0.4/3.79 色7.5YR5/4 墨書 fロj ・窓外 KP・16528

外・43 47 16 B・6 土節器・坪 ー・/ー/残高1.6/0.99 合5YR5/6 墨書 fロJ ・体外 KP-16513 

外・44 47 16 c・4 土獅器・符 --/ー/残高0.5/79 色5YR5/6 昼書 fロJ ・底外 伊 -21991

外・45 47 16 (-9 土師銭・鐸 --/ー/獲高8.5/129 色2目5Y胃5/6 墨書『エ』 ・窓外 KP・16739

外・46 47 16 D・8 土筒器・主事 -・/・・/銭高0.2/29 色5YR5/6 墨書『ロJ ・窓外 KP-16678 

外-47 47 16 0・8 土節器・五干 一/ー/残高1.4/4且 色5YR5/6 昼書 fロJ ・体外 KP-16668 

外・48 47 16 0-8 主筋銭・軍事 一/ー/:残高8.5/19 合5Y宵5/6 墨書『口J ・窓外 KP・22383

外-49 47 16 D・9 土飯器・ JiF 幽・/ーメ獲高0.2/0.59 合7.5Y宵5/6 墨書『口J ・底外 即-16525

外・50 47 16 0-9 土師器・ JiF -ー/ー/銭高8.2/8.19 色5YR5/6 墨書 fロ』 ・窓外 w・9262

外・51 47 16 0-9 土師器・ JiF 一/5.1/:銭if{0.6/14g 色5YR4/6 墨書『仁』 ・底外 KP-9321 

外・52 47 16 0-18 土師器 .JiF 一/4.6/策局0.5/19 合7.5YR6/6 墨書 f乙幻・窓外 KP-11O65 

)外-53 47 16 0・17 土節8・JiF 一/(4.6)/:残高0.6/59 色7.5YR6/6 墨書 fロ』 ・底外 KP-26697 

t 外・54 47 16 0-18 主筋器・鍔 一/(6.6/残高Z.2/229 合5YR5/6 昼書 fロIJ • J1!l外 伊 -26543

外・55 47 1:1.26 0-18 土(IP;器・主事 一/5.8/:須高0.2/539 色5YR5/6 昼11rOJ ・体外 Kp-27096 

外・56 47 16 D・18 土鱒器・軍事 一/ー/獲高0.Z/19 色5YR5/6 墨書 fロ'J .底外 KP-28599 

【法量欄1;1口笛cm)/，底径(cm)/i器高・残菌cm)/，霊童(g)の康C記践し、例外はその都度示し定。怠お、 ( )は推定優、ーIct.苦情亦能を示</0] 
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Tab.6 出土遺物観察表6【外57r"OJ外-106】

認告No. Fig PI 位量 種類 法量 鐙考 注8eNo. 

外・57 47 16 0・18 土師詩・SF 一//ー/銭高8.3/19 色5YR5/8 墨書 f口j ・窓外 KP-Z851Z 

外・58 47 16 E・4 土箆器・揮 --/ー/j残高0.5/39 色5YR5/8 墨書『ロ』 ・窓外 KP-1O9Z3 

外・59 47 16 E・4 土師鑓・録 一/ー/第~0.7/69 合5YR5/8 墨書 fロJ ・窓外 KP-Z09ZZ 

外・60 47 16 E・4 土豊富器・鍔 一/ー/虜虜8.7/79 色7.5YR6/6 墨書 fロ』 ・窓外 KP・18985

外-61 47 16 E・4 土飯器・鐸 ーー/--/j残高0.8/49 色7.5YR5/4 墨書『ロ1 .ー窓外 KP-18984 

".・62 47 16 E・10 土防器・書事 --/--/1.獲高晒.8/59 合2.5YR5/4 墨書 fロ』 ・窓外 KP・10107

外・63 47 11..16 E・18 土鱒器・軍事 一/(6.6)1，残~2.4/239 合2.5YR4/8 墨書 Iロ』 ・窓外 KP-98Z8 

外・制 47 16 F・9 土飯器・符 --/ー/銭高0.4/59 色5YR6/6 墨書 f口1 .雇孫 KP-906S 

外 -65 47 16 6・4 土師器・鐸 -ー/ー/11，高0.9/109 色7.5YR5/4 墨書『ロ1 • J雇外 KP-Z10Z8 

外・66 47 16 H・7 土侮器・SF 一/4.8/:筏高1.1/19g 色5YR5/6 墨書 Tモ!JJu ・底舛 KP-ZZ847 

タト67 47 16 H・9 土箆器・SF 一/ー/11~0.5/39 色2.5YR5/6 墨書 I愚主』・底舛 伊・13319

外-68 47 16 H・9 土跨器・書事 ー・/ー/獲高0.5/49 色5YR5/6 墨書 fロJ ・底~ KP・13893

外・69 47 16 H・9 土飯器・ 5事 -・/ー/須高'0.3/Z9 合5YR5/6 昼書『ロ』 ・底外 KP-lZ911 

外・70 47 16 H・1自 土邸器・鐸 -ー/ー/j残高'0.5/39 合2.5YR4/8 墨書円台j ・窓外 KP・9470

外・71 47 16 H・9 土飯器・杯 -・/ー/残高1.3/129 色5YR6/5 墨書 fロJ ・慮外 KP-13898 

".・72 47 16 H・11 土師器・ 5事 -・/ー/須高0.3/29 色2.5YR5/6 墨書『ロ』 ・慮外 KP・10098

外・73 47 16 H・13 土領器・杯 -・/ー/焼膚8.3/Z9 合7.5YR6/6 Ifi口1 'Il掛 KP・1131

外-74 47 16 H・14 土廊器・SF -・/ー/J残高0.5/59 色7.5YR6/6 墨書 fロJ ・窓外 KP-Z308 

外-75 47 16 H-14 土師器.11事 -・/ー/j震膚0.5/39 色5YR5/8 墨書 (01 ・窓外 KP-ZZZZ 

外・76 47 16 I・5 土銅器・SF 一/5.M幾湾1.0/109 色5YR6/6 墨書『ロJ ・底外 KP-Z1368 

外-77 47 16 I・6 土磁器・録 一/ー/銭高'0.8/89 色5YR5/8 墨書 f口1 • /1.跡 KP-14687 

外・78 47 16 I・6 土.. 宮'SF -・/(6.8)/j残高1.2/139 色5YR5/8 墨書 fロJ ・底外 KP・14441

外・79 47 16 I・6 土鏑器・鍔 -・/ー/j残高0.4/19 合5YR5/6 墨書 fロ』 ・窓~ KP-14108 

外-80 47 16 I・6 土鏑器・涛 一/ー/獲高0.4/19 色5YR5/6 墨書 fロJ ・底外 KP-14417 

外-81 47 16 I・7 土飯器・SF -・/ー/j鶴湾0.4/19 色5YR5/6 墨書 fロJ ・窓外 KP・13930

外・82 47 16 H・14 土師器・事事 -イー/残高0.4/19 色5YR4/8 重喜『口~孫 KP-ZZ4Z 

外・83 48 16 I・7 土庫E器・書事 一/4.6/:傍~0.7/189 色2.5YR5/8 墨書~雇孫 KP-1Z975 

外・84 48 16 Z・8 土師器・琢 -・/・・Il残高0.5/39 合5YR5/6 墨書『ロj ・底外 KP-10711 

外・85 48 16 I・9 土師銭・揮 一/ー/銭高0.Z/19 合5Y宵4/8 墨書 f工主』 ・窓外 即・10494

外・86 48 16 I・9 土毎器・ 5事 一/ー/11~0.4/39 合2.5YR5/8 墨書『ロ~". KP-1Z653 

外・87 48 17 I・9 土師器・涛 -・/4.4/j幾高0.8/109 色5YR5/87 墨書 fロ」 ・窓外 KP・897Z

外・88 48 17 I・9 土偏務・事事 -・/5.8/:残虜1.0/7g 色5YR5/8 墨書 fロJ ・窓外 KP・18315

タト89 48 17 1-9 土師器'SF -・/・ー/残高3.4/8g 色5YR5/畠 昼書『ロJ ・体外 KP-8755 

外・拘 48 1.1.17 1-10 土毎器・停 11.0/4.5/4.3/61g 色5YR5/8 墨書 fロj ・箆外 KP-854Z 

外・91 48 17 I・10 土鏑量量・主事 -ー/・・/j虜~0.4/1g 合5Y宵4/8 墨書 (0) 子麗孫 IKP-7180 

タト92 48 17 I・10 土領銭・書事 -ー/ー/j甥~0.8/Zg 合5YR5/8 墨書 fロj ・窓外 KP-Z403Z 

タト93 48 17 Z・11 土師務・SF -・/・・Il残高4.0/9g 色2.5YR4/8 墨書 f口J ・体外 KP-687Z 

外-94 48 17 Z・14 主面醸'SF 一/ー/媛高1.8/3g 色5YR5/6 墨書 fロJ ・体外 KP-6351 

外・95 48 17 I・15 土飯器・録 -ー/ー/鑓~0.9/5g 色5YR4/4 昼書 f口J 弓彦外 'KP-Z3349 

外・96 48 17 J・9 土直言器・鐸 -・/ーIl虜虜1.0/39g 合5YR5/6 墨書 f百71) ・底外 KP-8731 

外・97 48 17 J・9 主扇藷'SF -・/ー/j残高1.6/1g 色5YR5/8 重蚕 f口') .体外 KP-8748 

外・98 48 17 J・9 土飯器・ 5事 -・/-・/11~0.5/4g 色2.5YR5/8 昼書 fロ』 ・窓外 KP-10Z95 

外・99 48 17 )-9 土廊銭・ 5事 -・/ー/j残高官.4/3g |合5YR5/8 Dio)奇跡 KP・10675

外・100 48 17 J・11 土毎器・坪 -・/ーIl鍵寓2.8/7g |色5YR5/6 墨書『ロ) .体外 KP・616Z

外・101 48 12.17 J・1z 土師器・揮 一/4.M須高1.4/15g |色5YR6/8 墨書 fヱ幻・塵外 KP・14Z16

外・102 48 17 )-5 土師縫・符 -・/・・/J残高0.6/3g 色5YR6/8 墨書 (0) ・底外 KP-ZZ616 

外-103 48 17 3・12 土師務・SF -・/ーIl獲高2.0/Zg 色2.5YR4/6 墨書『ロJ ・体外 KP-63Z9 

外・104 48 17 )-14 土阪務・事事 -・/(7.4)/j残~1.0/7g 色7.5YR5/8 墨書 fロ』 ・窓外 KP-516 

外・105 48 17 3・14 土事事器・書事 -ー/ー・/J残高0.5/3g 色5YR5/6 昼書 fロ') -JJJ!I- KP圃4889

外・106 48 17 J・14 土師滋・鐸 -・/ー/j残高0.5/4g 色5YR6/8 墨書 fロj ・底外 KP・3853

【法露榔'etO箇cm)/I底径(cm)/i器高・残高(cm)/'霊盤(g)の煩E記織し、例外はその都度示し定。芯お、 ( ) Iet:縫定健、・ーi括協V問Eを示す。]
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Tab.7 出土遺物観察表7【外-107'"外-156】

謹告No. Fig PI 位置 種類 法量 色調・その他 昼害等・その部位 注leNo.

外・107 48 17 J・14 土偏鑓・坪 一/ー/須高'0.7/4g 色7.5YRS/8 鍾望書 fロu.窓外 同p・4443

~・108 48 17 J・14 土筒器・寄 一/ーIl鶴湾'0.6/1g 色7.5YR5/4 墨書 rロ』 ・底外 KP・T・ω
外・109 48 17 J・14 土陣器・量事 一/ーIl残高0.6/6g i色10YR6/ヨ 墨書 fロ1 • JJl1l- 即-22673

外-110 48 主? J-14 土師器・軍事 -・/ーA残高0.4/1g 色2.5YR4/6 屋書fロ1 .雇調 伊・3oso

外-111 48 17 J-15 土師器・涛 -・/・・/獲高0.5/6g i色5YR6/6 昼書 fロ』 ・底外 KP-3743 

外-l1Z 48 17 J・16 土毎器・琢 -・/ーIl残高8.8/4:勾 色5Y宵5/8 重重 IロJ ・弔酬 KP-3338' 

外・113 48 17 K・9 土飯器・鐸 -・/4.6/!f~0.5/21g 合5Y宵6/6 墨書 f内111 ・車外 KP・11.12

外・114 48 22.21 K・10 土鹿器・縛 -・/(4.6)1l繍高3.骨V19g 色5YR5/8 昼書 fロ』 ・底外 KP・11911

~・115 48 22.冒 K・18 土箆器・~ 10.2/(5. 6)/4. 0/27g 色5YR6/6 墨書 fロ』 ・鹿外 KP・16.98

外・116 48 12.1.7 K・14 土飯器・涛 一/(7.0)1l鱒~~2.0/2Øg 色5YR5/8 墨書 fロ1 .4針 IKP・，5818

外・117 49 17 K・14 土康器・鐸 一/--/J残高8.3/1且 色5YR5/8 墨書 fロJ ・底外 KP・1612

外・118 49 17 K・14 土師器・揮 ーノー/灘高8.3/1g le7.5YR4/6 墨書 fロ』 ・底'If. KP-6351 

外-119 49 17 K・14 土毎器・書事 -・/ーノ1Jl~1.4/3g 金5YRS/8 昼書 fロ』 ・体外 伊・16ω

外-1Z0 49 17 K・14 土飯器・鐸 -・/--/!f~0.3/1g 色5YR5/6 昼書『ロ1 .4外 静・，35悶

外・1Z1 49 17 K・15 土師醤.~事 -・/--/!fil寄'1.8/1g |合5YR5/6 墨書『ロ』 ・体外 w・29819

外・1ZZ 49 17 K・16 土鯖器・鐸 -・/--/!fil寄8.5/3g 会5YR5/3 昼Iif01 .亙頭車 KP-31436 

タト1Z3 49 17 K・16 土飯器・鐸 -・ノ'--/!f~8.2/1g 会5YR5/3 墨書 fロu. JJlIf. KP・31438

外・1Z4 49 11 K・16 土師銭・軍事 -・ノー省高2.8/1g 色5YR5/8 墨書 fロ』 ・体外 KP・31460

タト1Z5 49 17 K・16 土飯器・鐸 --/ー/残高1.3/1g 色5YR6/8 墨書 f01 ・体外 即・3z嗣F

外・1Z6 49 17 K・17 土箆器・揮 一/・・/残高1.4/3g 色5YR5/8 墨書 fロ1 • JJlIf. KP・31147

~・1Z7 49 17 L・8 土毎器.~ -・/--/!f~1. 0/3g I {!2. 5YR5/6 墨書『ロJ 司臨 KP・15156

".・1Z8 49 17 L・9 土節器・涛 ーノー/須高8.7/1g 色5YR4/8 昼書 fロ』 ・体外 KP・4175

外・1Z9 49 17 L・9 土箆器.~事 一/ーノJ残高1.6/1g 色5YR5/6 墨書 fロ』 ・体剣 KP-4155 

外・130 49 17 L・12 土留器・鎌 ーノー/銭高8.6/1g 色5YR5/8 墨書 fロu.底外 伊・24副

".・131 49 17 1-12 土師器・ 5事 ー・/・・/銭高2.8/2g 台5Y宵5/6 墨書 fロu.体舛 KP・2478

外・13Z 49 17 L・12 土箆器・量事 一/ー/須高0.7/3g 金5YR6/6 墨書『ロ』 ・彦外 即・3235

外-1謁 49 17 L・16 土留器.~ -・/ー/見書'~8.4/1g 色5Y宵5/8 昼書 fロロ』 ・窓外 即・38578

外・134 49 22.21 L・12 土師器.~事 -・/吉.4調高2.2/38g 合5YR5/8 墨書 f山中J 工雇外 即・3215

外・135 49 17 M・12 土飯器・鐸 -・/ー/灘高官6.0/4g 合7.5YR5/6 墨書 f口』 ・体舛 即・5935

外・136 49 17 M・12 土師器・~ 一/(5.2)1l鑓高"1.6/9g 包5YR5/6 昼書 f臼』司嗣 w・5924

タト137 49 18 M・15 土師銭.~ -・/(5.4)1官.5/8g |色5YRS/8 昼書 f口1 '1.跡 伊-2583'

外・138 49 18 M・15 土信器・書事 -・/ーIl湾高"0.5/1g |色5YR5/6 .""ロJ ・底舛 KP-29349 

外・139 49 18 14-17 土箆器・書事 -・/・・Il残高"0.5/2g 色5Y宵5/8 墨書 rOJ .4外 KP・29124

外-140 49 18 M・18 土銅器.~ --/--Il重量高8.6/1g 色5YR5/6 墨書『口』 ・底'11 伊・295.1

外・141 49 18 M・18 土師器・~ 一/--Il残高2.0/2g 色5YR5/6 昼書 r01 奇跡 KP-30499 

外・14Z 49 22.21 M・18 土箇器・軍事 12.0/5.0/4.1ノ'88g 色5YR518 墨書 f鰐』 ・怠'If. KP-3153B 

~・143 49 18 M・18 土飯器・奪 -・/--，銭高8.5/1g 色5YR516 墨書『ロ1 .1ll1l- KP-29543 

外司144 49 18 N・13 土信器・量事 -・/(4.8)1l残高5.0/8g 合5YR6/6 昼書 rOJ ・底'11- 即・31816勉

外・145 49 18 N・13 土飯器・揮 一/(4.4)/8.6/9g 合5YR5/6 墨書 r01 ・底舛 即・28552

~・146 49 18 5ト/1>:予 土飯器・鐸 (15.8)/(7.0)~残高4.4/2匂 色5YR6/，畠 昼書 r@) 1 • JJlIf. w・5~/I:tf

外・147 49 18 7~/I~f 土師鑓・書事 -・/・・/・・/3g 合5YR6/6 墨書『口J ・底舛 KP-7~/I:tf 

外 -148 49 18 7~/I~"子 土師鐸.~事 -・/ー/残高8.8/4g 合5YR5/6 ..TDj・JJl1l- KP・7~/I;チ

外-149 49 18 7~/I>:チ 土師器・~ -・ノー/獲高2.0/1g 台2.5YR4/8 墨書 r01 弓踊 KP・1537

外・150 49 18 7Mf 土毎器・ 5事 一/・・/須高"5.8/2g 色5YR516 昼書『ロ1 '.11- KP-7ル万

外-151 49 18 16M/:汚 土銅器・涛 -・/ーIl虜~0.4/19g 色7.5YR5/3 墨書 fロ』 ・窓'11- w・16仲:tf

~・15Z 49 18 Iflj震 土領書事・量事 ーー/ーザ甥.0.4/12g 色5Y宵5/8 墨書 r愚量』瓦雇孫 即・11363

".・153 49 18 表提 土毎器.~ -・/ーIl甥高7.0/13g 色5YR5/6 鍾書 fロ』 ・底外 伊・33256

外・154 49 18 義援 土留器・量事 ー・/・・/!f~1.8/1g 色5YR3/6 昼書 fロ』 ・体外 KP・14742

タト155 50 18 A・4 土傷器・穿 一/ー/震高"5.0/2g 色7.5YR6/6 jsザf〆1 .扇扉 KP・18回3

外・156 50 18 J-11 土毎器・鐸 -ー/(4.4)/;語f~0.8/7g 合5Y宵5/6 陽刻 r̂，1 .4外 KP・15柑2

【注量様ほ口笛cm)/，底衝cm)/i器高・残蔵cm)~重量匂}の顕乞記臨し、即悔その都度示した。怠み ( )ほ縫定値、ーは討源不能を示竜丸】
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Tab.8 出土遺物観察表8【外-157'"外-206】

報告No. Fig Pl 位置 種類 法量 色調・その他 昼害等・その部位 注記No.

外・157 50 11.18 D・9 土街器・坪 11.2/5.6/4.4/959 色5YR6/6 線刻(斗 J ・窓外 KP・16522

外-158 50 11.18 Z・11 土師器・揮 --/(9.8)/1:1~2.0/799 色5YR5/8 制 l討J ・働 KP・6273

外 -159 50 18 )-11 土飯器・涛 -・/ー/残高0.8/69 合5YR5/6 •• r:l<J ... r J/J _，舟 KP・6119

外-160 50 12.18 -2-4 土傷器・主事 11.0/6.4/3.8/1039 合5YR6/6 墨書『出向婦劃 f今』副 KP-20494 

外・161 50 11 E-8 土鱒務・高台付録 -・/6.0/:残高2.4/2匂 色2.5YR5/6 KP・12614

外・162 50 11 8-6 土師器・高台付鉢 16.4/(8.0)/5.6/639 合7.5YR4/6 KP・17430

外・163 50 11 N-15 土師器・高台付鉢 ーー/8.4/;鑓;1;2.2/259 色5YR5/6 内函黒色処理 KP-24845勉

外-164 50 18 16ルンF土続器・高台付坪 一/6.8/:獲高2.2/309 合5YR6/8 舟iIi.f!J... rOJ _，舟 即-16~v~f

外・165 50 12 I・7 土師滋 .Jlll 12.0/5.4/2.2/899 色5YR5/6 KP・18釘9他

外・166 50 12 1-13 土銅器・血 ーー/(6.0)/:残高1.0/219 色5YR4/4 KP・15508

外・167 50 12 I・11 土飯器 .Jlll 一/(5.8)メ1.0/219 色5YR5/6 KP・6845

外-168 50 12 1-13 土飯器 .Jlll -ー/(5.8)/:残高1.5/299 色2.5Y宵5/6 KP-6926 

外・169 51 12 H・9 土飯器 .Jlll 一/(7.2)/:銭高2.6/409 合5YR6/6 KP・14799

外・170 51 12 )-10 土師器 .Jlll α6.4)/ー/震虜2.7/239 色2，5YR5/6 KP-6715 

外・171 51 12 )-12 土師器 .Jlll -・/(5.8)/:残高1.4/289 色7，5YR6/6 KP・13461

外・172 51 12 3・14 土師銭 .Jlll ー・/(5.0)/:残高1.4/459 合5YR6/6 KP-1288 

外-173 51 12 L・9 土侮器 .Jlll 13.4/5.0/3.2/7眠g 合5YR6/8 KP・32660勉

外・174 51 12 L-13 土飯器 .Jlll -・/(5.4)/1.4/159 色5YR5/6 KP-4864 

外-175 51 12 K・14 土飯器・血 12.0/5.0/1.7/799 色5YR5/6 KP・5456

外・176 51 12 N-11 土飯器 .Jlll (12.6)/ー/残高1.8/219 色5YR6/8 KP・13師

外・177 51 12 N・12 土師器 .Jlll 11.2/5.6/1.8/679 色2.5YR5/8 KP・343桝勉

外-178 51 12 N-12 土師器・皿 12.0/4.8/2.0/77旨 色5YR6/6 KP・34297他

外・179 51 12 N・13 :J;(JJg.Jlll 9.6/4.0/1.8/259 色5YR3/6 KP-31799勉

外-180 51 12 16トレン?土飯器・皿 13.0/6.4/2.3/669 色5YR5/6 KP・16ル万

外・181 51 1.1.11 (-8 土銅器 .Jlll ー・/(5.6)/:震湾1.1/23g 色5YR6/8 昼書『ロJ ・庭外 KP・16827

外-182 51 18 D・3 土師器 .Jlll --/ー/残高畠.3/59 色2.5YR5/6 昼書 fロJ ・窓外 KP-16299 

外・183 51 18 D・9 土師務・湿 ー・/(7.6)/1:1;1;1.0/79 色5YR5/8 憂書 f口J .瓦訊 KP・10902

外-184 51 18 0・10 土産車器・血 -・/(5.0)/;銭高1.0/1匂 色5YR5/8 墨書 fロJ ・底外 KP-8998 

外・185 52 11.18 D・8 土産事務・血 (15，0)/(8.0)/2.9/38g 色5YR5/8 墨書 f西方J ・体外 KP-27147 

外・186 52 11.18 6・12 土師器 .Jlll (16.2)/(6.8)/3.4/529 色2.5YR5/6 墨書 flコJ ・底系 KP-16378 

外・187 52 18 H-6 土師器 .Jlll --/(6.8)/;残高1.1/139 合7.5YR5/4 墨書『実ロ』 ・4寧塵外 KP-10343 

外-188 52 18 )-11 土節錯 .Jlll -・/--/;残高0.8/69 色5YR4/6 墨書 f床hJ ・慮外 KP・7511

外・189 52 18 )-14 土師滋 .Jlll -・/(6.4)/;凝虜1.4/219 色5YR6/8 墨書 f口J ・窓外 KP-3020 

外・190 52 18 )-15 土簡裁 .Jlll 一/ー/鍔高0.7/79 色5YR5/8 墨書『ーロhJ • 喜界 KP・23481

外・191 52 18 1・16 土師器 .Jlll -・/ー/震虜'1.1/79 色5YR6/8 墨書 f口』 ・底外 KP-32876 

外・192 52 18 K-15 土街器 .Jlll -・/・・/第広'1.2/119 色5YR4/6 墨書 I口J ・底外 KP-15874 

外・193 52 18 L-8 土師器・思 -・/ー/銭高1.0/209 色5YR6/6 夏膏 f口J .鳶芥 KP・15874

外・194 52 18 L-10 土節譜 .Jlll -・/7.2/:残高1.5/839 色5)官5/8 昼書 f今」 ・底外 KP・13540

外・195 52 18 L・11 土師務・血 ー・/ー/残高1.自/89 色7.5YR5/4 昼書 rOJ・窓外 KP・26887

外-196 52 18 M・10 土師縫 .8/l -・/ー/援高0.9/69 |色7.5YR5/4 墨書 fロ1)'体外 KP・32824

外-197 52 18 L・15 土鱒器 '8/l 一/ー/:幾高1.1/69 合5YR5/5 昼書 fロJ ・底外 KP-30250 

外・198 52 18 N・17 土街器 .8/l 一/(5.4)/;残高1.1/129 色2，5YR5/6 墨書 fロj ・底外 KP・29191

外-199 52 18 8-3 土師器 '8/l 一/(5.0)/;獲高1.1/129 色5Y宵5/6 線!ilJrTJι盛夫 KP-19846 

外-2OO 52 18 0・8 土飯器・血 -ー/(5.2)/:残;1;1.2/759 色5YR4/8 線刻 r，;t)J ・窓外 KP-9579 

外-201 52 18 Z・11 土OJg'8/l -・/ー/残高1.2/119 色7.5YR6/6 線刻 r~ J ・底外 KP-7871 

外-202 53 12 0・17 土飯器・蓋 (17.0)/(6.0)/2.6/809 合5YR5/8 KP-27062勉

外・203 53 12 14-10 土師器・益 つまみ径2.4/:筏高2，8/60g 合2，5YR5/8 KP-32829勉

外-204 53 18 1-12 土師器 '11 -ー/ー・/J残高0.8/29 合5YR6/8 鍾書 fエj}j ・体内 KP-15259 

外-205 53 12 6・5 土毎器・鉢 20.6/8.0/7.2/2189 合7.5YR6/6 内面黒色処理 KP-20566 

外-206 53 12 K・7 土飯器・霊 -・/(10.4/，残高4.0/2司自 色2.5YR4/4 KP-1l999 
一一一L一一一

【法量櫛1et口笛cm)/，底径{cm)/i器高・残高(crr，)/;重量(g)の額巴記裁し、例外はその都度示し定。怠お、 ( ) Ict縫定値、 --Iet，針演同鳴を示す。}
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Tab.9 出土遺物観察表9【外-207"'"外-256】

認告No. Fig PI 位置 種媛 法量 色調・その他 墨書等・その他 注9eNo.

外-207 53 12 H・9 土飯器・聾 (40.0)/--/;獲高5.0/29p 色5YR4/4 KP-10155 

外・208 53 12 I・12 土釘器・聾 (36.0)/--/;残高4.0/55g 色5YR4/4 KP-13505 

外 -209 53 12 I・12 土臓器・聾 (42.0)/--/;銭高4.0/68g 色7.5YR3/3 KP・15421

外-210 53 lZ J-12 土飯器・聾 (25.8)/--/;笈i'3i7.0/72g 色2.5YR3/4 KP-15312 

ガ-211 53 lZ J・12 土飯器・彊 (18.0)/ーー/残高3.4/3匂 合5YR3/4 KP・14577

外・212 53 12 J-7 土師務'. (26.4)ノー/;獲高4.0/42g 金7.5YRZ/2 KP・15451

外-213 54 12 L・10 土続器・霊 ーー/(6.0)/;媛i'3i4.8/29g 色2.5YR4/4 KP・15040

外-214 54 lZ 1-11 土梅器・量カマド -・/ー/残高6.4/54g 色5YR4/3 KP・6277

外-215 54 lZ J-9 土師器・置カマド -・/ー/残高12.8/136g 合5YR4/4 KP・10316

外・216 54 12 0・18 灰理由陶器・歪 一/11.8/j残高10.0/598g 色2.5GY4/1 KP・27151他

外-217 54 lZ q・19 灰理由陶器・蓋 (17. 0)/(8.4)/4. 8/40g 色2.5Y8/1 KP・26508勉

外-218 54 12 0・9 須恵器・霊 ーー/(17.0)/;凌i'3i4.0/180g 色2.5GY6/1 κP-9281 

外-219 54 12 I・11 須恵器・ lf -・/ー/;震高8.2/37g 色2.5t官4/3 KP-6252 

外-220 54 13 H-16 須恵器・璽 -・/ー/残i'3i3.2/9g 色2.5GY4/1 KP-25948 

外・221 54 l3 L・12 須恵器・璽 -岨/ー/;残高18.5/317g 色5GY6/1 KP-3494 

外-222 54 13 M・13 須恵器・霊 一/(18.4)/;筏'i'3i4.6/93g 合N4 KP-33103 

外・223 54 13 H-16 須恵器・聾 ーー/ー/銭高9.0/106g 合7.5GY4/1 KP-25945 

?f.・224 54 13 N・18 須恵まS・図耳歪 --/ー/;残高3.0/16g 色2.5GY5/1 KP・25510

外・225 55 13 P-14 須恵器・四耳盛 -・/ー/;銭高3.1/209 色5PB4/1 KP-25527 

外・226 55 13 P-14 須恵器・聾or.筆 一/ー/残高2.9/31g 合10GY4/1 KP・25531

外-227 55 13 P-14 須恵器 '/60r，霊 -・/ー/;残高3.4/13g 色10BG3/1 KP-25528 

外-228 55 13 p・14 須恵器・彊~rlf -・/ーA残高20.5/291g 色10GY4/1 KP-25534勉

外-229 55 l3 P-14 須恵器 ，fIor蜜 -・/・・/残高8.8/52g 色10GY4/1 KP-25532 

外・230 55 l3 P-14 須恵器 ，fIor，歪 -・/・・J残高7.6/50g 色10GY4/1 κP-25515 

外-231 55 l3 P-14 須恵器・聾or，蜜 -・/・・/残高3.4/18g 合10BG3/1 即-25746

外・232 55 l3 P-14 須恵器・室町蜜 -・/・・/残高5.0/28g 合10GY4/1 KP・25525

外・233 55 13 P-14 須恵器・蜜or，霊 -・/ー/媛i'3i6.8/48g 合10BG3/1 KP-25535 

外・234 55 13 P-14 須恵器・ /6or，盛 ーー/ーー/残高5.2/60g 合10GY4/1 KP-25526勉

外-235 55 13 P-14 須恵器・獲or，霊 一/ー/袋高5.6/57g 色2.5GY5/1 KP・25750

外-236 55 13 P-14 須恵器・聾or.霊 一/ー/，銭高2.6/12g 色10GY4/1 KP-25537 

1外-237 55 l3 P-14 須恵器・聾。p盛 -・/ー/;残高3.4/11g 色10G3/1 KP-25516 

外-238 55 l3 P-14 須恵器・聾。p盛 -・/・・/残高4.自/16祖 色58G4/1 KP-25523 

外-239 55 l3 P-14 須1j，器・聾。v盛 ー・/ーーA残高4.4/12g 色58G3/1 KP・25752

外-240 55 13 P-14 須恵器・雲町蜜b 一/ー/残高3.4/15g 色584/1 KP・25747

外-241 55 13 P-14 須恵器・霊~r霊 一/ー/;銭高2.8/11g 色108G3/1 KP・25511

外-242 55 13 P-14 須~器・ .or，盛 一/ー/;残高11.6/149g 色58G3/1 KP・25519他

1外・243 56 18 G-4 須恵器・ J;F -・/・・/;残高8目8/12g 合5G5/1 墨書 fヱカ'J '底外 KP-16118 

I?f.・244 56 13 I・13 土製品・? i'3iさ7.0/1偏8.0/157g 色5YR5/6 KP-22370 

外-245 56 13 L-6 土製品{土鍾} 信3.4X4.0/15g 色5YR5/6 KP・21411

?f.・246 56 13 8-3 鉄製品・? #l2.4X3.0/2g KP-19815 

".・247 56 13 8-4 鉄製品・? 長さ2.6/，緬1.4/1g KP・17511

外-248 56 13 8・6 |鍛l:iill' ? 長さ3.2/，錨8.0/19g KP-179O6 

外・249 56 l3 B・6 鉄製品・釘? 長さ6.0/7g KP-18265 

外-250 56 13 0-8 鉄製品・釘 長さ8.0.以上/22g KP・15990

外-251 56 13 1-13 1鉄製品・刃先 長e!3.4/'緬3.5/8g KP-1018 

外-252 56 l3 J-5 鉄製晶・鉄環 信.3.2X2.4/9g KP-15471 

外・253 56 13 J・6 鉄製品・万子 長さ5.4/3g KP-14182 

外・254 56 13 J-12 量生重量品・刀子 長さ4.6/3g KP-2034 

外・255 56 14 K・6 鉄重量品・火打金 残存錨5.0/7g KP-24116 

外・256 56 14 K-14 鉄製品・刃子 主書存長10.6/12g KP-22712 

{法量機1etO重量cm)/，底径(cm)/i器高・聖書道(cm)./;重量(g)の顛E記践し、例州etそα濁度示し主主。なお、 ( )ほ縫定値、 -letE七潟不能を示す.] 
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Tab.10 出土遺物観察表10【外-257r-v外ー270】

報告No. Fig PZ 位置 種類 法量 色調・その他 墨書等・その部位 注記No.

外-257 56 14 L・7 鉄製品・? 幅2.3X2.3/4g KP-ZZ984 

外-258 56 14 L・15 鉄畿晶・鉄環 幅.2.4X2.4/6g KP-Z6097 

外-259 56 14 7ト砂子 鉄製品・釘 長さ3.0/2g KP・7妙汐

外-260 56 14 16トb i鉄観晶・釘 残存長2.7/2g KP・16ル汐

外-261 56 14 18~1t 鉄製品・釘 長さ7.0/3匂 KP-18ル万

外-262 56 14 18トレ |厳11/，凋・刀ヂ 残存長5.8/4宮 [KP・16抄汐

外-263 56 14 表採 |鍛o"置・刀子 残存長8.4/12g KP-表鐸

外・264 56 14 表採 |銭a師・万子 長さ13.8/17g KP-墨鐸

外-265 56 14 ヨルン子 土銅賞土器 .D/l (7.0)/(5. 0)/1. 4/4g KP・31Tiチ

外-266 56 14 3トレンチ 銀IUg・? 街2.8X2.8/12g(2点付#) KP-3仲万

外-267 56 14 L・9 錫製品・窓菅 長さ4.8/3g KP-ZS610 

外-268 56 14 L・8i銀製品・煙管 長さ6.0/4g KP-Z6774 

外-269 56 14 表採 1銭〈五涯膏錫貨〉 直径1.9四1/2.1g 片iE51/!(1916)-81/!(1919) KP-表採

外-2:河 56 14 表録 i銭〈半銭銅賞〉 直径2.2cm/4.0g 明'ftt6.(1.873)......15年(1891) 府ー嚢鐸

【送量織は口笛cm)/，底径:(cm)/i器高・残菌cm)/;霊量f(g)の顕む記践し、倒知まその都度示した。ぢお、 ( ) Iet:縫沼産、一i持淑腕曹を示す。}
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第V章若干の考察一狐原遺跡の歴史的位置付けへ向けて
第 1節遺物について

(7 )出土土器の編年的位置付け

ここでは狐原遺跡の主体となる平安時代の土器資料の変遷や年代観について記述する。

1 )器種

孤原遺跡出土の平安時代の主体は土師器であり、須恵器・灰紬陶器は客体的にごくわずかに存在するものである。

土師器には杯・高台付杯・皿・蓋・愛・小形蜜・鉢・高台付鉢・蓋・霞カマドが、須恵器には杯・壷・平瓶が、灰紬陶器

には碗・壷の種類が認められた。

2)琢・盟の検討

狐原遺跡出土の各器種のうち、その変遷が最も把握しやすい器種が坪・皿である。ここではこれらの器種を概観し次の種

類に大別する。
師四
定通鳳階探

組

原

遺

跡

第

Z

R
階

申

t

.IlIl. 
杯A・・口縁端部が尖丸形あるいは丸形となる。

ミ調
T@ 
炉。“ (7IE-4) 

甲

Zi--o-E 
年

VUI 

期

ヰ目

当

底径/口径比が50%前後(やや箱形を残す器形)

体部外面下半に斜め方向のヘラ削り

底部は回転糸切り後、周辺部のみヘラ削り

体部内面のみに放射状暗文が施される

杯B・・口縁端部が丸形あるいは玉形となる。

底径/口径比が50%を下回る(ハ字形に開く器形)

体部外面下半に斜め方向のヘラ削り

馬露ZF 
d会骨 醐個叶捌刷り

甲 |ドい師脚一……密即日/0叫日岨径

斐

編

年

IX 

期

ヰ目

当

杯A

場
底部は回転糸切り後、全面ヘラ削り

体部内面のみに放射状暗文が施される

皿A・・底部と体部の境、体部外面の段、体部内面の段が明瞭

口縁端部は尖丸形あるいは丸形となり、反りは弱い。

底部やや突出するものもある

ミ過F体部内面の暗文は放射状暗文が主体的

皿B・・底部と体部の境、体部外面の段、体部内面の段が不明瞭

示三雇ヨア
包Hl

血限会個ヘラ例。

醐/噛-0.42 (9IE-7) 口縁端部は丸形あるいは玉形となり、

強く外反するものもある。 野B
o lOcm 

』ーーー』ー--1

Fig.57 s不・血の変遷の概略
底部は不明陳なものあり

体部内面の暗文は渦巻状暗文が主体的

このような大別を過去の研究成果と照合すると、両者とも器形・口縁部形態・製作技法の面から杯A→杯Bおよび皿A→

皿Bの変遷を見ることができる (Fig.57)。また、この変遷内容は甲斐編年における第四期からIX期への変選にほぼ等しいも

のと考えられ、杯A・皿Aが甲斐編年第vm期に、杯B・皿Bが甲斐編年第医期にほぼ位置付けられるようである。

3)年代観について

前項では狐原遺跡の杯・皿が甲斐編年第四期・第医期の特色にほぼ合致することを見た。それではこれまで先学緒氏によ

り研究が進められてきた編年研究では、甲斐編年第vm.IX期にどのような年代観が与えられてきたのだろうか。ここでは、次

頁 (Fig.58)のとおり研究成果をまとめたが、近年の研究や調査事例あるいは他地域の共伴事例を参考にすれば、第四期につ

いては 9 世紀の第 2 四半期~第 3 四半期頃 (830 年~860 年頃)に、第IX期については 9 世紀の第 3 四半期~第 4 四半期頃

(860年~8卯年頃)に位置づけられるであろうことが解る。狐原遺跡では、実年代を明示できる資料はなく、また灰紬陶器・

須恵器などの窯資料も極めて微量であることから、年代観を提示した諸説を肯定することも否定することもできない。その

ため、現在のところは甲斐編年第四期~医期の序列のみを肯定し、年代観については前述の年代観を参考案として提示して

おきたい。
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年代 塩本 (1983) 垣本(19861 森原(1994) 棚田 (1992) 回尾(1992) 槌凪(1992) 狙霞遺路 年代

700 T 同oi
甲斐の8-11世紀
土器夜遅モデル(坪)

ト一一
甲斐 I期 鎮 1段燈

卜一一寸 '1'聾 I、W朗(山下1986)

←一一一
老観晶調に1親依3す号翻る

トーー 須恵D
て三ヨ

ト一一一
宮ノ前 I期

725 {甲斐 1-11'朗相当} 725 
¥ L-J 

トー一一
甲斐E期

ト一一

和腿a図品晶/に百老凱事病依11 号号砲m 
ト一一一

トーーー
|冨JJjiJUJ剥{甲聾V朗相当}

750 

|剛平府塚中市橋水向期車が遺台俸遣制隊2伎住 -n本信R甲aPEI国也S梅E遺田因を持S分分Sつ守守8盤S住創B状盆建/線北益周崎治と{の成市74剛共/0年伴E弁明例崎遺}市跡E上Z1 隊

750 

トー一一
甲斐田期

ト一一
'"圏不λ寓観晶

..ー.............・・・・ー・・・・

ト一一一 に.a院する須11.
甲斐V期 |宮ノ前田期[甲削期相当}

ト一一一

平a外停Ea国Cをan/斜早k二平線条凶京期ヲ幼捌w向m十ー共坪伴例+喝とさの多鯛用似の
775 甲斐W期 |甲斐羽期 めへ りなEし 775 

ト一一
!e~ で分

ト一一
前に向踊幽似す2.るaa躯g晶. 

甲事.斐aGa羽z/k二平期条.図:c<鎗~JJ十-とnの |百/前W期{甲斐W朗帽当}

共伴

ト一一
甲斐V期

建 J、4J
時 V期(山下19

覆l凶
甲提唱期{山下1992)

、?灘場
防7 前に向煩幽依すHる，，ma，gagaz |甲斐四期 800 

ト一一一
甲斐W期

a 小井野内関戸市原出市三e1山8置aツ住z俣mSS 遺.トーー
書前3 草1‘ +明G間37 宮ノ前V期{甲聾W則相当)

'1'聾W期{山下1992)

又ーマ3捌
ト一一一
甲斐明朗

院T G-37号銅製品 甲斐四期 825 

トーー
に覇依する須恵.

甲斐咽期 草山咽湖
草A思山繭4号..Q+G37

ト一一一 咽期 ヤーーー

ト一一 AJ&M"5号構閥+困lS，Ea1久m 住 ヤ一一

平極市中原上A宿
宮ノ前M期(甲聾咽朋相当) M2段階-1

ト一一一 i甲斐砿概 ト一一

850 震軸K-14共惇聞抽 |甲斐肱期 箆21i1l1諸-2院γ
ト一一一
甲斐四期

ト一一

甲斐咽期{山下1992)

てよ剥ダ
甲斐匝朗{山下19921

ト一一一
|甲斐X期

.......-ーー...........T一一

ト一一
建綱良野楓観市国15草分匁尼山{遺@S7跡金3匁盆zxm} §壇

宮ノ前四期 鎗2段階-3
「一ー-

ト一一一 (甲費目.x期相当)
卜一一 志並11

875 

EFZ珪費毘x1zZmfMZ甲E 
甲，柚え111(区14分x2住mす伴uる開4土b始留屡の形鴎上‘ M2段高音-4防7

ト一一一 灰あて 令し 「一一
甲斐咽期 K 

ト一一一
にGms，g号aす自る慰a晶11. 甲斐X1期

r一一一

ト一一

.，火仁富港象R倶山和士総平灰宮島下37吹資下年闇隼驚之市"{{89江将箇83遺丸67年年B尾S} } 還鶴

自/前四期

トー一 (甲斐XI朗相当}

900 

民富'甲甲ー{S斐繍士が用E脅量あEX X 史E 図EI市mま冒でを丸γ田尾が7'遺るF以修町前繕飽も硲健ごすγある安りe は

900 

ト一一
甲斐限期

ト一一一
にG額25依号す陶る製a品1111 Zx 9b0. z尖m停の闘岡勧野宜廊存在1

ト一一

ト一一一

甲斐X期(山下1992)

¥認F
甲斐X1期{山下19921

、広/
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(2)墨書土器について

7 )墨書される土器とそのきs位について

狐原遺跡から出土した墨書 ・線刻土器に

ついて、器種 ・部位 ・数量をまとめたのが

(Tab.12)である。これによると墨書土器

のは大半は杯の底部外商に施されたもので

あることがわかる。このことが時期・地域

性などを表すか否かは未検討である。

2)墨書土器の内容について

出土した墨書土器は断片的な資料も合わ

140 

130引
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点 80
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10 

|墨書 ・線刻される器種とその部位

|・回措.嗣土錨|

せて222点、に及んだ。これらのうち、文字等 Tab.12 墨 書 ・線刻される器種とその部位

が判読されたのは極僅かであるが、以下いくつかの文字内容等について考察する。 Tab.12墨書 線刻される器種とその部位

① f玉井J• r.玉子j について
第9号竪穴住居祉から出土した「玉井Jは甲斐国の古代郷名のひとつである「甲斐国山梨東郡玉井郷Jを表していること

はほぼ間違いない。この出土をもってこの地が玉井郷に属していたとは即断できないが、その可能性は非常に高いものと考

えられる。このことはほぼ同時期の所産と考えられる第]3号竪穴住居祉から「王子Jが出土していることからも言える。つ

まり、「玉子Jの「玉」を玉井という地名の意味と捉え、「子Jをその一員と捉えることも可能と考えられるからである。北

方約500mの大原遺跡からは「玉井郷長」擾書が出土し、おそらく玉井郷の中心的集落であったものと考えられているが、狐

原遺跡はその一部あるいはその衛星的集予喜であったとの推測も可能であろう。ただし、このことはあくまで仮説であり、「玉

井Jの墨書が山梨東郡林部郷の比定地である松原遺跡(一宮町東原)から出土していることなども、常に考慮はしなければ

なるまい。

② 「午j あるいはそれに関わる可能性のある墨書について

第7号竪穴住居祉などからは「午 Jという特徴的な墨舎が出土している。この墨書についてはその文字内容から様々な

推測が挙がったが、遺跡内容からはその明解な答えを導き出せていない。ここでは推測への視点を述べておくに留める。

まず始めに考えられることは、この集落に馬に関わりのある人物なり集団がいた可能性である。残念ながら狐原遺跡では

他に馬と関連性のある遺構 ・遺物が検出されていないため、その具体的な推定像を提示することはできない。ただし、この

遺跡の立地環境が唯一その可能性の完全なる否定を拒んで園小脳高t?:1/..I4i縦，M-u叫ん・.;::，，(4:J .~~ 一一~…・ 1

いる。つまり、古代甲斐国の3大要点が本遺跡周辺に集中

しているという立地環境である。3大要点とは以下のよう

な道 ・政 ・犯であり、その拠点となった施設等を指す。

-甲斐路(道)/東海道の駿河国横走駅から甲斐国府へ至

る官道(甲斐路)が本遺跡の周辺を通過していた可能性

があること。あるいはアクセスしやすい立地にあること。

・甲斐国府(政)/所在地は未確定だが、主な推定地はい

ずれも本遺跡の 1.5~ 3 km以内にあること。

・甲斐国分寺 ・国分尼寺(叩)/いずれも本遺跡から 1.5kl11

以内にあること。

以上の3要点が有機的に繋がっていたことは疑いなく、

甲斐路は甲斐国府と直結し、その他は「支道j ともいう

べき道によって連結していたことが推測される。このよ

うな観点からすれば狐原遺跡(または大原追跡を含むこ

の周辺の集溶)はその道(甲斐路もしくはその支道)の

FiQ.59 
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中途付近に位置していた可能性が高いものと見ることができる (Fig.58))。そのような環境下で「午」墨書の出土である。

何らかの馬に関わる人々・集団ひいては周辺地も含めた施設の存在も推測可能な範囲内にあるのではなかろうか。馬に関わ

る人物・集団・施設の可能性としては馬の養育・管理・馬関係の諸業(皮革生産・飼料生産ほか)などが挙げられ、道に関

わる馬の供給や管理業務(甲府盆地内唯一の駅である水市駅への駅馬等の供給か?)・国府や国分二寺への馬の供給や管理業

務・甲斐御牧から朝廷へ貢納する馬の管理業務(貢納までの一時的な養育など)・玉井郷内部での馬の養育などが推定される。

ただし、これらは全て推測の域を出ないものであり、今後十分に検討されるべき課題である。

その他でこの問題に関連する可能性のある墨書を抽出してみると、第3号竪穴住居社出土の「末」や第3・15号竪穴住居

祉ほか出土の「工」を挙げることができる。「末」の文字には「草木の先端」の意味があることが知られ、『稼(まぐさ)Jと

して馬の飼料の文字へと結びつく。また、『工」は何らかの手工業を意味するものと考えられ、それが馬に関わる可能性(皮

革に関わる手工業などを含む)もある。これらの点はあくまで推測あるいは妄想にも近いものであるが敢えてー視点として

掲げておきたい。

③地名ほかに隠わると考えられる墨書ほかについて

l文字記入例の多い中で2文字連続の記入が見られる墨書も出土している。これらを即ち「地名」とは確定できないがあ

る法則に基づく内容が看取されるため、ここで述べておきたい。

2文字記入の墨書には、第9号竪穴住居枇出土の「上JIIJ・第5号竪穴住居祉および遺構外出土の「山中」がある。「上JIIJ

については fJIIの上流Jを、「山中」については「山の中」を意味するものと考えられ、順序は異なるが「自然環境+位置」

の組み合わせで構成されており、地名等の成り立ちを推測させる内容である。特に「上JIIJについては川の下流域からみた

上流を指すものであり、川の下流に弧原遺跡を上流にあるものと考える集団が存在したことを示すものと考えられる。この

りIIJに最も相応しい川は隣接している金川であり、金川の下流にある集落こそ大原遺跡である。「玉井J墨書の共通性など

と併せ考えても、狐原遺跡を「上JIIJと呼んだ可能性は高いものと考えられる。また、「山中Jについては周辺の遺跡との関

わりを考えることはできないが、線刻j記号「今」との関わりで興味深い点が指摘できる。線刻の「今』は遺構外から出土し

ており、線刻jのみで「今J・線刻「今J+墨書「山中」・墨書のみで「山中Jの3種類が認められる。このことは線刻「今」イ

コール墨書「山中」と捉えることが可能であり、「山中Jという地名らしき名称が記号としても使用されていたことが推測さ

れる。なお、線刻「今Jには焼成前線刻の可能性が指摘できる資料もあり、集中的な生産体制が考えられている土師器生産

体制(甲斐国の場合は特に「甲斐型土器Jと呼称される土師器杯が甲府市東部地区で集中的に生産された乙とが推測されて

いる)を考える上で重要な資料となるものである。すなわち、生産地において供給先を念頭に置いた生産がなされていた可

能性も指摘できるのである。

@その他の墨書土器について

上述以外に注目される墨書について、まとめて記述する。

・14号竪穴住居祉出土の「南?Jの二文字目は不確定ながら、「長』とも判読できるものである。仮に「南長」と判読した

場合、やはり北方の大原遺跡の存在を考慮しなければならない。つまり、『南長」とは玉井郷の中心的集落の大原遺跡の南側

集落の「長Jを表す可能性もあろう。ただし、この点については郷内の組織構造などをも含めて熟考すべき問題であり、こ

こでは可能性の指摘に留める。

• 7号・ 8号竪穴住居祉は隣接する遺構であるが、共通する f@Jの渦巻状記号の墨書が出土している。この f@Jが何

を意味するかは不明であるが、他に類例を見ないだけに興味深い。

・第13号・ 15号竪穴住居祉では「金」と考えられる墨書が出土しているが、「金」については東方1.5kmに所在する甲斐

国分寺とその周辺で出土する「金」あるいは「金寺」との関わりが想起される。国分寺周辺出土の「金寺」は国分寺の正式

名称「金光明四天王護国之寺」を表すことは明らかであるが、狐原遺跡出土の「金Jがこれに等しいかは不明である。しか

しながら、その位置関係などから国分寺と関わりのある人物・集団等の存在を否定することはできず、その可能性は指摘で

きるものである。

・遺構外出土ではあるが「夷」墨書が出土している。この「夷」の文字については東北地方から北海道南部にその分布主

体がある文字である。『蝦夷Jとの関わりでこの文字を捉えるべきか否かは関連する遺構・遺物が皆無であることから判断で
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きない。ただし、文献資料からは「停囚(帰伏した蝦夷)Jが平安時代頃に甲斐国に安置されたことなどが伺える記事も見え、

それらとの関わりを指摘することも可能である。また、狐原遺跡に見える平安期集落の一性格(短期かつ小規模であること)

との関わりについては今後の重要な検討課題であろうと思われる。なお、「夷」文字の出土事例は山梨県では初事例であり、

周辺地域でも極めて稀な出土例であることを付記しておく。

・上記以外にも狐原遺跡からは「鷹J・「好」・「今」・「仁」・ f千J・f万j・「幸J・「有J・「西Jなどの墨書が多数確認されて

いる。また、判読できない文字なども多数あり、今後の継続的な検討が必要であるものと考えられる。なお、竪穴住居祉出

土の墨書土器を主体とした分布については下に図示した(Fig.60)。

狐原遺跡における

墨曾土器・線刻土器の'71"布状況

o 40m 

L---L一一」

Fig.60 dJl(原遺跡Zおげさう墨書土器・線刻土器の分布状況

第2節道揮について

(7)住居離の時期・変遷について

1 )盆居離の時期について

ここでは前項までに述べた出土遺物の序列・年代観をペースに、検出された遺構の所産時期についてまず述べる。その後、遺

構の配置・カマド位置・重複関係を併せ見ながら導き出される集落構成の変遷案を述べることとする。なお、ここでは竪穴

住居祉を主体的に取り上げ、他の遺構は補助的に取り上げるものとする。

1 )遺物から見~!il.穴住居~*ttの時期

検出された15軒の竪穴住居祉について、出土遺物から各々の所産時期を考えてみると、以下のとおりとなる。

第1号竪穴住居祉・・・・甲斐編年第四期~医期? 第9号竪穴住居祉・・・・甲斐編年第医期

第2号竪穴住居祉・・・・甲斐編年第四期

第3号竪穴住居祉・・・・甲斐編年第医期

第4号竪穴住居祉・・・・甲斐編年第四期

第5号竪穴住居祉・・・・甲斐編年第四期~区期

第6号室穴住居祉・・・・甲斐編年第区期

第7号竪穴住居社・・・・甲斐編年第四期
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第10号竪穴住居祉・・・・甲斐編年第珊期~区期?

第11号竪穴住居社・・・・甲斐編年第四期

第 12号竪穴住居社・・・・甲斐編年第四期~lX期

第13号竪穴住居枇・・・・甲斐編年第区期

第14号竪穴住居祉・・・・甲斐編年第四期~区期

第 15号竪穴住居祉・・・・甲斐編年第四期~lX期



第8号竪穴住居祉・・・・甲斐編年第四期

2)遺構配置等を併せ昆た集落構成の変遷について

15軒の竪穴住居祉の遺物から見た時期は上述のとおりであるが、この時期をもとにその集落構成の変遺を考えてみる。

集落を構成する各住居祉の共存関係を探るべく必要となる要素は、遺構の時期(出土遺物ベース)が最重要であるが、そ

の他に竪穴住居祉という遺構自体がもっ要素(カマド位置・重複関係・主軸方位など)を併せ見ることも必要であると考え

た。ここではそのような視点で集落構成の変遷案を提示する。なお、後述するが集落が営まれた平安時代を「狐原遺跡第E

段階Jと呼称する。よってその中を 1期から4期へと細分する形をとる。

狐原遺跡第2段階ーl期 甲斐編年第四期の遺物を出土する竪穴住居祉である。カマドは東側壁に位置する。

第2・4・7・8・11号竪穴住居祉が該当する。

狐原遺跡第2段階-2期 甲斐編年第四期-lX期の遺物を出土する竪穴住居祉である。カマドは東側壁に位置する。

第3・5・12・15号竪穴住居祉が該当する。

狐原遺跡第2段階-3期 甲斐編年第四期-lX期の遺物を出土する竪穴住居祉である。カマドは北側壁に位置する。

第10・14号竪穴住居祉が該当する。

弧原遺跡第2段階-4期 甲斐編年第区期の遺物を出土する竪穴住居祉である。カマドは北側壁に位置する。

第6・9・13号竪穴住居祉が該当する。

このように弧原遺跡の平安時代の竪穴住居祉群の構成(あるいは時間的変遷)を追うことが可能であると考えられる。た

だし、この変遷案の注意すべき点を少なくとも2点挙げておきたい。まず一点は遺構に伴う遺物が複数期(ここでは甲斐編

年第四期-lX期)に及ぶ場合の捉え方に盲点があるということである。つまり、そのような場合には四期の住居祉に区期製

品が廃棄されたのか、区期の住居祉でvm期製品を継続使用したのかが判別できない点である。二点目はカマドの位置に重点

を置いた点である。カマドの位置は同時期イコール同方向とは限らないはずであり、大きな誤解の原因となっている可能性

もある。この弱点とも言うべき2点については今回の報告では解決できないが、より細かい共伴遺物の把握(一点目の弱点)

や周辺遺跡における類似時期のカマド位置傾向(二点目の弱点)の検討を継続させる中で解決していきたいと考え、集落構

成の変遷についてのー案として掲げておきたい。

なお、その他の遺構の所産時期については、報告文中に触れたとおりであるが、特に1号溝については甲斐編年第四期・

区期の遺物が出土していることから、竪穴住居祉が展開している聞には溝的な役割を担い続けていた可能性がある点のみ指

摘するに留めたい。

(2)その他の遺構について

ここでは弧原遺跡において検出された特殊な遺構について補記する。

1 )墓犠について

狐原遺跡からは人骨を伴う墓墳が2基検出されたが、これらはその位置関係などからほぼ同時期に構築されたものである

ことが推測され、その時期は竪穴住居祉を伴う集落が営まれた時期(狐原遺跡第2段階)である可能性が高い。山梨県地域

においては平安時代の葬制に関わる遺構の確認事例は極めて少なく不明瞭な点が多い。このような状況下で検出された第1・

2号墓墳は稀有な事例となるものであり、新旧関係(土坑のみの第2号墓墳→配石を伴う第1号墓墳)や竪穴住居祉群との

位置関係(竪穴住居祉群からやや離れた位置にあること)が把握されたことには大きな意義がある。ただし、遺構時期のよ

り正確な把握や集落内における墓墳位置(墓域)のあり方などの検討課題は残り、今後の類例の増加等を待ちながら検討を

継続すべきであろう。

2)鉄製品等を伴う炭化物集中について

J -7 Gridから検出されたJ一7炭化物集中については明確な掘り込み等は認められなかったが、共伴する遺物群に特異

性があるのでここで補記しておく。 J-7炭化物集中からは鉄製板状製品・鉄製釘・炭化物・土師器(皿・杯)の4種類の

遺物が出土しているが、この遺物構成に人骨・骨蔵器が加われば他地域に類例のある「火葬墓」の事例に極似するものとな

る。特に鉄製板状製品はその短冊形の形状などから「慕誌Jの可能性を指摘できるものであり、火葬墓に伴う事例が多く見

られるものでもある。 J-7炭化物集中からは「墓」としての必要条件である人骨が出土していない以上、この遺構を「墓j
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と断定することは勿論できない。また、土師器から導き出される時期は古代末期編年第1期 (10世紀中葉~末)となり、他

地域に見る火葬墓の存続時期とのずれの問題も発生する。ただし、「火葬墓J・「火葬行為に関わる遺構」の可能性はどうして

も残り、不確実ではあるがそれらである可能性をここでは示唆しておきたい。なお、山梨県地域では未だ確実な火葬墓の調

査事例はないに等しい状況であるが、他地域の事例からも狐原遺跡の周辺地域(国府・国分二寺・官道の集中する地域)に

は火葬墓の存在する可能性の高いことも併せて指摘しておく。

(3)狐原遺跡の総合的な変遷について

ここでは狐原遺跡における総合的な土地利用の変遷過程についてまとめておきたい(下図参照)。

狐原遺跡において検出された全ての遺構・遺物から考えられる土地利用の変選は下記のとおりの大きく 5段階である。

なお、各段階(主に2---4段階)のおおまかな年代的位置は土器編年案対比表 (Fig.58)に示したので参照されたい。

狐原遺跡第1段階・・・・古墳時代[遺物分布のみの時期】

狐原遺跡第2段階-1・・甲斐編年第四期[竪穴住居を伴う集落が営まれる時期】

狐原遺跡第2段階-2・・甲斐編年第四~医期[竪穴住居を伴う集落が営まれる時期】

狐原遺跡第2段階-3・-甲斐編年第四---IX期[竪穴住居を伴う集落が営まれる時期】

狐原遺跡第2段階-4・・甲斐編年第医期[竪穴住居を伴う集落が営まれる時期】

狐原遺跡第3段階・・・・甲斐編年第XII期[遺物分布のみの時期】

狐原遺跡第4段階・・・・甲斐編年第四期[Jー7炭化物集中+遺物分布の時期】
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狐原遺跡第5段階・・・・中世から近現代[遺物分布のみ+畑地+果樹園?]
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菰原遺跡の変遷Fig.61 
( 4)遺構分布と遺物分布の関係について

狐原遺跡における遺構外出土遺物の分布状況については、 Fig.29・30に示したとおりであるが、特にその分布傾向と遺構

(特に竪穴住居祉)分布との関係について、着目される点のみ指摘しておきたい。それはGridのIライン(東西方向)付近

から南側の区域(1号潜までの区域)における集中的な遺物出土が見られる点とGridのE.F.Gライン(東西方向)周辺

における希薄な遺物分布に見る対照的な状況である。竪穴住居祉の分布からすればより平均的な遺物分布が、あるいは自然

地形的には高所から低所への遺物分布の傾向が見られるのではないかと考えられるが、実際には遺構分布や自然地形に反す

るような遺物分布が看取される。この点については、そこに遺物を意図的に廃棄した理由(集中区域について)や意図的に

しない理由(希薄な区域について)を求めざるを得ない。ここではその結論は導き出せないが、特に遺物分布が希薄な区域
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については、道・広場のような集落内外で共有すべきスペースの存在なども考慮すべきかと考えられる。遺構として捉える

ことのできない広い意味での「遺構Jを探る視点に繋がるのではないかと恩われる事例として掲げておきたい。

第VI章結語にかえて一狐原遺跡の検討謀題の提起一
ここでは狐原遺跡の調査成果と残された課題について記述し、今後の検討課題の提起としたい。

狐原遺跡では5段階に分けられる土地利用の変遷過程が想定された。その主体となるのは遺構等を伴う時期であり、平安

時代のごく限られた期間に竪穴住居枇を伴う集溶が形成された時期【9世紀の第2四半期から第4四半期にかけての時期

(840年""890年頃)]とその後暫くの空白期を置いて炭化物集中等を遺した時期 [10世紀の第3四半期から第4四半期にか

けての時期 (960年""990年頃)】である。特に金川周辺の地域に見られる集落遺跡には稀なほどの短期間の集落存続が指摘

できる遺跡であり、忽然と現れまた消えていくという様相が看取できた。この要因を明らかにすることはできないが、遺跡

に残る氾濫・洪水等の自然災害の痕跡から集落を持続させるに相応しくない(居住に適すとは言い難い)場所だったことが

ー原因に挙げられるであろう。ただし、これはあくまで自然環境の要因であり、周辺に官道・国府推定地・国分二寺を擁す

るという歴史的環境(あるいは人的・政治的環境とすべきか)が持つ要因も必ずやあったものと推測される。

孤原遺跡の持つ意味あるいは歴史的な位置付けは推測の域を出ないものではあるが、大きな視点からは甲斐国の「政Jの

中心である国府・「記」の中心である国分二寺・甲斐国と朝廷や他国とのパイプである「道」の中心である甲斐路(あるいは

それら 3大要素を結ぶ「支路J)と密接に関わりあった可能性のある集落であり、「馬」が何らかの重要な意味を持つであろ

うことことがまず指摘できる。さらに細かい視点では、墨書土器の内容等から周辺の大集落である大原遺跡と何らかの関係

がある集落と見え、あるいは拠点的遺跡(大原遺跡)に対する衛星的集落(孤原遺跡)である可能性もあることが指摘でき

た。ただし、特に大原遺跡との関係については、大原遺跡の内容が公にされた段階での再考が必要であることは言うまでも

ない。

狐原遺跡に残された多くの検討すべき課題については、自然環境・歴史環境を総合的に捉える視点での研究が必要不可欠

であり、この周辺地域における近年の調査研究成果をもってすれば、そのような取り組みは決して「時期早尚」とは言えな

い状況になりつつある。よって狐原遺跡の真価は今後のこの地域についての調査研究の進展にかかっているものと言え、調

査担当の責務として負うべき課題であるとも考えている。

いずれにせよ、孤原遺跡の調査は古代甲斐国の中心地における地域構造の一端を覗かせる調査事例となったことに最大の

意味があり、検討は報告書の刊行をもってようやく始まるものと考えている。今回の報告が古代甲斐国をめぐる研究への一

素材となり、さらに地域を知る手掛かりになるとするならば、これに優る幸いはない。また、報告文中には事実誤認や飛躍

の過ぎる推測の数々が多くの方々によるご叱正を受けとめようとしている。多くの方々からのご叱正を頂きながら、これら

の点を訂正していくことも大きな幸いのーっと考えていることを最後に申し添えるものである。

文末となったが、狐原遺跡の発掘調査・整理調査にご理解とご協力を賜ったすべての方々に感謝申し上げ、本報告の結語

とさせていただきたい。
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付編i
孤原遺跡出土甲斐型土器の胎土分析

河西 学(帝京大学山梨文化財研究所)

本遺跡は、一宮町竹原田に所在し、金川扇状地の扇央部に位置する。遺跡からは平安時代前半期の住居祉が検出され、同

期の土師器が大量に出土している。これらの出土土器の多くはいわゆる「甲斐型土器Jの範障に入るものである。甲斐型受

は、砂が多く特に雲母が顕著であること、甲斐型杯はきめ細かい胎土で雲母や赤色粒子を含むことが特徴とされている。こ

こでは甲斐型土器の胎土に関して基礎的な報告を行う。

試料と分析方法 試料は、本遺跡第2号住居祉出土の甲斐型土師器である。試料表を以下に示す(第1表)。両試料とも甲斐

型VIII期 (AD840"'-' 860年頃)と考えられている。分析方法は従来の方法と同様である(河西、 1991;1992)。なお粒度分析は、

画像解析装置(Lei回社Q500)を用いて行った(第2図)。

第1表試料表

色調

表面7.5YR6/6樫色;内部5YR5/6明赤褐色

全体5YR6/6樫色

分析結果 分析結果を第2表に示す。これをもとに土器全体の砂粒子・赤褐色粒子・マトリックスの構成を示した全体構成、

砂粒子中の岩石鉱物組成、および重鉱物組成を示す(第1図)。

全体構成に占める砂粒子は、褒(No.1)が35.7%と高いのに対し杯(No.2)は2.2%と極めて少ない。粒度組成でも両者は明らか

に異なる。蜜(No.1)では、ヒストグラムのピーク頂部は平坦で、組粒砂を中心として極粗粒砂から中粒砂までの広範にピーク

が分布する。これに対して杯(No.2)は、細粒砂から極細粒砂の範囲にピークが分布し、ヒストグラムは凹凸を示す。ヒストグ

ラムの凹凸の原因は、杯胎土が敏密であることにより孔隙中に着色エポキシ樹脂が含浸されず、画像解析装置によって孔隙

と砂粒子とを区別できなかったことによるものと推定される。

岩石鉱物組成では、両試料とも花闘岩類に由来する粒子が大部分を占める点で共通性

が高い。費(No.1)は、花商岩類(48.4%)・重鉱物(24.1%)・斜長石(13.2%)・石英(11.6%)のほ

か、カリ長石・ホルンフェルス・泥岩などをわずかに含む。杯(No.2)は、花闘岩類は9.3

%とあまり多くないが、それに由来する石英(32.6%)・斜長石(25.6%)・カリ長石(14.0%)・

重鉱物(11.6%)などが多く含まれ、変質火山岩類・泥岩をわずかに伴う。

重鉱物組成において、受(No.1)では角閃石(53.5%)と黒雲母(46.5%)から構成されるのに

対して、杯(No.2)では黒雲母・無色雲母・斜方輝石などが検出されている。検出粒数が

極端に異なることから単純には比較できないが、黒雲母が共通するものの、両者には若

干の重鉱物組成の違いが認められる。

赤褐色粒子 甲斐型杯の胎土の特徴として、赤色粒子(あるいは赤色スコリア)と雲母

が含まれていることが報告されている。この特徴は甲斐以外の地域で出土する甲斐型杯

の識別にも有効であるようだ。今回赤色粒子が杯試料(No.2)表面に肉眼で観察された。

肉眼で認められる赤色粒子は、偏光顕微鏡下の観察では「赤褐色粒子Jと認識された。

第1図全体構成に占める赤褐色粒子は、杯(No.2)が1.8%、費(No.l)が1.5%と大差はない。

両試料の赤褐色粒子含有率は、従来分析した山梨県内出土の縄文土器・古代瓦などの一

般的な範囲におさまり、特異な値ではない。県内には富士火山のスコリア質テフラが、

桂川流域を中心に広く分布しているが、甲府盆地内での分布量は少ない。土器胎土中へ

のスコリア粒子の混入の可能性はあり得るが、今回分析試料にはスコリアの存在は認め

られなかった。赤褐色粒子は、外形が丸い~やや角ばり、赤褐色を塁し、普通の粘土部

分とは色調により境界が明瞭に区別されるが、一部の境界は漸移的なものも認められる。

赤褐色粒子は、細粒で、石英・カリ長石・角閃石など堆積性の粒子を含み、組織は一般
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第2表土器試料の岩石鉱物

(数字はポイント数、+は計数以外

の検出を示す)

試料番号 No.l No.2 
石英ー単結品 65 13 
石英-s型
石英ー多結品 18 
カリ長石 10 6 
斜長石 94 11 
安山岩

玄武岩

デイサイト

砂岩

泥岩 1 1 
珪質岩

炭酸塩岩

赤褐色粒子 29 35 
火山ガラスー無色 l + 
火山ガラスヰ局色

変質火山岩類 + 
"緑色火山岩類"

変質岩石 4 l 
変質鉱物

その他

花岡岩類 345 4 
ホルンフェルス 2 
変成岩類

黒雲母 80 l 
無色雲母 3 
角閃石 92 
斜方輝石 l 
緑簾石 + 
ジルコン + 
マトリックス 1258 1922 
合計 2000 2000 



粒子構成 岩石鉱物組成 重鉱物組成
(基数)
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図砂粒子

園赤褐色粒子

口マトリックス

白石英ー単結晶目安山岩 園泥岩 圏黒雲母

圏石英ー多結晶園デイサイト図珪賀省 白無色雲母

国力リ長石 図変質火山岩類園炭酸温岩 目角関石

凹斜長石 国花縄岩類 目火山ガラス 図斜方輝石

.重鉱物 園変成岩類 圃その他

図玄武岩 白砂省

第 1図 狐原遺跡出土土器試料の岩石鉱物組成
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第2図土器試料の粒度組成
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第3図 土器試料の岩石組成折れ線グラフ

ト
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的な粘土部分のものと類似性が高い。以上のことから赤褐色粒子の起源は、

原料である泥質堆積物中に含まれていた褐鉄鉱の濃集部分と推定される。褐

鉄鉱は、鉄分が沈着して形成され高師小僧などとしても知られている。

岩石組成折れ線グラフ 変質火山岩類 ・玄武岩 ・安山岩 ・デイサイ ト・ 花関

岩類 ・変成岩類(含ホルンフェルス)・砂岩 ・泥岩 ・珪質岩 ・炭酸塩岩のポイ

ン卜数の総数を基数とし、それぞれの岩石の構成比を折れ線グラフに示した

山
]
加

・
褐赤の亦・型斐甲表第

(第3図)。第3図では、裂(No.1)が99.1%と圧倒的に花閥岩類が多いのに対 (内部に石英粒子を含む)

して、杯(No.2)では花樹岩類が66.7%とやや低く変質火山岩類と泥岩とが各16.7%と強調されている。しかし両試料は含砂率

が極端に異なり、ポイント総数も褒(No.1)が348に対し杯(No.2)は6と極端に少ない。したがって両者を単純に比較すること

は適当ではない。ここでは両者において花関岩類が多く含まれる類似性に注目しておきたい。

クラスター分析による樹形図 折れ線グラフに用いた10岩石種のデータを用いてクラスター分析を行ない、甲府盆地河川砂

と比較した(第4図)。クラスター分析における非類似度はユークリ ッドの平均距離を用い、最短距離法によって算出した。

第4図において狐原遺跡試料は、笛吹川水系の河川砂との類似性が高いことを示している。これらの河川砂は河西 (1992)の

報告でニ群としたグループに属する。褒(No.1)は、ニ群の中でさらにニ 1群と細分されたクラスター中に属し、重川の河川砂

ともっとも類似性が高いことが示された。杯(No.2)は、ニ 1群に直接融合することから褒(No.1)とも類似性が高いと考えられ

る。狐原遺跡が立地する扇状地を形成した金川もニ 1群に属していること、釈迦堂遺跡の曽手IJN式あるいは加曽手IJE式土器

の内ニ l群に属するものは在地的土器と推定されている(河西、1992)ことなどから、両土器試料は在地的土器と考えられ

る。したがって笛吹川流域である甲府盆地東半部(峡東地域)で生産された可能性が高いと推定される。なお韮崎市伊藤窪

第2遺跡出土の古墳前期土師器の一部もニ 1群に属し、笛吹川流域が産地候補と推定されている(河西、 1991)。

考察 裂と杯との胎土の岩石鉱物組成では、花筒岩類に由来する粒子が多いという点で類似性が高いが、岩石組成折れ線グ

ラフで変質火山岩類 ・泥岩の割合が若干異なっている。重鉱物組成でも若干の違いがあることなどから両者の胎土の産地が

笛吹川涜域でも若干異なる可能性もあるかもしれない。なお一宮町金山畑総遺跡 ・竜ノ木遺跡、甲府市大坪遺跡出土の甲斐

型土器の重鉱物分析 ・蛍光X線分析による胎土分析からは、杯と裂における重鉱物組成 ・元素組成の違いによって製作地が

ことなる可能性が推定され、さらに大坪遺跡と一宮町の2遺跡の杯で元素組成が区分されることから杯の産地の違いも推定

されている (増島， 1995)。今回の粒度組成では、 両者が異なる粒度組成の胎土を使用していることが明らかになった。この

相違は、使用胎土を区別してそれぞれの器種を作り分けていたことを反映しているものと考えられる。

保坂 (1989)における甲斐型の裂の定義には、内外面のハケメ調整技術および底部外面の木薬痕とともに「胎土に砂粒が

多く、特にいわゆる金雲母が非常に目立つ」ことが明らかにされている(下線は著者)。ここでいう金雲母は、肉眼的に金色

を呈する黒雲母のことであり、考古学分野において一部で慣用される場合もあるが、岩石学的にいう金雲母(フロゴバイト)

とは異なるものを指す。保坂が報告した甲斐型裂の胎土の肉眼観察結果と今回の胎土分析の結果とは類似性が高い。しかし

考古学的考察によってなされた甲斐型褒産地が甲府市川田町付近ではないかとの推定に関して、前述したように笛吹川流域

で生産された可能性は指摘できるが、さらに細分化して地域を限定するために議論できる事実は今回の分析からは得られな

かった。類例にあたった後にさらに検討したい。

引用文献

保坂康夫 (1989)古代の甲斐型裂をめく守って。『甲斐の成立と地方的展開』、 162-186、角川書庖。

河西学(1991)伊藤窪第2遺跡出土土器の胎土分析。 『伊藤窪第2遺跡』、22-35、韮崎市教育委員会。

河西学 (1992)岩石鉱物組成からみた縄文土器の産地推定一山梨県釈迦堂遺跡・郷蔵地遺跡 ・柳坪遺跡、の場合 。帝京大学

山梨文化財研究所研究報告、 4、61-90。

増島淳 (1995)壱町田C遺跡出土土器の胎土分析 重鉱物組成と元素組成からみた一。『大場川遺跡群』、158-185、三島市教

育委員会。
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付編11
狐原遺跡出土の人骨

茂原信生(京都大学霊長類研究所)

I)はじめに

狐原遺跡は山梨県東八代郡一宮町竹原田にある遺跡で、山梨県埋蔵文化財センターによって1994年に発掘調査された。そ

の際、平安時代 (9世紀中葉)の所産と考えられる墓墳から 2体の人骨が出土した。今回報告するのはこの人骨に関するも

のである。平安時代の人骨はさほど多くなく、貴重な資料である。

計測方法はマルチン(馬場;1991)にしたがった。また、歯の計測は藤田 (1949)にしたがった。

ll)出土状況

l号墓墳と 2号墓壌が確認され、それぞれから人骨が出土している。骨の保存状況はさほど良好ではなく、大多数の四肢

骨は失われており、残っている四肢骨でも骨端が失われていたり、表面の徽密質が部分的にはげ落ちたりしている。残存部

に重複はないので、それぞれl体づつが埋葬されていたと考えられる。

ill)出土骨の特徴

1) 1 号墓墳(写真 1-1~6)

膝を屈して埋葬されていた。右大腿骨は後商を上に、左大腿骨は内側を上にして出土した。底面が凸凹しているので、白

骨化した際に動いたものであろう。頭蓋との位置関係、ならびに骨盤があったと思われる場所から考えて右に向いて埋葬さ

れていたと思われる。

頭蓋骨の右側が右側上顎歯列をともなって残っており、また下顎の一部と下顎歯列が出土している。四肢骨では、骨盤と

思われる細片と左右の大腿骨が出土している。大腿骨の骨端は失われているし、骨幹も表面の脱落している部分が多い。

頭蓋骨

右の側頭骨外側部と右の上顎骨、および左の下顎の一部が残っている。側頭骨の乳様突起は中等程度の大きさである。乳

突上溝は顕著ではない。外耳道骨種などは見られない。下顎骨体はさほど厚くない。

歯

上顎歯は右の側切歯から第2大臼歯までの6本が残っており、下顎歯は右の第1大臼歯から左の第2大臼歯までの13本が

残っている。上下顎の第2大臼歯の遠心面には隣接面摩耗がまったく見られないことから、少なくとも上顎の右と下顎の左

の第3大臼歯とは萌出しておらず、下顎の第2大臼歯の遠心の歯槽骨の中にも第3大臼歯が見られないことから判断して、先

天的に欠知していたものと考えられる。吸耗は、下顎の第2小臼歯は象牙質の露出していないモルナー (1971)の2、第1

大臼歯は4、それ以外はすべて3である。第1大臼歯の唆耗が比較的進んでおり成人であると考えられる。しかし、唆耗の

程度はさほど進んでおらず、壮年には達していないものと推測される。特殊な唆耗はない。下顎の大臼歯の吸頭と滋の型は

第2大臼歯が+4型で、第1大臼歯は+5型であろう。

歯の大きさは、権回 (1959)の現代日本人のデータと比較すると、切歯や犬歯は狐原遺跡人の方が現代人男性よりやや大

きめであるが、臼歯は現代人男性と同じくらいで、現代人女性よりはやや大きめである(表1)。

う蝕(虫歯)やエナメル質減形成などは見られない。

四肢骨

大腿骨後面の粗線はあまり発達しておらず、稜状の高まりはごくわずかである。また、殿筋隆起もごくわずかである。右

の骨体上断面数(扇平示数)はおよそ77.4で、程度は低いが扇平大腿骨に属し、およその中央部での断面示数は約103.6(骨

体中央横径約28.0mm、中央矢状径約29.0mm)である。

この個体は成人であると推測されるが、性別は不明である。第3大臼歯は先天的に欠如していた可能性がある。

2) 2号墓墳(写真 1-7'"""9)

埋葬姿勢はやはり膝を屈していたものと考えられる。右を下にした屈葬であろう。

頭蓋骨の一部、上腕骨片、大腿骨骨幹、および腔骨片が出土している。歯は破片が2点だけ残っているが歯種は判定でき
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ない。

頭蓋骨

左半分が出土しているが、顔面、頭頂の後部は失われている。乳様突起は大きく、かつ厚くて男性的である。関節突起は

大きい。耳道上稜はあまり発達していない。下顎枝の上半が残っており、頑丈である。縫合の状態や耳の状態から判断して

成人であろう。

四肢骨

下顎骨が出土しているがどちらも埋葬時の自然位を保っている。大腿骨の組線は1号人骨よりもよく発達しており、後面

に稜状に張り出している。骨幹の上部外側に位置する殿筋隆起はごくわずかに発達している。中央の位置を推定し計測した

骨体中央横径は28.5mmでl号人骨よりわずかに太い。上部はやや扇平である。腔骨は扇平ではない。

この個体は、 l号人骨より頑丈で成人男性と推測されるが、詳細は不明である。

IV)まとめ

狐原遺跡から出土した人骨は2体で、 1号墓壌から出土した1号人骨は成人で性別は不明、 2号墓墳から出土した2号人

骨は成人男性と考えられる。時代的な特徴は明らかにできなかったが、腔骨が扇平ではないこと、大腿骨はどちらもやや扇

平であることが明らかになった。残存部に特記すべき病気などの痕跡はなかった。

この人骨を観察する機会を与えて下さった山梨県埋蔵文化財センターの方々に厚く感謝いたします。なお、写真撮影は当

研究所の木下賓氏にお願いした。厚く感童話いたします。

参考文献

馬場悠男 (1991):人骨計測法.人類学講座別巻 1，["人体計測法J，江藤盛治編集;159・358

藤田恒太郎 (1949):歯の計測規準について.人類学雑誌， 61; 1 -6 

擢田和良(1959):歯の大きさの性差について.人類学雑誌， 43 (1) ; 151-163 

写真説明

写真 1;狐原遺跡1号墓墳および、2号墓積出土の平安時代人骨

1 ; 1号墓墳出土の頭蓋骨右側面、右が前方。矢印が右外耳孔。

2 ; 1号墓墳出土の下顎骨左側面

3 ; 1号墓墳出土の左上顎歯唆合面

4 ; 1号墓墳出土の左下顎歯吸合面

5・6; 1号墓墳出土の右および左大腿脅前面

7・8; 2号墓壌出土の左および右大腿骨前面

9 ; 2号墓壌出土の頭蓋骨左側面。矢印が左の外耳工孔。

表 1- 1 :狐原遺跡出土人骨の上顎歯の計測値と比鞍資料
{単位は皿皿}

表 1-2 :狙原遺跡出土人骨の下額歯の計測値と比較資料
{単位は皿皿}

H1  H 2 H 3 
m-d b-l 国-d b-l iD-d b-l 
10.2 11.5 9.5 11.5 i 
o--:6lf-lr.-75 9.91 11.85 • 8.94 10.7吾

9.74 11.31' 8.86 10.50 

I1  12  C PI  P2  HI  H2  H3  

福原道扇1一事

面禾天
{纏回， 1959)

時代性別i左右Im-d b-1 I図イ ト 1I固-d b-1 I阻ーd b-l I囚ーd b-l i m-d b-l; m-d ト l 周-d b-l 
平安 I I:t; I 5.6 6.3' 6 6.7 I 7.1 8.2 i 6.8 8.61 7.2 8.6111.7 11.7: 

|左 I 5.8 6.51 6.0 6.71 I 6.5 8.31 7.3 8.8111.3 11.0 11.0 10.1 
時五!iir"5'~'l.....lr:-4..!..-s:o..--l:7..! .....'i:i --tr:z"i 芯~'r---"'ïï:5'i ....7.:3. ......s.:l-l-n:S'......fi:4γfC'o '-Tö:T~ 
5.48 5.88! 6.20 6.43 i 7.07 8.14: 7.31 8.06 i 7.42 8.53111.72 10.89 !11.30 10.53.10.96 10.28 
5.47 5.77! 6.11 6.30! 6.68 7.50: 7.19 7.77! 7.29 8.26111.32 10.55 '10.89 10.2010.65 10.02 
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写真図版 (PI.)

発掘讃査終3後の弧原選2{fi
{県立密芸高4互の実習混E造成されました}

狐原遺飽i/.こあらわれた野うさぎ
[調査用プレハブ前までよく遊び巴きました1
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第2号竪穴住居祉力マド検出風景 (南→)

第1号竪穴住居iIJ:検出風景(東→) 第1号竪穴住居祉検出風景(東→)

第1号竪穴住居祉(北西→)

第2号竪穴住居祉力マド遺物出土状況(北→) 第2号竪穴住居祉カマド (北西→)

第2号竪穴住居祉プラン確認状況はじ西→) 第2号竪穴住居祉目占床除去後の状況 (北西→)

第3号竪穴住居I止力マド (北西→) 第3呈竪穴住居祉貼床除去後の状況 (北西→)

第3号竪穴住居批(北西→)

第4呈竪穴住居祉鮎床除去後の状況(北西→)

第4号竪穴住居批 (北西→)
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第2・3・4雲竪穴住居i止[手前から3・2・4号]
(北西→)



第5呈竪穴住居i止力マド(北西→)

第5号竪穴住居祉(北西→)

第6号竪穴住居I止力マド(南西→)

第6呈竪穴住居祉 (南西→)

第7号竪穴住居祉カマド脇遺物出土状況(西→)

第7号竪穴住居祉(西→)

第8雪竪穴住居祉力マド(西→)

第8号竪穴住居祉(西→)

第5%竪穴住居I止力マド脇遺物出土状況
(西→)

第6号室穴住居i止検出風景(東→)

第7呈竪穴住居祉検出風景(西→)

第8号竪穴住居祉(南→)

第9号竪穴住居I止力マド1・2(南西→) 第9号竪穴住居I止遺物(平瓶)出土状況

(南→)

第9号竪穴住居祉(南西→)
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第10号竪穴住居祉カマド(南西→)

第10号竪穴住居祉(南西→)

第11号竪穴住居I止力マド (南西→)

第11号竪穴住居祉(北西→)

第12号竪穴住居I止(北西→)

第13呈竪穴住居祉【第14号竪穴住居祉プラン確認状況]

(北西→)

第13号竪穴住居祉カマド遺物出土状況(南西→)

第14号竪穴住居祉カマド遺物出土状況(南西→)

第14雪竪穴住居i止(南西→)
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第10号竪穴住居祉測量風景(南西→)

第11呈竪穴住居祉検出風景(南西→)

.d.こ

第13号竪穴住居祉(南西→)

第13号竪穴住居I止力マド (南西→)

第14号竪穴住居祉カマド(西→)



第1呈土坑(南西→)

第5号土坑(西→)

第11号土坑(南西→)

第15号土坑(西→)

第19号土坑 (北→)

| ・J-10・11Grid内の土坑検出状況
(南西→)

第15呈竪穴住居I止力マド (南→)

第15号竪穴住居祉(北西→)

第2号土坑(西→)

第6号土坑 (北→)

第12号土坑(北西→)

第16号土坑(南西→)

第20曇土坑 (西→)

H. I -8Grid内の土坑検出状況
(北→)

第3号主坑 (南東→)

第7号土坑(南→)

第13号土坑(北東→)

第17号土坑 (北東→)

第21号土坑(北西→)
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15呈竪穴住居祉周辺の調査風景(北→)

第4号土坑(南→)

宣言8号土坑(南西→)

第14雪土坑 (南→)

第18号土坑(北西→)

第22号土坑 (北西→)

土坑群の検出風景(北西→)



第1号墓療プラン確認状況(南西→)

第1号墓燃人骨出土状況(南西→)

第1・2号墓嬢検出状況第2号墓績人骨出土状況 (南東→)
[左より第25号土坑・第2・1号墓療J(北東→)

第1号j琶(芭→) 第1曇j書ゼクシヨン [Grid8-Lin巴J(西→)

J-7炭化物集中(東→) J-7炭化物集中 [鉄製板状製品の出土状況J(東→)

狐原遺跡調査終ゴ後全景(北東→)
[地上約25mよりl量影
ec奥は山梨県立園蓋高等学校校舎
右奥I<J:東八代郡石和町の市街地 ] 
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第1号墓続検出風景 (南東→)

0-14蓋検出状況 (西→)

J-7炭化物集中検出状況(東→)

狐原遺跡調査終3後全景(北西→)
(j也上約30mよりl量影
中央よからさE上への万向で金川刀流れる
金川の手前は国道137号線で中央奥万向巴御坂峠
右上I<J:山梨県立園芸高等学校グラツド ] 



21主ー 1 2f主ー1(内面)
21.主 8

21圭一日
2f主-10 2住 11

2f工-13
2住-13(側面) 31主 2

3住-3 31主一5 3住-6
3住-4

31主 7
3住-8

31主 9

13住 10

31主-11 31.主ー 12 41主ー1

4住 4

4住-2 41主-2 (内面) 4住 3

41主-6 41主ー 7 41主 8
5住 1

5f主 2 5住-3 51主-4 5住ー 7
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5住-8
5住-9 51主-10 51主 10

51主-11 51主-12 51主-13 51主 13

51主 14
5住ー 17

51主 19 51圭一21 51主-23 5住-24 

5住-25 
5住-26 51主 27 51主 28

51主 29 51主-30 61主 1 6住ー2

61ま-6 61主-8

7住ー1 71主-2
61主ー 10 61主 10

71主-3 7f主 4 7{主 5 7住-6
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7住一11 71主-12

7住 13
7住ー 15

7住-18 181主 1 8{主-2

9住ー 1 9住-2 9i主 3

9住-4 9住-4 (正面)
9住-4 (背面) 9住-4 (底面)

9{主-5 9住-7 9{主一日

9住-9 91.主-10 9住ー 11 9住 12

10住ー1 10{主ー2
10住-3

11f主 21 11佳一3 12佐一 1 12住-2
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12住-3 12{!-4 131主 1 13住 2

13i主-3 13{主-4 13住-5 13住-6

13住ー 7 131.主日 131主-10 131主ー 11

13{主 12 13{主ー 13 131主ー 14 13住ー 15

13i主ー 21 131主-23 13住-25 14住一 1

14i主-2 141主 2 14住-3 14 {主-4

14住-5 14住-9

14 i主 10 14住-13 14住-14

14住ー 16 14 f主ー17 14住ー 18 14住 18 (内面)
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14f主 19 14住-20 15f主ー 1 15 i主-3

明
15f主-4 15住-5 15佳一 7

15住-8

11胃-2 1，南 3

1)膏ー 1
J 7 -5 

1潜-4 1)荷-5
J7-6 

J 7炭ー 1

J 7炭-2
J7炭-3 J7炭-4

014畳一 1
選権外ー 1

遺構外 2 

遺構外 3 
遺1諸外-4 遺1荷外 6 遺構外 7 

遺構外 B 遺1高外 9 遺構外ー10 遺構外-11

遺精外 12 選権外 13 遺11Il9j.-14 遺1置外ー 15
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遺稿外ー 16 選権外-17 
遺精外 18 遺精外 19 

遺樋外ー 20 遺構外-21 遺1諸外-22 遺構外-23 

遺構外 24 遺権外 25 遺4諸外-26 遺構外 27 

遺構外 29 遺構外-30 遇制外-31 遺精外-32 

遺構外-33 遺1書外-34 遺精外 35 遺精外-36 

選結外 38 遺1冒外一55 運局外-63 遺1諸外 90 

遺稿外 101 遺精外-114 遺構外ー115 遺権外ー116

4......._ ~ 
曹司盟盟v

通局外ー 134 遺構外 142 遺構外ー157 遺構外-158 

遺諸外-160 選権外 161 遥椅外ー 162 遺稿外 163 
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遺1諸外ー 165 遺婿外ー166 道府外ー 167 遺荷外一 168

遺構外ー 169 遺縄外ー 171 選街外ー 172

遺i茸外ー 173 遺j諸外ー 174 遺構外 175 遺権外 176 

遇措外一177 遺稿外一178 選1持外ー 179 遇措外-180 

遺1書外ー 185 遺精外ー 186 遺精外-202 遺構外ー203

遺稿外-205 遺精外-206 遺』南外ー 207 遺構外-208 

事園B
遺精外-209 遺精外-210 選1措外ー 211 遺構外-212 

遺構外 213 
選総外-215 

遇措外-217 遺構外-218 選』置外ー 219
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道府外ー 220

遺樋外 221 

遺構外 224 遺1置外-225 

選l諸外 228 選地外 229 

遺構外-232 遺婿外ー233

遺構外ー236 遺構外-237

遺構外 240 
遺構外-241 

遺精外ー 244 遺構外-245 

遺構外 248 道1諸外 249 

遺構外-251 遺1諸外ー 251
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遺構外 222 

手話同議ヨ|
;単語学111_，

遺精外 226 

遺精外 230 

遺構外-234

遺構外 246 

遺精外 250 

噂踊..I ' 

遺精外ー253

遺腐外-242 

選4諸外一 223

遺4諸外 227 

遺精外-231 

選権外-235

遺1諸外 239 

遺精外-247 

遺縞外-252 

遺構外 254 



道府外-255 遺1諸外-256 遺構外-257 
遺精外-258 

可再gEv面ー園田命

遺稿外ー259 道府外 260 選縄外 261 遺1帯外 262 

遺街外 263 遺1諸外ー 264
遺摘外-265 遺構外-266 

遺精外-267 遇措外-268 

遺稿外 269 遺構外-270 

(墨書土器および線刻土器)

51主ー14 日住 4 6伎-5 6t主-6 E住 9
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9住一 11

10住 3

14住ー7

15住 7

1港-o 1}島一 7 11揖-8 11暗-9
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遺栴外-82 遺構外-85 遭1罵外-86 
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遺構外 133 遺縄外ー134 遺構外-135 遺縄外ー 136
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遺1時外-141 

遺構外-153 遺構外-157 

遺1間外ー 199 遺構外-200 

遺摘外-201 遺構外ー 204 遺柑外ー243
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調査風景 [重機巳よる表土除去J(東→)

調査風景 [遺纏プランを確認し主主ガらの鋸り下げ作業J(南→)

調査風景 [廃土の運搬にほベルトコンペア等も使用したJ(筒→)
調査風票 [砂傑層の抱り下げ作業J(南東→)
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調査風景 [出土遺物は個別ナンバーを付して記録後、取り上げだ1(北西→)

調査風景 [第13号竪穴住居祉の測量記録風景1(北東→}

親予発沼教室の風景 [山梨県者古学協会に会i喜を提供した1(東→1

調査用hili設 [調査事務 ・器材収納 ・休憩周のプレハブを設誼1(北東→) 狐原遺跡発i居調査参加メンバー[調査終ゴ臼]
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報告書抄録

報告書概要

書 名 狐原遺跡(きつねつばら いせき)

置。 題 山梨県森林公園 金川の森建設lこ伴つ埋蔵文化財の発掘調査報告書

シリーズ・番号 山梨県埋蔵文化財センター調査報告書第120集

編著者名 森原明麗・宮里学

執筆者名 森原明麗・宮里学・3司西学・茂原信生

発行機関 山梨県教育委員会・山梨県林務部

編集機関 山梨県埋蔵文化財センター

編集機関連絡先 =;=400・15 山梨県東八代郡中道町下曽根923 電話.0552・66・3016

印制所 (有)新星堂印刷

回刷・発行年月日 印刷 1996年3月20日 発行 1996年3月31日

遺跡概要

遺跡名 狐原遺跡(きつねつばら いせき)

遺跡所在地 山梨県東八代郡一宮町字竹原田1070番地他

国土地理院 1/200.000地形図 甲府 (N1・54-31) 

地形図名 国土地理院 1/50.000地形図 甲府 (N1-54-31・7

国土地理院 1/25，000 石和 (N1・54・31・7・1)

緯度・経度 北緯350 38' 20" 東経1380 40' 20" 

主な時代 平安時代

主な遺構
竪穴住居祉15軒、土坑25基、墓績2基、溝1条、炭化物集中 1箇所、

単独出土の壷 1箇所

主な遺物
土師器 (139，235g) ・須恵器 (9，950g ) ・灰紬陶器 (1，112g)

鉄器 (408g ) ・その他 (5，715g) 【総量 156，420g】

9世紀半ばを中心とし定時期の竪穴住居I止群

人骨を伴う墓旗

特記される事項 「墓誌状鉄製品」の類似品を伴う炭化物集中

墨書・線刻土器の出土量 (222点)

「玉井J (甲斐国の古代郷名)の墨書土器
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Pottery with inscriptions in black ink 
unearthed irom the Pit Dwellings， Kitsuneppara .Site 
[Made In Helan Period， 9th Century] 
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